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Ⅰ 飯島町の事務事業・実施計画（施策）評価制度

行政の施策を評価しマネジメントサイクル（PDCAサイクル）を確立することで、施策の改善を導き、
効率的で成果を重視した行政と開かれた行政を推進します。

１.目的

➣「実施計画（施策）評価」は、施策評価シートを活用し、成果指標等を通じて、配下の事務事業の効果を検証できるようにすることで
施策と事務事業の関係性を明確化し、事業の見直しに繋げます。

➣「事務事業評価」は、事務事業評価シートを活用し、効率的・効果的な進行管理となるよう、施策評価シートと連動することにより、
事業の必要性や有効性、効率性などを客観的に評価できるようにし、効果的なPDCAサイクルの実現に繋げます。

１

実施計画（施策）評価・事務事業評価とは、限られた予算や職員の事務の効率化を図るため、事業の目的や
手段をはっきりさせ、事業目的が達成されているか、費用は適切かなどを点検・評価し、より効果的・効率的
な町政運営につなげていくものです。

２.体系



Ⅱ 内部評価（事務事業・実施計画（施策））

行政自らが行います。

１.評価者

■「実施計画（施策）評価」は、全施策を対象に、主に５年間の
間に重点的に取り組む事業を対象としています。

■「事務事業評価」は、評価対象年度の事業を「事業コード単位」
で評価します。
・ただし、特別会計のうち複数の事業コードによって一つの事
業目的を構成する場合は、主たる事業コードに統括して評価
します。

・また、以下の事業は評価対象から除外します。
①「予備費」

②前年度評価の方向性が「完了」か「廃止」で予算配当額が「０」の事業
③総務課庶務係が管理する「一般管理事務費」以外の人件費

２.評価対象事業

３.評価方法

内部評価は次の２段階で行います。

■第１次評価・・・所管課等による評価

担当職員【原案】⇒担当係等の長⇒所管課等の長【１次確定】

■第２次評価・・・庁議（理事者、課等の長）による評価

（１）計画（ Plan ）
事業の内容や当該年度の取組内容を簡潔に記載します。

（２）実施（ Do ）
上記取組内容に対する達成度を確認します。

１ 目標を大きく上回って達成

２ 目標を上回って達成

３ ほぼ目標どおり

４ 目標を下回った

５ 目標を大きく下回った

（３）評価（ Check ）

必要性

【町民ニーズ】事業を取り巻く環境の変化等に
より、事業に対するニーズが薄れていないか

a.薄れていない
b.薄れている

【町が実施する必要性】他都市等で、民間等で
サービス提供している事例はないか

a.事例はない
b.事例がある

有効性

【成果】取組内容の実績に対し、事業の成果
（成果指標等）は順調に上がっているのか

a.上がっている
b.徐々にあがって
いる
c.上がっていない

効率性

【民間の活用】委託や指定管理者制度など、実
施手法について民間活用によりコストを削減で
きる余地があるか

a.余地はない
b.余地はある
c.既に実施済み

【事業手法等の見直し】事業の成果を維持しな
がら、契約方法、仕様の見直しなどによる経費
削減や事務手続きの見直しなどによる事務改善
の可能性があるか

a.可能性はない
b.可能性はある

【質の向上】事業を適正な（過小でも、過大で
もない）規模の人員体制・費用で行いながら、
町民サービスや役場内部(職員・組織）の質の
向上を図ることができる余地があるか

a.余地はない
b.余地はある
c.既に実施済み

４.「事務事業（評価シート）」評価項目

（４）改善（ Action ）

Ⅰ 現状のまま維持

Ⅱ 改善しながら継続

Ⅲ 事業規模拡大

Ⅳ 事業規模縮小

Ⅴ 事業廃止

Ⅵ 事業終了

２

（参考）令和３年度の改善企画（Action Plan）から、経常的なものや政策的でな
いものについては評価対象から除外することができます。
（例）基金費、繰出費、償還費、還付費 等



（参考）事務事業評価シート

３



（１）成果指標状況と成果の分析
①成果指標は、総合計画・実施計画等に位置づけした指標につ
いて、その実績を記載します。

②定性的な成果は、取組を進めたことで発現した数値では測れ
ない効果などについて記載します。

５.「実施計画（施策）評価シート」評価項目

（２）施策の進捗状況
指標等の成果を中心に施策を構成する事務事業評価等から総合
的に評価します。

A 順調に推移している（目標達成している）

B 一定の進捗がある（目標達成に向けて進捗している）

C 進捗は遅れている（目標達成が遅れている可能性がある）

D 進捗は大幅に遅れている（目標達成が難しい可能性がある）

（３）今後の方向性
事業構成の手段は妥当かを判断します。

Ⅰ 効果的な事業構成である（現状のまま継続する）

Ⅱ 概ね効果的な構成である（一部見直し等の余地がある）

Ⅲ あまり効果的な事業構成でない（見直し等の余地が大きい）

Ⅳ 事業構成に問題がある（抜本的な見直し等が必要である）

（参考）外部評価 実施予定時期：令和５年８月18日（金）

町民目線・専門的視点で、効率的・効果的に施策を推進するために、実施計画（施策）評価について外部評価を実施します。

第三者機関による評価として、基本構想審議会の委員が行います。

１.評価者

飯島町第６次総合計画に基づく８つの基本目標ごとに評価する
施策を１施策（事業）選定し、評価を行います。

２.評価対象

選定された評価対象施策について部会ごとヒアリング等を実施
し、審議します。各部会の審議結果を全体会で確認し、評価を確
定します。

３.評価方法

４.外部評価の全体イメージ

４



（参考）実施計画（施策）評価シート

５



Ⅲ 事務事業の達成状況

（１）飯島町第６次総合計画における232の施策の配下に位置付けた事務事業等について、令和４年度の評価を行った結果、「１.目標を大
きく上回って達成」した事務事業が２件（1.2％）、「２.目標を上回って達成」した事務事業が19件（11.0％）、「 ３.ほぼ目標どおり」
の事務事業が141件（82.0％）、「 ４.目標を下回った」事務事業が10件（5.8％）、「 ５.目標を大きく下回った」事務事業が０件でし
た。

（２） 「１.目標を大きく上回って達成」した事務事業、「２.目標を上回って達成」した事務事業、 「 ３.ほぼ目標どおり」の事務事業を合
わせた割合は94.２％（前年度93.7％）で全体として順調に進捗しています。

（３）「 ４.目標を下回った」事務事業としては、新型コロナウイルス感染症の影響等もあり計画に掲げたイベントや研修会への参加者数等の
数値目標を達成できなかったものや、関係者等との調整に時間を要したことから整備に遅れが生じたものなどがありました。

＜事務事業の基本目標別 達成状況区分の内訳＞
基本
目標１

基本
目標２

基本
目標３

基本
目標4

基本
目標5

基本
目標6

基本
目標7

基本
目標8

区分
合計

割合

達成状況区分 該当例 総務
住民
税務

健康
福祉

産業
振興

建設
水道

地域
創造

教育

企画政
策・会
計・議会
事務

１.目標を大きく上回って
達成

●目標に明記した内容よりも相当高い水準であった。●目標に明記
した数値を大きく上回った。 ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ２ 1.2％

２.目標を上回って達成
●目標に明記した期日どおり達成し、明記した内容よりも高い水準
であった。●目標に明記した数値を上回った。 ０ １ ４ ６ ２ ２ 4 ０ 19 11.0％

３.ほぼ目標どおり
●目標に明記した期日、内容どおりに達成した。●目標に明記した
数値とほぼ同じであった。●おおむね適正に処理し業務遂行に支障
がなかった。

14 ７ 30 25 19 10 27 10 141 82.0％

４.目標を下回った
●目標に明記した期日どおりであったが、明記した内容に満たない
水準であった。●目標に明記した数値を下回った。●所定の期日に
間に合わないなど、業務を適正に処理できなかった。

2 １ ０ ３ ０ ２ １ ０ 10 5.8％

５.目標を大きく下回った
●目標に明記した期日よりも遅れ、明記した内容に満たない水準で
あった。●目標に明記した数値を大きく下回った。 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 0.0％

合計 16 ９ 36 34 21 14 32 10 172 100.0％

６

1%

11%

82％

６％

＜事務事業の基本目標別 達成状況区分件数・構成比＞

１.目標を大きく上回って達成

２.目標を上回って達成

３.ほぼ目標どおり

４.目標を下回った

５.目標を大きく下回った

２.目標を上回って達成（19件）

３.ほぼ目標どおり（141件）

１.目標を大きく上回って達成（２件）

４.目標を下回った（10件）



Ⅳ 実施計画（施策）の進捗状況

（１）飯島町第６次総合計画における232の施策について、令和４年度の評価を行った結果、「Ａ.順調に推移している」施策が
57件（25.0％）、 「Ｂ.一定の進捗がある」施策が151件（66.2％）、 「Ｃ.進捗は遅れている」施策が20件（8.8％）あり、
「Ｄ.進捗は大幅に遅れている」施策はありませんでした。

（２）成果指標の多くが目標を達成している「Ａ.順調に推移している」施策と、目標未達成のものがあるが一定の進捗があった
「Ｂ.一定の進捗がある」施策を合わせた割合が91.2％（前年度91.1％）であることから、飯島町第６次総合計画の目標に向
かって、概ね順調に進捗しているものと考えます。

（３）「Ｃ.進捗は遅れている」施策としては、新型コロナウイルス感染症の影響等もあり、行事や研修会等の施策に設定した成果
指標が下回ったものや、配下の事務事業のうち複数の事業に遅れが見られたものなどがありました。

＜施策の基本目標別 進捗状況区分の内訳＞
基本
目標１

基本
目標２

基本
目標３

基本
目標4

基本
目標5

基本
目標6

基本
目標7

基本
目標8

プロジェクト
（分野横断的な取組）

区分
合計

割合

進捗状況区分 該当例 総務
住民
税務

健康
福祉

産業
振興

建設
水道

地域
創造

教育

企画政
策・会
計・議会
事務

飯島ルネサ
ンス「環境
循環ライフ
構想」

人口増

Ａ.順調に推移している
（目標達成している）

●施策に設定した成果指標の多くが目標値に達
しており、配下の事務事業が順調に進捗してい
る施策

13 ３ ９ ９ ７ ７ ２ ７ ０ ０ 57 25.0％

Ｂ.一定の進捗がある
（目標達成に向けて進捗している）

●施策に設定した成果指標の多くが策定時から
目標値に向かって進捗しており、配下の事務事
業が概ね順調に進捗している施策

９ ８ 17 41 16 18 28 12 １ １ 151 66.2％

Ｃ.進捗は遅れている
（目標達成が遅れている可能性がある）

●施策に設定した成果指標のうち、策定時を下
回る指標が多い施策や、配下の事務事業のうち
複数の事業が遅れている施策

７ ３ １ １ ２ ４ １ １ ０ ０ 20 8.8％

Ｄ.進捗は大幅に遅れている
（目標達成が難しい可能性がある）

●施策に設定した成果指標のうち、策定時を大
幅に下回る指標が多い施策や、配下の事務事業
のうち複数の事業が大幅に遅れている施策

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 0 0.0％

合計 29 14 27 51 25 29 31 20 １ １ 228 100.0％

７

25％

66％

9％

＜施策の基本目標別 進捗状況区分件数・構成比＞

Ａ.順調に推移している

Ｂ.一定の進捗がある

Ｃ.進捗は遅れている

Ｄ.進捗は大幅に遅れているＢ.一定の進捗がある（151件）

Ａ.順調に推移している（57件）

Ｃ.進捗は遅れている（20件）



Ⅴ 事務事業・実施計画（施策）評価総括表 ８

（１）計画（ Plan ）
事業の内容や当該年度の取組内容を簡潔に記載します。

（２）実施（ Do ）
上記取組内容に対する達
成度を確認します。

１ 目標を大きく上回って達成

２ 目標を上回って達成

３ ほぼ目標どおり

４ 目標を下回った

５ 目標を大きく下回った
（３）評価（ Check ）

必
要
性

【町民ニーズ】事業を取り巻く環境の変化等により、事業
に対するニーズが薄れていないか

a.薄れていない
b.薄れている

【町が実施する必要性】他都市等で、民間等でサービス提
供している事例はないか

a.事例はない
b.事例がある

有
効
性

【成果】取組内容の実績に対し、事業の成果（成果指標
等）は順調に上がっているのか

a.上がっている
b.徐々にあがっている

c.上がっていない

効
率
性

【民間の活用】委託や指定管理者制度など、実施手法につ
いて民間活用によりコストを削減できる余地があるか

a.余地はない
b.余地はある
c.既に実施済み

【事業手法等の見直し】事業の成果を維持しながら、契約
方法、仕様の見直しなどによる経費削減や事務手続きの見
直しなどによる事務改善の可能性があるか

a.可能性はない
b.可能性はある

【質の向上】事業を適正な（過小でも、過大でもない）規
模の人員体制・費用で行いながら、町民サービスや役場内
部(職員・組織）の質の向上を図ることができる余地があ
るか

a.余地はない
b.余地はある
c.既に実施済み

■「事務事業（評価シート）」評価項目

（４）改善（ Action ） Ⅰ 現状のまま維持

Ⅱ 改善しながら継続

Ⅲ 事業規模拡大

Ⅳ 事業規模縮小

Ⅴ 事業廃止

Ⅵ 事業終了

（１）成果指標状況と成果の分析
①成果指標は、総合計画・実施計画等に位置づけした指標につ
いて、その実績を記載します。

②定性的な成果は、取組を進めたことで発現した数値では測れ
ない効果などについて記載します。

■「実施計画（施策）評価シート」評価項目

（２）施策の進捗状況
指標等の成果を中心に施策を構成する事務事業評価等から総合
的に評価します。

A 順調に推移している（目標達成している）

B 一定の進捗がある（目標達成に向けて進捗している）

C 進捗は遅れている（目標達成が遅れている可能性がある）

D 進捗は大幅に遅れている（目標達成が難しい可能性がある）

（３）今後の方向性
事業構成の手段は妥当かを判断します。

Ⅰ 効果的な事業構成である（現状のまま継続する）

Ⅱ 概ね効果的な構成である（一部見直し等の余地がある）

Ⅲ あまり効果的な事業構成でない（見直し等の余地が大きい）

Ⅳ 事業構成に問題がある（抜本的な見直し等が必要である）



行政評価書の見方について

計画

(Plan)

実施

(Do)

予算額 決算額

17,031 15,280 2

17,182 15,852 3

C Ⅱ

A Ⅱ

─ ─

C Ⅱ

令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報

事務事業評価

達

成
度

評価

(Check)

改善

(Action)
事

業
コ
ー

ド

事

業
名

称

事業費（千円）

主

な
取

組
内

容

主

な
取

組
内

容

の
実

績
等

必

要
性

有

効
性

効

率
性

今

後
の

方
向

性
町
民

ニ
ー

ズ

民
間

で
の

事
例

a

1111 一般管理
費

●行財政改革に併せた職員提案の実
施

●健康診断結果が要精密検査であっ
た職員へ精密検査受診の周知

●職員提案制度の実施により、職員
の企画立案や業務改善を考える力の

向上につながりました。
●要精密検査であった職員へ、精密

検査の実施を個別に通知することで

検査受診率の向上に努めました。

a

民
間

活
用

手
法

見
直

し

質
の

向
上

令和３年度

Ⅰ

Ⅰ

a

令和３年度

目標値 令和４年度

2 人 2 人接客ホスピタリティーの醸成

b a a

実績値

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗

状況

今後の

方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ

クト

当該年度

─

基
本

目
標

１

1 7 4 ─ 広域連携による業務効率化の研究

●職員が事務事業に関する提案を行

う制度「職員提案」と「政策アイデ
ア」を一本化し、事務事業改善に取

り組みましたが、広域連携による業

務効率化の提案はございませんでし
た。

─ ─ ─

長野県市町村職員研修センターの実

施する接遇力向上研修への参加職員

（年）

1 7 1 ─

①
①基本情報

➣事業コード

➣事業名称

➣事業費（前年度、当該年度）
（予算額は最終予算現計額）

②事務事業評価

➣達成度（前年度、当該年度）
「─」前年度の評価なし

➣ＰＤＣＡ（改善：前年度、当該年度）
「─」前年度の評価なし

「事務事業」と関連
する「施策」を連動

②

③

③実施計画（施策）評価

➣第６次総合計画体系上の位置付け

➣プロジェクトとの関連性
「─」関連性なし
●飯島ルネサンス

「環境循環ライフ構想プロジェクト」
●人口増プロジェクト

➣施策（３層）

➣進捗状況（前年度・当該年度）
「─」前年度の評価なし

➣今後の方向性（前年度・当該年度）
「─」前年度の評価なし

９



総務課

事業コード・事業名称
実施計画と
連動なし
（●）

達成状況
頁

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

1110 一般管理事務費 2 ３ 13

1111 一般管理費 2 ３ 14

1121 文書費 3 3 15

1122 広報広聴費 4 4 16

1152 役場庁舎管理費 3 3 17

1153 車両管理費 3 3 18

1156 西庁舎管理費 3 3 19

1167 情報機器管理費 1 4 20

1193 循環バス運行事業 3 3 22

1194 飯島駅管理費 3 3 23

1801 交通安全対策費 ● 3 3 24

1831 防犯対策費 ● 2 3 25

1861 防災対策費 3 3 26

4921 非常備消防費 2 3 31

4931 消防施設費 3 3 34

4941 水防費 3 3 35

総
務
課

■達成状況・・・（－）当該年度の評価なし

■事業終了・・・国や県の事業も含む
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基本
目標１

住民と行政の創合力による 安全で安心なまちづくり

＜総務＞

政策１-（１）
災害に備えた防災
体制の充実

施策 主な成果指標等 進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① 災害時情報発信の多元化 いいちゃんメール登録者数 Ｂ Ｂ

② 防災行政無線放送の難聴解消 CEK音声告知端末の加入件数 Ｂ Ｂ

③ 避難所の感染症対策と備蓄品の充実 災害用非常食の備蓄数 Ａ Ｂ

④ 防災関連機器・設備の適正な管理と計画的な更新 定性的な成果 Ａ Ａ

⑤ 外国人、観光客など要配慮者への防災対策の対応 町ホームページにおける防災ページの閲覧件数 Ｃ Ｃ

⑥ 指定緊急避難場所・指定避難所への非常用電源設置推
進

指定緊急避難場所・指定避難所への非常用電源設置率
（屋内）

Ｂ Ａ

≪基本的方向≫
ふたつのアルプスに守られた豊かな自然環境の中で、将来にわたって住民みんなが安全で安心して暮らしていけるまちを目指します。

万一の災害に十分な備えを進めると共に、暮らしを支える公共交通機関の確保や役場機能の効率化を進めていきます。

政策１-（２）
住民主体の防災力
アップ

施策 主な成果指標等
進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① 自主防災会等における防災・減災活動の推進 自主防災会での防災講座の開催回数（延数） Ｃ Ｃ

② 自主防災組織の担い手づくり・防災士資格取得の推進 長野県自主防災リーダー研修会参加者数 Ｂ Ａ

③ 地区防災マップや地区防災計画等の整備
住民支え合いマップ等を作成した自主防災会の数
（延数）

Ｂ Ｂ

政策１-（３）
新たな時代の消防
団づくり

施策 主な成果指標等
進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① 自主防災会との連携（顔の見える関係づくり） 消防団と自主防災会との防災訓練等の回数（年） Ｃ Ｃ

② 自然災害への対応体制の強化
大規模林野火災防御訓練または救急救助訓練の実施回数
（年）

Ｂ Ａ

③ 消防団の機構改革に向けた研究 定性的な成果 Ｂ Ｂ

④ 消防団事業の改善に向けた研究 定性的な成果 Ａ Ａ

⑤ 団員確保に向けた取り組みと研究 消防団員数（定数対実人数） Ｂ Ｂ

■進捗状況・・・（－）当該年度の評価なし
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政策１-（４）
先端技術を活用し
た未来のサービス
づくり

施策 主な成果指標等
進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① 行政文書のペーパーレス化の推進 複合機の印刷枚数 Ｃ Ｃ

② 行政手続のデジタル化の推進 電子申請・届出システムに対応した様式数（延数） Ａ Ａ

③ ＡＩ・ＲＰＡ等のＩＣＴ活用による事務効率化の推進 新規システム導入及び既存システム更新件数（延数） Ａ Ｃ

政策１-（５）
効果的で速やかな
情報発信

施策 主な成果指標等
進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① 住民が必要とする情報の把握と研究 飯島町公式ホームページへのアクセス件数（年） Ａ Ａ

② 様々なツールを活用した町の魅力発信 研修へ参加をした正規職員の割合 Ｃ Ｃ

③ 行政情報のデジタル化の推進
国又は県が使用・提供する情報システムの導入件数（延
数）

Ｂ Ａ

政策１-（６）
安心して暮らせる
地域公共交通の確
保

施策 主な成果指標等
進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① より利用しやすい地域循環バス運行形態の研究 地域循環バス年間利用者数（年） Ｂ Ｂ

② 通勤通学等の電車利用者の利便性の確保 定性的な成果 Ａ Ａ

政策１-（７）
未来を担う職員の
育成と役場機能の
効率化

施策 主な成果指標等
進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① 接客ホスピタリティーの醸成
長野県市町村職員研修センターの実施する接遇力向上研
修への参加職員（年）

Ｃ Ａ

② 国、県、他市町村や企業との職員交流の実施 国、県への研修派遣職員数（延数） Ａ Ａ

③ 各種研修や職員提案制度等の実施による、職員の企画、
立案、実行力の向上

長野県市町村職員研修センターの実施する政策形成力向
上研修への参加職員（年）

Ｃ Ａ

④ 広域連携による業務効率化の研究 定性的な成果 ─ Ｃ

⑤ ＡＩやＲＰＡ等を活用したスマート事務システムの研
究

定性的な成果 ─ Ｂ

⑥ 定員管理計画に沿った職員数管理 定性的な成果 Ａ Ｂ

⑦ 有事の際に業務が継続できる施設整備や空間デザイン
の研究

定性的な成果 Ｂ Ａ

12



計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

307,431 307,284 2

332,856 332,245 3

A Ⅱ

B Ⅱ

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

1110 一般管理
事務費

●定員管理計画に沿った職員採用の
実施
●年休取得日数の増加に向け、連休
の間の出勤日に年休取得を呼び掛け

●想定されない早期退職者があった
ものの退職者数と同数の新規職員を
採用しました。
●年休取得日数が増加しました。
　➣平均取得日数7.7日⇒8.8日
　➣５日以上取得した職員数
　　71名⇒75名 b a b a b a

Ⅰ

Ⅰ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
１

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

─ ─ ─ ─

●定数管理計画に沿った職員定数の
管理に努め、想定されない早期退職
者があったものの退職者数と同数の
新規職員を採用しました。

1 7 6 ─ 定員管理計画に沿った職員管理
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計画

(Plan)

実施

(Do)

予算額 決算額

17,031 15,280 2

17,182 15,852 3

C Ⅱ

A Ⅱ

A Ⅰ
A Ⅰ

C Ⅱ

A Ⅱ

─ ─

C Ⅱ

─ ─

B Ⅱ

基

本

目
標

１

人

1 7 4 ─ 広域連携による業務効率化の研究

●職員が事務事業に関する提案を行

う制度「職員提案」と「政策アイデ
ア」を一本化し、事務事業改善に取

り組みましたが、広域連携による業
務効率化の提案はございませんでし

た。

─ ─ ─ ─

各種研修や職員提案制度等の実施に

よる、職員の企画、立案、実行力の
向上

長野県市町村職員研修センターの実

施する政策形成力向上研修への参加
職員（年）

2 人 2

●全国の先進事例や近隣市町村の取
組状況等の聞き取りを行ったことに

より、研究を進めることができまし
た。また、令和５年度に視察を予定

しています。

─ ─ ─ ─1 7

1 7 3 ─

国、県への研修派遣職員数（延数） 2 人 3

5 ─
ＡＩやＲＰＡ等を活用したスマート

事務システムの研究

実績値

人1 7 2 ─
国、県、他市町村や企業との職員交
流の実施

長野県市町村職員研修センターの実

施する接遇力向上研修への参加職員
（年）

1 7 1 ─ 接客ホスピタリティーの醸成

令和４年度

2 人 2 人

Ⅰ

Ⅰ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗

状況

今後の

方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ

クト

当該年度 令和３年度

目標値

a b a a a

1111 一般管理
費

●行財政改革に併せた職員提案の実
施

●健康診断結果が要精密検査であっ
た職員へ精密検査受診の周知

●職員提案制度の実施により、職員
の企画立案や業務改善を考える力の

向上につながりました。
●要精密検査であった職員へ、精密

検査の実施を個別に通知することで

検査受診率の向上に努めました。

a

民
間

活
用

手
法

見
直

し

質
の

向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報

事務事業評価

達

成
度

評価

(Check)

改善

(Action)
事

業
コ
ー

ド

事

業
名

称

事業費（千円）

主

な
取

組
内

容

主

な
取

組
内

容

の
実

績
等

必

要
性

有

効
性

効

率
性

今

後
の

方
向

性
町
民

ニ
ー

ズ

民
間

で
の

事
例
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

9,729 9,346 3

10,053 9,599 3

B Ⅰ

A Ⅰ

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

1121 文書費 ●公印の押印の見直しについて検討 ●デジタル化を推進するための対応
として、飯島町公印の押印及び公印
省略基準を策定しました。

a a b a b b

Ⅰ

Ⅰ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
１

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

令和５年度

１件
件 ─ 件

国又は県が使用・提供する情報シス
テムの導入件数（延数）

1 5 3 ─ 行政情報のデジタル化の推進
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

2,176 1,907 4

4,457 4,028 4

C Ⅱ

C Ⅱ

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

1122 広報広聴
費

●町メール配信サービス「いいちゃ
んメール」の運用・検討
●ＳＮＳや動画配信サイト等の活用
方法に係る調査・研究行政番組運用
についての検討
●情報発信スキル向上のための研修
会の開催
●情報発信計画シートを活用した情
報発信の実施

●事作成を行うことができました。
●全体研修はできなかったものの、
各課の代表である広報編集委員に対
して研修を行いました。
●いいちゃんメールの臨時配信は、
危機管理係と連携を取り、防災無線
を行うのとほぼ同時にメール配信を
行うことができました。このことに
より、防災無線の補完的機能を一定
程度果たすことができました。
●情報発信計画シートの運用を、人
口増プロジェクトの事業で始めまし
た。発信内容の精査に活用できまし
た。

a a b a b b

Ⅰ

Ⅱ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
１

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

40.0 ％ 14.6 ％

研修へ参加をした正規職員の割合
●昨年度に引き続き新型コロナの感
染状況により全体研修の開催が困難
な状況でした。

1 5 2 〇
様々なツールを活用した町の魅力発
信
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

57,600 56,687 3

55,400 54,626 3

B Ⅱ

A Ⅱ

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

1152 役場庁舎
管理費

●適正な施設修繕の実施
●省エネ対策である、本庁舎内の照
明をＬＥＤへ更新（併せて町有施設
17ヶ所実施）

●庁舎内照明ＬＥＤへの更新
（リース10年）
●議会棟空調機器更新工事：
　16,390千円
●地下書庫雨漏修繕工事：
  2,695千円

a a b b b b

Ⅰ

Ⅰ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
１

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

─ ─ ─ ─

●役場庁舎内の照明をＬＥＤへ更新
することにより、環境への配慮や経
費節減へつなげることができまし
た。

1 7 7 ─
有事の際に業務が継続できる施設整
備や空間デザインの研究

17



計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

7,041 5,606 3

9,355 8,027 3

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

1153 車両管理
費

●環境の配慮やコスト削減に繋げる
ため電気自動車の購入（１台）

●電気軽自動車の購入：
  2,590千円

a a b b b b

Ⅰ

Ⅰ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
１

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

施策との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

1,833 1,801 3

4,058 3,836 3

実績値 令和４年度

Ⅰ

Ⅰ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
１

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値

a b b b b

1156 西庁舎管
理費

●適正な施設修繕の実施
●省エネ対策である、西庁舎内の照
明をＬＥＤへの更新

●庁舎内照明ＬＥＤへの更新
（リース10年）
●自動ドア修繕工事：759千円
●自動発酵機修繕(２台)：
　650千円
●暖房機更新工事：297千円

a

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

施策との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

100,326 98,116 1

49,671 49,054 4

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

1167 情報機器
管理費

●ながの電子申請サービスの活用・
研究
●長野県先端技術活用推進協議会の
行政手続のオンライン化、情報シス
テムの標準化等検討会への参加
●行政手続のオンライン化、情報シ
ステムの標準化の事業化
●マイナポータルぴったりサービス
申請フォーム公開
●情報政策支援業務に取り組み
●町情報化推進委員会の開催
●町ホームページのアクセス解析
●庁内ネットワークの再構築、校務
系システム再構築業務
●庁内ネットワーク保守・運用管理
業務委託、校務系システム運用・保
守管理業務委託

●ながの電子申請サービスの取扱い
件数９件が増加しました。
●長野県先端技術活用推進協議会主
催各種ＷＥＢ会議に出席し情報収集
に努めました。
●情報センターと連携し行政手続の
オンライン化、情報システムの標準
化を進めました。
●委託契約に基づき情報セキュリ
ティ研修ほか支援業務を受けまし
た。
●情報推進委員会を２回開催しまし
た。
●庁内ネットワークの再構築・校務
系システム再構築業務、半導体不足
による影響で繰越しました。
●行政文書のペーパーレス化の推進
のため、庁内情報システム等活用に
より複合機の印刷枚数の削減目標値
1,700千枚として取り組んだが、新型
コロナ対策に係る啓発・経済対策の
事業実施等により町民向け通知文書
等の印刷が大量に必要となったた
め、実績値1,965千枚となりました。
●町公式ホームページに新型コロナ
対策のための注意喚起やワクチン接
種のお知らせを掲載したため、アク
セス件数が158,126件と増加しまし
た。
●庁内ネットワーク保守・運用管理
業務委託、校務系システム運用・保
守管理業務委託を実施しました。

a

Ⅲ

Ⅱ

a b a a b
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C Ⅰ

C Ⅰ

A Ⅲ

A Ⅰ

A Ⅰ

C Ⅱ

A Ⅱ

A Ⅱ

B Ⅰ

A Ⅰ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 令和４年度

1,700 千面 1,965 千面

実績値

件1 4 2 ─ 行政手続のデジタル化の推進

複合機の印刷枚数
●全庁的に新型コロナウイルス感染
症対策に係る業務が増加していま
す。

1 4 1 ─ 行政文書のペーパーレス化の推進

電子申請・届出システムに対応した
様式数（延数）

31 件 55

3 ─ 行政情報のデジタル化の推進 ─1 5

1 4 3 ─ 2

国又は県が使用・提供する情報シス
テムの導入件数（延数）

令和５年度

１件 ─ ─

基
本
目
標
１ 件

1 5 1 ─ 住民が必要とする情報の把握と研究
飯島町公式ホームページへのアクセ
ス件数（年）

110,000 件 158,126 件

ＡＩ・ＲＰＡ等のＩＣＴ活用による
事務効率化の推進

新規システム導入及び既存システム
更新件数（延数）
●音声文字起こしシステムと行政手
続きオンラインサービスは予定どお
り開始したが、半導体不足による影
響で庁内ネットワークの再構築・校
務系システム再構築業務を繰越した
ため50％ととなったことによるもの
です。

4 件
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

16,519 16,052 3

15,530 14,884 3

B Ⅱ

B Ⅱ

地域循環バス年間利用者数（年）
●新型コロナウイルス第８波の影響
による利用者の減少するおそれがあ
ります。

1 6 1 ─
より利用しやすい地域循環バス運行
形態の研究

実績値 令和４年度

4,250 人 3,161 人

Ⅱ

Ⅱ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
１

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値

a b a b b

1193 循環バス
運行事業

●いいちゃんバス運行方法変更につ
いて生活交通確保対策協議会、担当
者会議等を実施

●地域線について、特定の条件を満
たす方は自宅付近の公道で乗降でき
るよう運行方式へ方向づけすること
ができました。
●新型コロナウイルス感染症第８波
の影響はあるが徐々に利用者は増え
ています。
　➣令和４年度前年比：98％
　➣令和３年度前年比：84％

a

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

3,422 3,101 3

3,637 3,358 3

A Ⅱ

A Ⅱ

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

1194 飯島駅管
理費

●乗車券販売業務、駅舎管理、電車
通学等の生徒への声かけの実施

●新型コロナウイルス感染症第８波
の影響はあるが、乗車券発売実績枚
数は前年より増えています。
　➣令和４年度前年比：105％

a a b b b b

Ⅰ

Ⅰ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
１

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

─ ─ ─ ─

●電車通学等の生徒への声かけをす
ることにより、安心して公共交通を
利用してもらうことができました。
また、飯島駅内での事件・事故は発
生しませんでした。

1 6 2 ─
通勤通学等の電車利用者の利便性の
確保
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計画

(Plan)

実施

(Do)

予算額 決算額

5,063 4,756 3

3,494 3,046 3

基本情報

事務事業評価

達

成

度

評価

(Check)

改善

(Action)

事

業

コ
ー

ド

事

業

名

称

事業費（千円）

主

な

取

組

内

容

主

な

取

組

内

容

の

実

績

等

必

要

性

有

効

性

効

率

性

今

後

の

方

向

性
町

民

ニ
ー

ズ

民

間

で

の

事

例

民

間

活

用

手

法

見

直

し

質

の

向

上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

1801 交通安全

対策費

●交通安全対策委員会において「飯

島町交通安全対策推進計画」の決定

と推進

●交通安全運動（年４回）とシート

ベルト調査（年１回）の実施

●交通安全整備事業（グリーンベル

ト、路面表示、センターライン等敷

設）の実施

●ほぼ目標どおり達成できました。

●町全体で交通安全に取り組み、交

通死亡事故ゼロ500日を達成しまし

た。（令和５年４月３日現在）

●年４回の交通安全運動とシートベ

ルト調査を実施するとともに、月２

回の交通安全の日を中心に継続して

注意喚起しました。

●横断旗やストップマークの設置の

ほか、通学路の危険個所を中心にグ

リーンベルトやセンターライン等を

重点的に施工しました。

●高齢者の事故防止と免許返納につ

いて、確定申告会場等において啓発

資材を配布し、注意喚起を行いまし

た。

●南信地域町村交通災害共済は、18

歳以下の掛金公費負担を行い、子ど

もの交通安全確保を進めました。

●自動車急発進防止装置取付費補助

金は、問い合わせはあったものの実

績はなく、当初予定どおり令和４年

度末をもって終了しました。

a a b a a a

Ⅰ

Ⅰ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗

状況

今後の

方向性

基

本

目

標

１

１層 ２層 ３層
プロジェ

クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

施策との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

14,403 14,309 2

2,080 1,917 3

実績値 令和４年度

Ⅰ

Ⅰ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
１

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値

a b a a a

1831 防犯対策
費

●特殊詐欺に対する注意喚起を臨機
応変に実施
●イベントや自治会施設公共施設に
特殊詐欺の啓発資材を配布
●防犯灯設置等事業補助金の計画的
な実施

●ほぼ目標どおり達成できました。
●令和４年中の町内における特殊詐
欺の被害認知件数は２件、被害額は
およそ1,000万円でしたが、その一
方で駅前に設置した防犯カメラの映
像が容疑者逮捕につながりました。
●特殊詐欺啓発資材を公共施設や自
治会、イベントで配布することで、
広く啓発活動・意識づけをすること
ができました。
●上部団体である伊南防犯連合会の
活動に防犯女性部飯島・七久保支部
を中心に協力しました。
●飯島町警察官駐在所の統廃合事業
に協力し、令和５年３月に移転開所
となりました。

a

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

施策との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

25,292 24,172 3

16,837 16,506 3

Ⅱ

Ⅱ

a b b a b

1861 防災対策
費

●指定避難所の非常用電源未配備解
消のため、非常用蓄電器を購入配備
（５年計画の１年目）
●防災行政無線の屋外子局バッテ
リーの更新（３年計画の２年目）
●防災行政無線操作卓等改修業務の
検討
●飯島町防災ガイドブックを改定
（令和５年３月)全戸配布及びホー
ムページ掲載
●新型コロナウイルス感染症の影響
で、令和４年９月４日の町地震総合
防災訓練は各家庭での訓練に変更と
なったが、12月の役場防災訓練にお
いて防災資材の設置組み立て体験等
を実施

●ほぼ目標どおり達成できました。
●指定避難所の非常用電源未配備施
設に非常用蓄電器を４基設置すると
ともに、非常用食料と備蓄水の計画
的な更新を行い、有事に備えまし
た。
●防災ガイドブックを改定するとと
もに、マイタイムラインの差し込み
を行い、町民の皆さんに対する防災
意識の向上につなげることができま
した。
●防災行政無線操作卓改修業務は情
報担当とも連携し、機能強化を含め
仕様の検討を行いました。債務負担
行為を設定し、年度内契約を目指し
ましたが、新年度予算に対する議会
からの付帯決議を受け、新年度に入
り速やかに事後審査型一般競争入札
を行うこととしました。

a

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例
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Ⅱ

1 1 3 ─ 避難所の感染症対策と備蓄品の充実

A Ⅰ

B Ⅰ
災害用非常食の備蓄数
（「飯島町地域防災計画」に基づき想定される災害用非

常食の備蓄数）

3,000 食 3,150 食

─

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗

状況

今後の

方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ

クト

当該年度 令和３年度

目標値 令和４年度

基

本

目

標

１

B

Ⅱ

実績値

人

【再掲】ＣＥＫ音声告知端末の加入

件数（延数）

（防災無線と連動するCEK音声告知端末の加入件数）

●防災無線は、聞き取りにくいこと

があるなど、その性質上万全ではな

いものの、住民の皆さんには媒体の

特性を踏まえ、概ねご理解いただい

ていると思われます。また、防災無

線を補完するＣＥＫの音声告知端末

やいいちゃんメールも一定の方にご

利用いただいており、防災無線の課

題を補完しています。

1 1 2

【再掲】いいちゃんメール登録者数

（延数）
720 人 835

2,260 件 2,214 件 B

防災行政無線放送の難聴解消

箱 168 箱

災害用飲料水の備蓄数

（１箱12リットル）
（「飯島町地域防災計画」に基づき想定される災害用飲

料水の備蓄数）

●災害用飲料水は、備蓄総数が減少

しておりますが、賞味期限（更新

期）を平準化するための一時的な措

置であるため、やむを得ないと考え

ています。今後数年で更新期の波を

抑えた備蓄数の確保を予定していま

す。

250

1 1 1 ─ 災害時情報発信の多元化

B Ⅱ

いいちゃんメール登録者数（延数）

●生活関連情報やイベント情報など

の定期配信はもとより、平日におけ

る防災無線の放送内容をいいちゃん

メールでも配信していることが、登

録者数の微増に一部つながっている

ものと思われます。

720 人 835 人 B Ⅱ

ＣＥＫ音声告知端末の加入件数

（延数）
（防災無線と連動するCEK音声告知端末の加入件数）

2,260 件 2,214 件
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A Ⅱ

A Ⅱ

C Ⅱ

C Ⅱ

B Ⅱ

A Ⅱ

％1 1 6 ─
指定緊急避難場所・指定避難所への
非常用電源設置推進

指定緊急避難場所・指定避難所への
非常用電源設置率（屋内）
（指定緊急避難場所・指定避難所（63箇所）／非常用電

源設置設置済（53箇所））

●指定避難所の非常用電源未配備解
消のため、３基導入予定のところ、
小中学校及び役場西庁舎に非常用蓄
電器を導入し、計画以上に非常用電
源を増強することができました。

87.3 ％ 90.5

件1 1 5 ─
外国人、観光客など要配慮者への防
災対策の対応

町ホームページにおける防災ページ
の閲覧件数（延数）
●現在の町の公式ホームページに
は、英語や中国語、韓国語への自動
翻訳機能があり、防災情報ページの
外国人への対応の一助としており、
町ホームページにおける防災関連
ページには、一定のニーズがあると
思われます。また、関連で、緊急情
報や気象情報も同様に一定のニーズ
があることを確認しています。

1,850 件 2,150

実績値

─1 1

●防災行政無線を安定的に使用でき
るよう、委託業者と連携を取り保守
点検業務を行うとともに、バッテ
リー等の搭載部品についても導入年
等を踏まえて、計画的に更新をする
ことができました。また、直流電源
装置の故障は突発的な事案でありま
したが、速やかに補正予算を組み交
換業務を進めているほか、操作卓等
改修業務についても、仕様の検討か
ら計画的に進めており、総体的には
安定的な防災行政無線の運用（使
用）につなげることができました。

─ ─ ──
防災関連機器・設備の適正な管理と
計画的な更新

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 令和４年度

基
本
目
標
１

4
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C

2 人

長野県自主防災リーダー研修会参加
者数

5 人 ─ 人

防災士資格取得支援補助金の申請及
び資格取得者数
●新型コロナウイルス感染症拡大防
止の影響があったものの、防災士資
格取得支援補助金は２名の実績につ
ながった。一方、長野県自主防災
リーダー研修会（ＷＥＢ)は、新型コ
ロナウイルスの第８波のピークと重
なり、案内や受講確認ができません
でした。

1 人

実績値

件

自主防災会での防災講座の開催回数
（延数）
●新型コロナウイルス感染症拡大防
止の影響により、特に自主防災会に
おける防災講座は企画・開催が難し
かったり、計画しても感染拡大によ
り中止となったりして、開催回数が
低く推移している。このように開催
制約がある中で、中学２年生（３
回）等に対し、防災講座・防災授業
を実施することにより、防災意識の
向上を図ることができました。ま
た、自主防災組織施設整備補助金を
活用し、対象自治会で防災用品を拡
充することができました。

1 2 1

自主防災組織施設整備事業補助金の
申請件数

4 件 9

20 回 10 回

─
自主防災会等における防災・減災活
動の推進

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 令和４年度

基
本
目
標
１

Ⅲ

C Ⅱ

1 2 2 ─
自主防災組織の担い手づくり・防災
士資格取得の推進

B Ⅰ

A Ⅰ
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1 2 3 ─
地区防災マップや地区防災計画等の
整備

件

住民支え合いマップ等を作成した自
主防災会の数
●新型コロナウイルス感染症拡大防

止の影響が心配されたものの、住民
支えあいマップの作成自主防災会が
目標を達成しました。

21 件 21

実績値

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ

クト

当該年度 令和３年度

目標値 令和４年度

基
本

目
標
１

B Ⅱ

自主防災会独自計画策定等支援件数 5 件 0 B Ⅱ件
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

28,663 27,537 2

30,398 29,197 3

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

4921 非常備消
防費

●装備品の拡充
（理事者・消防委員ヘルメット、背
負い式消火水のう増強、喇叭隊手袋
更新等）
●消防団事業の見直し
●機能別消防団員について検討、関
係要綱の制定
●消防団年報酬の個人支給と出動手
当・訓練日当の報酬化、処遇改善の
検討

●ほぼ目標どおり達成しました。
●消防団員等の装備品拡充では、老
朽化した背負い式消火水のう（５
台）の追加配備、ワイヤレスマイク
の更新を図りました。
●団員確保に向け、有事の際に出動
する機能別消防団員を制度化し、令
和５年度からの運用としました。ま
た、消防団員募集チラシ作成し、勧
誘につなげました。
●消防団の処遇改善を図るため、年
報酬の個人支給を図るとともに出動
手当と訓練日当の報酬化・個人支給
への変更を進めました。（令和５年
度から適用）
●消防団事業の見直しは、新型コロ
ナウイルスの影響等により、結果的
にポンプ操法大会や一部の訓練が中
止（縮小）となりました。

a

Ⅱ

Ⅱ

a b a b b
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C Ⅱ

C Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅱ

A Ⅰ

A Ⅰ

Ⅱ

A Ⅱ

1 3 1 ─
自主防災会との連携（顔の見える関
係づくり）

消防団と自主防災会との防災訓練等
の回数（年）
●新型コロナウイルス感染症拡大防
止の影響により、町地震総合防災訓
練が中止となり各家庭での訓練を実
施することにになりました。(一部の
自主防災会では規模を縮小して訓練
を実施)

1 回 0 回

B

1 3

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 令和４年度

基
本
目
標
１

1

実績値

回

大規模林野火災防御訓練または救急
救助訓練の実施回数（年）
●大規模林野火災防御訓練について
は、感染症対策を講じて訓練を実施
し、大規模災害における市町村を超
えた連携及び体制・行動を確認する
ことができました。

出水期に備えた水防訓練の実施回数
（年）
●水防訓練について、事前訓練を経
て天竜川上流総合水防演習に参加
し、木流し工法を習得・展示し、出
水期に備えることができました。

1 回 1

1 回 1 回

─

─1 3 4 ─ 消防団事業の改善に向けた研究

●町消防団ポンプ操法大会の今後の
在り方について検討し、県や郡のポ
ンプ操法大会の中止や縮小の考えや
各分団からの意見等も含め、町ポン
プ操法大会は中止することの方向付
けがなされました。ただし、火災の
際にどの団員でも水を出せることが
必要であることから、今後水出し訓
練のあり方やその成果を展示・発表
する方法等について、別途検討する
こととなりました。

─ ─ ─

─

●消防団幹部会において、団員確保
が難しいといった各分団の実情等を
踏まえ、機能別消防団員制度の検討
（要綱制定及び募集）を進め、関係
要綱を制定しました。

─ ─

2 ─ 自然災害への対応体制の強化

3 3 ─ 消防団の機構改革に向けた研究
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B Ⅱ

B Ⅱ

1 3 5 ─ 団員確保に向けた取り組みと研究 人249

消防団員数（定数対実人数）
（「飯島町消防団規則」に基づく団員数（基準日：n年

４月１日現在））

●社会構造の変化等により、若い世
代の新入団員の確保が年々難しく
なってきているが、今のところ団員
数はおおむね確保できています。そ
うした中、消防団幹部会において

は、各分団からの意見を踏まえ、機
能別消防団員導入について検討を進
め、令和５年度から実施することと
なりました。また消防団員の処遇改
善では、年報酬の個人支給を開始
し、次年度以降は活動報酬や出動報
酬も個人支給に切り替えることで、
団員の士気向上につなげたいと考え

ています。

250 人

基
本
目
標
１

実績値

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 令和４年度
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

6,132 5,807 3

6,267 6,181 3

C Ⅱ

C Ⅱ

消防団と自主防災会との防災訓練等
の回数（年）
●新型コロナウイルス感染症拡大防
止の影響により、町地震総合防災訓
練が中止となり各家庭での訓練を実
施することにになりました。(一部
の自主防災会では規模を縮小して訓
練を実施)

1 3 1 ─
自主防災会との連携（顔の見える関
係づくり）

実績値 令和４年度

1 回 0 回

Ⅰ

Ⅰ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
１

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値

a b a a a

4931 消防施設
費

●日曽利地籍において、車両通行へ
の支障につき既設消火栓の移設
●自治会・区からの申請に基づき、
消火栓に設置されている消防ホース
等の更新
●第２分団第２部詰所駐車場用地に
ついて、農振除外手続き、地権者協
議、前提分筆を実施

●ほぼ目標通どおりで達成できまし
た。
●消防設備の老朽化が進む中で、自
治会等からの申請により、補正予算
を組んで11の自治会（区）でホース
等の更新や地元由来の詰所の改修を
行うことができしました。 a

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

241 39 3

131 42 3

3 2 ─ 自然災害への対応体制の強化

出水期に備えた水防訓練の実施回数
（年）
●水防訓練について、事前訓練を経
て天竜川上流総合水防演習に参加
し、木流し工法を習得・展示し、出
水期に備えることができました。

Ⅰ

Ⅰ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値

a b a a a

4941 水防費 ●出水期を前に、河川合同巡視の参
加
●消防団には幹部会を通じて危険個
所の点検と対応の依頼
●町広報やハザードマップ等を通じ
て、災害時に発令する新たな避難情
報の発令や危険個所の周知（逃げ遅
れの防止など）

●ほぼ目標どおり達成できました。
●出水期を前に河川合同巡視に参加
し、危険個所等を把握し消防団と共
有することで有事に備えました。
●天竜川上流総合水防演習に参加
し、木流し工法を担当しました。参
加にあたっては、事前訓練を行い万
全を期しました。

a

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

Ⅱ

基
本
目
標
１

1 回 1 回 A

令和４年度

1 回 1 回 B Ⅱ

大規模林野火災防御訓練または救急
救助訓練の実施回数（年）
●大規模林野火災防御訓練について
は、感染症対策を講じて訓練を実施
し、大規模災害における市町村を超
えた連携及び体制・行動を確認する
ことができました。

1
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住民税務課

事業コード・事業名称
実施計画と
連動なし
（●）

達成状況
頁

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

1211 税務総務費 3 ４ 38

1212 税務基礎資料整備事業 3 3 39

1221 賦課徴収費 3 3 40

1311 戸籍住民基本台帳費 3 ２ 41

2871 環境衛生費 3 3 43

2872 新エネルギー普及対策事業 3 4 44

2921 塵芥処理費 3 3 46

2931 し尿処理費 3 3 47

4132 消費者行政活性化事業 3 3 48

住
民
税
務
課

■達成状況・・・（－）当該年度の評価なし

■事業終了・・・国や県の事業も含む
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基本
目標２

美しく快適な暮らしの環境を 将来へつなぐ

＜住民税務＞
≪基本的方向≫
ふたつのアルプスの麓、美しい自然にはぐくまれた生活環境は住民が共有するかけがえのない財産です。この恵まれた生活環境を保全し将来の世代

に引き継いでいくまちを目指します。また、住民の生活と行政の重要な接点でもある窓口や税の業務について、接客ホスピタリティーの向上を図ると
ともに、公平で効率的なサービスの最適化を目指します。

■進捗状況・・・（－）当該年度の評価なし

政策２-（１）
低炭素・循環型の
まちづくり

施策 主な成果指標等
進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① 再生可能エネルギーの普及促進 太陽光発電システム設置補助事業件数（延数） Ｂ Ｂ

② 省エネルギーの推進 温室効果ガス排出量の削減（年） Ｂ Ｂ

③ 地球温暖化防止に関する環境意識の醸成 地球温暖化対策に関する環境教育の実施回数（年） Ａ Ａ

政策２-（２）
ごみの少ない暮ら
しづくり

施策 主な成果指標等
進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① ごみ分別の説明会の開催（地域、学校及び事業所） ごみの分別に係る問合せ件数（年） Ｂ Ｂ

② ごみ処理施設の見学会の開催 ごみ処理施設の見学会（年） Ｂ Ｂ

③ 転入者へのごみ出し方法の説明 町民１人１日あたりの家庭ごみ排出量（日） Ｂ Ｂ

政策２-（３）
接客ホスピタリ
ティー向上

施策 主な成果指標等
進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① ワンストップサービスによる役場組織内の連携強化
定性的な成果 Ａ Ａ

消費生活相談件数（件） Ａ Ｂ

② 窓口や接客改善のための定期的な組織内連携会議の開
催

定性的な成果 Ｂ Ｃ

③ カウンターや待合ホールの改善 定性的な成果 ─ Ｃ

④ 他市町村や民間企業との窓口接客等の実地研修 定性的な成果 Ｂ Ｃ

⑤ マイナンバーカードの申請促進・庁外に出向いての申
請サポート

マイナンバーカード申請率 Ａ Ａ

政策２-（４）
公平で適正な税収
の確保

施策 主な成果指標等
進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① 課税精度の向上と未収金の縮減 飯島・七久保小学校での租税教室の開催（年） Ｂ Ｂ

② 固定資産税における全筆・全棟調査の実施・精度の向
上

定性的な成果 Ｂ Ｂ

③ 税務申告等の手続の簡素化の研究 ｅ-taX（電子申告）確定申告者数（年） Ｂ Ｂ 37



計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

682 615 3

395 380 4

飯島小学校・七久保小学校での租税
教室の開催（年）
●児童生徒の年間授業時数の増加の
ため、租税教室計画の教師とのスケ
ジューリング調整が課題です。
●税務システムについては、今後、
国基準統一様式(標準化)となるた
め、現行様式との調整事務等の煩雑
化が予想されます。

校 校 B Ⅰ

小中学生の税に関する作品応募点数
（年）

点 点 B Ⅰ

2 4

令和４年度

民
間
で
の
事
例

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

令和４年度

基
本
目
標
２

b b a a a

1 ─

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

手
法
見
直
し

課税精度の向上と未収金の縮減

60 91

目標値 実績値

2 0

Ⅱ

Ⅱ

町
民
ニ
ー

ズ

●租税教室未実施
●「税について」書道募集の適正な
事務処理を行いました。
【応募数】
　➣令和４年度：91点
　➣令和３年度：61点

1211 税務総務
費

●小学生への租税教室の開催
●税に関する作品の募集

a

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

15,632 15,576 3

4,818 4,808 3

飯島小学校・七久保小学校での租税
教室の開催（年）

校 校 B Ⅰ

小中学生の税に関する作品応募点数
（年）

点 点 B Ⅰ

B Ⅰ

B Ⅱ

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

令和３年度

令和４年度

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●直営での延べ50日の現地調査によ
り、登記や届けのない家屋・また地
目の変更されている箇所を確認した
事により、課税精度を高めることが
できました。
●定期的なシステム課税台帳点検に
より、誤課税を防ぐ事ができまし
た。

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

─ ─ ─ ─

目標値 実績値 令和４年度

令和３年度

令和４年度

a

課税精度の向上と未収金の縮減

固定資産税における全筆・全棟調査
の実施・精度の向上

2 4 2 ─

基
本
目
標
２

2 4 1 ─

1212 税務基礎
資料整備
事業

●定期的に現地調査を行い、その成
果を適切に委託業者へ指示・反映
●地籍調査成果を反映させる「現況
図接合業務」を発注し、接合調整・
指示を委託業者へ行い、成果の作成

●６月～10月定期的に月10日間延べ
50日間の現地調査を実施のうえ、成
果を業者指示のうえ修正しました。
●地籍調査成果登記のあった、七久
保７区・田切４区並びに税通による
登記情報の更新業務を発注し、成果
を公図等へ反映しました。

a b a b b

Ⅱ

Ⅱ

60 91

2 0

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

14,369 14,293 3

33,780 33,581 3

飯島小学校・七久保小学校での租税
教室の開催（年）

校 校 B Ⅰ

小中学生の税に関する作品応募点数
（年）

点 点 B Ⅰ60 91

2 0

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）

課税精度の向上と未収金の縮減

基
本
目
標
２

2 4 1 ─

進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

令和３年度

令和４年度 令和４年度

b a c b b

Ⅱ

Ⅱ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

質
の
向
上

令和３年度

手
法
見
直
し

1221 賦課徴収
費

●最新の土地状況とマッチングさせ
るため、地籍調査成果を反映させ
る、【現況図接合業務】を発注し、
接合成果の作成
●家屋課税のため、例年継続して家
屋現地確認を直営で行い、更新
●新規の滞納者に対し督促状発送後
１～２週間納付の無い者へ電話催告
または訪問
●差押予告通知の早めの発送
●他の料金担当者との連携を図り徴
収事務の実施
●収納対策会議を（夏・年末）に開
催し、強化期間の設定や未納者への
対策の検討
●コロナ禍での状況ではあるが支援
制度も確認し、収納率の低下となら
な事務の実施

●地籍調査成果の接合図・家屋現地
確認については、別事業「税務基礎
資料整備事業:コード1212」で実施
しました。
●賦課基礎となる、土地時点修正鑑
定評価業務・３年毎の土地評価替
(令和６年より)のための鑑定評価の
発注を実施しました。

a

実施計画（施策）評価

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

12,922 10,168 3

20,143 19,888 2

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

1311 戸籍住民
基本台帳
費

●マイナンバーカード出張申請の実
施
●マイナンバーカード出前講座の実
施
●マイナンバーカード役場窓口での
申請補助
●マイナンバーカード普及のため広
報の実施

●目標を上回って達成しました。
●マイナンバーカード申請率
（69.3％）
●マイナンバーカード交付率
（58.2％）
（参考）令和４年度の目標50％
●マイナンバーカード出前講座の実
施（３回／年）
●マイナンバーカード出張申請（出
張回数26回／年：300人）
●マイナンバーカード申請補助
（508回／年：700人）
●マイナンバーカード所有者の転
出・転入手続きについて、ワンス
トップサービスの導入を行い、イン
ターネットからの転出手続き・転入
転居の予約ができるように整備しま
した。

a

Ⅱ

Ⅱ

b a b a a
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A Ⅱ

A Ⅱ

B Ⅱ

C Ⅱ

─ ─

C Ⅱ

B Ⅱ

C Ⅱ

A Ⅱ

A Ⅱ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 令和４年度

─ ─ ─ ─

実績値

─2 3 2 ─
窓口や接客改善のための定期的な組
織内連携会議の開催

●随時会議の開催をすることはでき
ませんでしたが、庁内ネットワーク
等を活用した担当者同士の連携を取
りあったことで、各課の新しい事業
に対して連絡や協力が図られたこと
により町民に対して有益な情報を提
供することができました。

─ ─ ─

●ワンストップ化関係担当者会議の
開催により、それぞれの担当が行っ
ている業務に対して理解ができ来庁
者へのスムーズな案内や漏れの無い
手続き支援を行うことができまし
た。
●「転出・転入オンラインサービス
の導入」により、転出が来庁せずに
行えるようになったり、転入時の予
約が可能になったことで事前に手続
き案内の準備ができたりすることで
来庁者の負担軽減につながりまし
た。

2 3 1 ─
ワンストップサービスによる役場組
織内の連携強化

2 3 5 ─
マイナンバーカードの申請促進・庁
外に出向いての申請サポート

69.3

基
本
目
標
２

％

マイナンバーカード交付率 50.0 ％ 58.2 ％

マイナンバーカード申請率 50.0 ％

2 3 3 ─ カウンターや待合ホールの改善

●従前の改善提案の検証（レイアウ
ト図面）を行ったことにより、係内
での窓口や待合の問題点や改善が必
要なことについて意識付けをするこ
とができました。

─ ─ ─ ─

2 3 4 ─
他市町村や民間企業との窓口接客等
の実地研修

●研修プログラムや研修先を探す中
で、窓口接遇レベルアップの必要性
を再認識し、研修意欲が高まりまし
た。

─ ─ ─ ─
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計画

(Plan)

実施

(Do)

予算額 決算額

11,560 10,816 3

11,473 10,585 3

B Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅱ

令和４年度

1 回 0 回

Ⅱ

Ⅱ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗

状況

今後の

方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ

クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値

a a c b c

2871 環境衛生

費

●環境衛生自治会の役員を中心に、

ごみ処理施設見学会の設定

●転入者へごみの出し方ガイドブッ

ク及び収集計画表の配付・説明

●ごみ減量化の推進

●自治会未加入者や高齢者の１人世

帯のごみ出し課題に対する、関係各

課との連携・協議の機会創出

●第６次飯島町環境基本計画につい

て、環境保全審議会で素案を検討

し、庁議にて決定しました。

●ごみ処理施設の見学会は新型コロ

ナの影響により実施できませんでし

た。

●転入者へのごみ出しに係る説明を

随時実施しました。

●ごみ減量化のため、生ごみ処理機

購入補助（21件）、コンポスト購入

補助（21件）を行いました。

●町不法投棄監視員による不法投棄

パトロールを週１回実施しました。

a

民

間

活

用

手

法

見

直

し

質

の

向

上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報

事務事業評価

達

成

度

評価

(Check)

改善

(Action)

事

業

コ
ー

ド

事

業

名

称

事業費（千円）

主

な

取

組

内

容

主

な

取

組

内

容

の

実

績

等

必

要

性

有

効

性

効

率

性

今

後

の

方

向

性
町

民

ニ
ー

ズ

民

間

で

の

事

例

g2 2 3 ─ 転入者へのごみ出し方法の説明

基

本

目

標

２

町民１人１日あたりの家庭ごみ排出

量（日）
（上伊那広域連合ごみ処理基本計画に基づく目標）

●新型コロナの影響により、家庭ご

みが増えているものと考えられる。

●資源ごみの分別が徹底されていな

いことから、可燃ごみが増えている

と考えられる。

390 g 416

ごみ処理施設の見学会（年）

●新型コロナの影響により令和２年

度から開催できていない。

2 2 2 ─ ごみ処理施設の見学会の開催
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

5,466 5,083 3

5,284 4,749 4

Ⅲ

Ⅲ

a b b b b

2872 新エネル
ギー普及
対策事業

●地球温暖化対策実行計画（区域施
策編）の策定に向けた検討
●地球温暖化対策設備設置補助金制
度の検討
●太陽光発電システム設置補助及び
太陽熱利用システム設置補助の実施

●地球温暖化対策実行計画策定業務
をプロポーザル方式により委託しま
した。
●地球温暖化対策実行計画（区域施
策編）の策定に向けて、策定委員会
による検討を行いました。（３回）
●飯島町カーボンニュートラル宣言
とキックオフイベントを行い、町の
姿勢をＰＲしました。（10月29日）
●新築住宅における太陽光発電設備
導入に補助しました。（６件）
●一般住宅における太陽熱システム
設置に補助しました。（１件）
●定置型充電池とＶ２Ｈを補助対象
に加えた新たな補助制度を検討しま
した。（令和５年度から施行）
●区域施策編策定に向けて二酸化炭
素排出抑制対策事業費補助金に応募
申請したが不採択となりました。

a

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

44



B Ⅱ

B Ⅲ

B Ⅱ

B Ⅲ

A Ⅰ

A Ⅰ

1

基
本
目
標
２

回

地球温暖化対策に関する環境教育の
実施回数（年）
（勉強会、研修会、講演会等の開催）

●「飯島町カーボンニュートラル宣
言」を行い、町内外に町の脱炭素社
会の実現に向けた姿勢をＰＲしまし
た。
●上記のキックオフイベントを開催
（令和４年10月29日）し、住民への
地球温暖化対策に対する意識の高揚
を図りました。

1 回2 1 3 〇
地球温暖化防止に関する環境意識の
醸成

太陽光発電システム設置補助事業件
数（延数）
（家庭用発電量10kw以下の設置延数）

●一般家庭への太陽光発電設備の導
入にあたって、施主や住宅メーカー
に補助制度が十分認知されていな
い。
●既存住宅への太陽光発電設備の導
入が進んでいない。

2 1 1 〇 再生可能エネルギーの普及促進

t2 1 2 〇 省エネルギーの推進
温室効果ガス排出量の削減（年）
（地球温暖化対策設備設置補助金の活用による温室効果

ガス排出量の削減貢献量）

22.0 t 11.4

343 件 333 件

実績値

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 令和４年度
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

46,719 46,176 3

63,524 63,506 3

B Ⅱ

B Ⅱ

令和４年度

250 件 240 件

Ⅱ

Ⅱ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値

a b c b b

2921 塵芥処理
費

●一般廃棄物収集計画に基づく一般
廃棄物の収集・運搬
●適切な分別と資源化の啓発

●一般廃棄物処理実施計画に基づく
塵芥収集運搬業務を行いました。
●ごみ資源化への意識の向上に向け
た地域への説明会を開催しました。
（令和４年６月25日：北河原自治
会）

a

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

基
本
目
標
２

ごみの分別に係る問合せ件数（年）
●ごみ分別ガイドブックを発行した
令和元年以降、改定や再配布は行っ
ていないため、住民のガイドブック
に対する認知度が上がっていませ
ん。

2 2 1 ─
ごみ分別の説明会の開催（地域、学
校及び事業所）
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

16,340 16,340 3

16,959 16,959 3

実績値 令和４年度

Ⅰ

Ⅰ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
２

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値

a a c a c

2931 し尿処理
費

●伊南衛生センターにてし尿処理の
実施

●令和４年度し尿・浄化槽汚泥・家
庭雑排水処理量：2,499kℓ

a

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

施策との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

10 10 3

613 602 3

A Ⅱ

B Ⅱ

令和４年度

30 件 31 件

Ⅱ

Ⅱ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値

b b c b c

4132 消費者行
政活性化
事業

●消費生活啓発広報の実施 ●高齢者世帯に対して、特殊詐欺被
害防止の啓発文を年賀はがきとして
送付しました。（158件）
●若者悪質商法被害防止のため、成
人式にて啓発パンフレットを配布し
ました。（110部）

a

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

基
本
目
標
２

消費生活相談件数（年）
（南信消費生活センターへの相談件数）

●令和４年度より、消費生活相談の
広域的対応として駒ケ根市役所に駐
在する専門相談員が対応しました。

2 3 1 ─
ワンストップサービスによる役場組
織内の連携強化
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

ｅ-taX（電子申告）確定申告者数
（年）
●高齢者(特に農業者)はweb操作に
不慣れ、またＷeb環境下にないケー
スが多く、電子申告が進まない。
●国税申告システムが、難解と考え
る方が多い。

人 人 B Ⅰ

未申告者の解消者数（年） 人 人 B Ⅰ

基
本
目
標
２

2 4 3 ─ 税務申告等の手続の簡素化の研究

実績値 令和４年度

550 783

8 8

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

事務事業との関連性なし
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健康福祉課

事業コード・事業名称
実施計画と
連動なし
（●）

達成状況
頁

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

2101 社会福祉総務費 2 3 54

2103 地域福祉総合事業 3 3 55

2104 生活困窮者自立相談支援事業 3 3 56

2105 重層的支援体制整備移行準備事業 ─ 3 58

2112 住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金 ● ─ 3 事業終了 事業終了 事業終了 59

2113 長野県生活困窮世帯緊急支援事業 ● ─ 3 事業終了 事業終了 事業終了 60

2114 電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援事業 ● ─ 3 事業終了 事業終了 事業終了 61

2201 地域福祉センター管理費 3 3 62

2251 障がい者福祉総務費 3 3 63

2252 在宅障がい者福祉事業 2 3 64

2255 障がい者自立支援事業 3 3 66

2301 老人福祉総務費 ● ─ 3 事業終了 事業終了 事業終了 68

2303 在宅老人福祉事業 3 3 69

2308 介護予防拠点施設管理費 3 3 71

2401 福祉医療費給付事業 3 3 72

2613 障がい児通所等支援事業 2 3 73

2631 ひとり親等福祉費 ● 3 3 74

2811 保健衛生総務費 2 3 75

健
康
福
祉
課

■達成状況・・・（－）当該年度の評価なし

■事業終了・・・国や県の事業も含む
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事業コード・事業名称
実施計画と
連動なし
（●）

達成状況
頁

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

2821 感染症予防事業 3 3 76

2823 新型コロナウイルスワクチン接種事業 ● 1 1 77

2841 母子保健事業 ２ 1 78

2852 健康づくり運動事業 2 3 80

2853 健康増進事業 3 2 82

2891 診療所費 3 3 84

6050 （国民健康保険特別会計）保健衛生普及事業 3 3 85

6051 （国民健康保険特別会計）疾病予防事業 2 2 86

6052 （国民健康保険特別会計）特定健康診査等事業 1 2 88

6053 （国民健康保険特別会計）健康づくり推進事業 ３ 3 89

6405 （後期高齢者医療特別会計）保健事業費 ● 3 3 90

7701 （介護保険特別会計）一般管理費 ● 3 3 91

7711 （介護保険特別会計）賦課徴収費 ● 3 3 92

7716 （介護保険特別会計）認定調査費 ● 3 3 93

7763
（介護保険特別会計）
地域包括支援センター運営事業

● 3 3 94

7764 （介護保険特別会計）社会保障充実事業 3 3 95

7765 （介護保険特別会計）任意事業費 3 3 97

7767 （介護保険特別会計）一般介護予防事業費 3 2 98

健
康
福
祉
課
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基本
目標３

誰もが健康で居場所と出番があり共に支え合える地域づくり

＜健康福祉＞
≪基本的方向≫
生涯を通じて、心も体も健康で安心して生活ができるよう、保健・医療・福祉・介護などの関係機関が密に連携し、健康増進、疾病の予防・早期発

見・早期治療、福祉の充実、介護への適切な対応ができるネットワークの構築を推進します。

■進捗状況・・・（－）当該年度の評価なし

政策３-（１）
切れ目のない妊産
婦・乳幼児への保
健体制

施策 主な成果指標等
進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① 母子の心身の健康増進を目的とした新生児訪問、乳幼
児健診等の実施

新生児訪問の実施率 Ａ Ａ

② 保健・医療・福祉・教育・地域の組織等との連携支援 定性的な成果 Ａ Ａ

③ 切れ目のない子育て支援の実現に向けた体制の充実 定性的な成果 Ｂ Ｂ

政策３-（２）
「生涯健康」支援 施策 主な成果指標等

進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① 幼少期からの生活習慣病予防 保育園年長児の体格が肥満・やせの割合（年） Ａ Ｂ

② 年代に応じた疾病予防対策の充実 がん検診受診率 Ａ Ａ

③ 地域や健康推進員と協力した健康づくりの取り組み 地区・自治会健康教室参加数（年） Ｂ Ｂ

④ こころの健康に関する正しい知識や対処法の普及啓発 自殺死亡率 Ｂ Ｂ

⑤ 健康のための運動習慣・食育活動の推進 健康づくり運動教室開催（年） Ｂ Ｂ

⑥ 感染症に対応するための医療相談体制の整備と行動変
容の支援

感染症予防に関する健康教育の実施（年） Ｂ Ｂ

政策３-（３）
いつでも安心な地
域医療体制づくり

施策 主な成果指標等
進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① 上伊那地域や伊南地域との包括的な医療連携支援 町内医療機関数（歯科含む） Ｂ Ｂ

② 感染症対策の推進 定性的な成果 Ａ Ａ

③ 災害時の医療体制の整備 定性的な成果 Ｂ Ｂ

④ 町内３師会（医師・歯科医師・薬剤師）と連携した地
域医療の確保

定性的な成果 Ａ Ａ

⑤ 国民健康保険事業、後期高齢者医療事業の適正な運営 定性的な成果 Ａ Ａ

⑥ 福祉医療費による医療支援 福祉医療費給付費の維持（年） Ｂ Ｂ
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政策３-（４）
みんなが支え合う
地域福祉の実現

施策 主な成果指標等
進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① みんなが地域づくりの主体として支え合う「新しいお
互いさま」社会の推進

定性的な成果 Ｂ Ｂ

② 包括的に機能する相談・支援体制の整備 定性的な成果 Ｂ Ｂ

③ 地域を支える人材や団体の育成 各種サポーター養成講座受講者数（延数） Ｂ Ｂ

④ 地域での居場所づくりの推進 自主的な居場所づくりへの人的支援（延数） Ｂ Ａ

⑤ 町社会福祉協議会との連携・協働 支え合いマップの定期更新率 Ｂ Ｃ

⑥ 民生児童委員との連携 定性的な成果 Ｂ Ｂ

政策３-（５）
障がいの有無にか
かわらず幸せに暮
らせるまちづくり

施策 主な成果指標等
進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① 障がいのある人の権利を守る福祉サービスの充実 障害福祉施設から一般就労に移行した人数 Ｂ Ｂ

② 安全で暮らしやすい地域づくりと地域での支援体制の
強化

定性的な成果 Ｂ Ａ

③ 障がいのある人の社会参加の推進 地域活動支援センター月間利用者数 Ｂ Ａ

政策３-（６）
高齢者も自分らし
く暮らせるまちづ
くり

施策 主な成果指標等
進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① 高齢者の社会参加の推進と助け合い活動の創出 介護予防に資する通いの場への参加率 Ｂ Ｂ

② 高齢者の生活支援体制整備の充実 認知症カフェ利用者数（延数） Ｂ Ｂ

③ 介護保険制度の適正な運営と保険者機能の強化 定性的な成果 Ｂ Ｂ
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

13,275 12,633 2

6,953 6,613 3

B Ⅱ

B Ⅰ

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

a b a a a

Ⅱ

Ⅰ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●民生児童委員協議会の役員会を11
回、定例会を11回開催し、活動費を
支払いました。
●福祉事務調査委員25人に対して報
酬を支払いました。
●民生児童委員の改選を行い、令和
４年12月１日から継続委員７人及び
新任委員18人の新たな体制で活動を
開始しました。

a

●飯島町民生委員・児童委員協議会
の開催（11回）
●令和４年12月から町と委員との間
で、地域の見守りに関わる福祉情報
を共有するため「情報共有名簿」の
運用を開始し、情報共有に係る連携
を深めることができました。

基
本
目
標
３

目標値 実績値 令和４年度

─ ─

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度

2101 社会福祉
総務費

●民生児童委員活動費の支払
●福祉事務調査委員報酬の支払
●民生児童委員改選の実施

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

手
法
見
直
し

─ ─

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度

3 4 6 ─ 民生児童委員との連携
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

14,628 14,335 3

15,489 15,216 3

B Ⅱ

C Ⅰ

基
本
目
標
３

支え合いマップの定期更新率
（自治会ごとに作成している支え合いマップの定期

(３年に１回以上)更新）

●新型コロナウイルス感染症拡大防
止のため、防災訓練や大人数の集会
が自粛される中、支え合いマップの
更新機会が減少しています。

3 4 5 ─ 町社会福祉協議会との連携・協働

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

2103 地域福祉
総合事業

●救急医療情報キット配布・記載支
援
●飯島町社会福祉協議会補助金の交
付
●生活困窮者相談支援事業の業務委
託

●救急医療情報キットを419個配布
し、記載支援を413件実施しまし
た。
●飯島町社会福祉協議会の事業５件
に対して補助金を交付し、事業支援
をしました。
●生活困窮者相談支援事業を飯島町
社会福祉協議会へ業務委託し、相談
支援を82件実施しました。

a a b c a a

Ⅱ

Ⅰ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

85.0 ％ 69.0 ％

55



計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

2,589 2,464 3

2,087 1,738 3

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で

の
事
例

民
間
活

用

手
法
見

直
し

質
の
向

上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

2104 生活困窮
者自立相
談支援事
業

●ひきこもりサポーター派遣事業の
実施
●ひきこもり対策推進事業の業務委
託

●ひきこもりサポータ養成講座を１
回開催し、サポーターが新規に５人
登録となりました。
●ひきこもり対策推進事業を業務委
託し、定例相談会を12回開催したこ
とで、38人に対して支援を行うこと

ができました。
a

Ⅱ

Ⅱ

a b c a a
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各種サポーター養成（講座受講者）
数(ひきこもりサポーター)（延数）

人 人

各種サポーター養成（講座受講者）
数(認知症サポーター)
（延数）

人 人

B Ⅱ

A Ⅰ

各種サポーター養成（講座受講者）
数(ゲートキーパー)（延数）
●新型コロナウイルス感染症拡大防
止のため、ゲートキーパー養成講座
の開催を企画しませんでした。

人
3 4 3 ─ 地域を支える人材や団体の育成

1,543

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

基
本
目
標
３

3 4 4 ─ 地域での居場所づくりの推進

自主的な居場所づくりへの人的支援
（延数）
（自主的に居場所をつくりたい団体等への人的支援の

箇所数）

●居場所立上支援により、５箇所
（新田、さくらさくよ、飯島ベース
×まつだ屋、ティケ、アムール）が
立ち上げ、継続できました。
●居場所ミーティングが定例化でき
ました。

2 箇所 5 箇所

1,059 939

B Ⅱ

B Ⅱ

19 31

人

1,799
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

─ ─ ─

4,983 4,943 3

B Ⅰ

B Ⅰ

令和４年度 令和４年度

a b a a a

─

Ⅰ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●担当職員を中心に多機関協働事業
として、プレ重層会議を１回開催
し、連携会議でモデル事例を２件検
討しました。しかし、庁内連携の会
議は計画どおり開催できていませ
ん。
●担当職員を中心に、実施必須事業
と既存事業の調整・調査及び先行団
体の取組を研究し、準備計画を作成
しました。

a

●ネットワーク作りとして令和５年
２月23日に「飯島版お助隊をみんな
で考えよう」を開催し、地域住民・
団体等（介護、障がい、子ども・子
育て、生活困窮・生活支援・ボラン
ティア・民間のお助け活動）との分
野横断的なつながり作りの小さな取
り組みができました。
●地域で何かしたいという人が多く
存在することが明らかになってきま
した。

基
本
目
標
３

目標値 実績値 令和４年度

─ ─

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度

●重層的支援体制整備事業移行準備
事業の実施
●重層的支援体制整備事業実施計画
の策定検討

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

手
法
見
直
し

─ ─

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度

3 4 1 ─
みんなが地域づくりの主体として支
え合う「新しいお互いさま」社会の
推進

2105 重層的支
援体制整
備移行準
備事業
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

─ ─ ─

17,739 17,733 3

実績値 令和４年度

─

Ⅵ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
３

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値

a a a a a

2112 住民税非
課税世帯
等に対す
る臨時特
別給付金

●新型コロナウイルス感染症の影響
が長期化する中で、様々な困難に直
面した方々に対し、速やかに生活・
暮らしの支援を行いま国給付金とし
て、住民税非課税世帯等に対して１
世帯当たり10万円を支給します。

●住民税非課税世帯等に対する臨時
特別給付金の取扱いに係る適正な事
務執行を行うことができました。
　➣給付対象世帯数：173世帯

a

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

施策との関連性なし

59



計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

─ ─ ─

7,869 7,740 3

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

2113 長野県生
活困窮世
帯緊急支
援事業

●住民税非課税世帯等への国給付金
の支給対象とならない世帯等に対し
て１世帯当たり３万円を支給しま
す。

●長野県生活困窮世帯緊急支援事業
給付金の取扱いに係る適正な事務執
行を行うことができました。
　➣給付対象世帯数：240世帯

a a a a a a

─

Ⅵ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
３

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

施策との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

─ ─ ─

37,840 37,805 3

実績値 令和４年度

─

Ⅵ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
３

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値

a a a a a

2114 電力・ガ
ス・食料
品等価格
高騰緊急
支援事業

●電力・ガス・食料品等の価格高騰
による負担増を踏まえ、特に家計へ
の影響が大きい低所得世帯（住民税
非課税世帯等）に対して１世帯当た
り５万円を支給します。

●電力・ガス・食料品等価格高騰緊
急支援事業給付金の取扱いに係る適
正な事務執行を行うことができまし
た。
　➣給付対象世帯数：742世帯

a

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

施策との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

2,233 2,189 3

7,353 7,341 3

B Ⅱ

C Ⅰ

基
本
目
標
３

支え合いマップの定期更新率
（自治会ごとに作成している支え合いマップの定期

(３年に１回以上)更新）

●新型コロナウイルス感染症拡大防
止のため、防災訓練や大人数の集会
が自粛される中、支え合いマップの
更新機会が減少しています。

3 4 5 ─ 町社会福祉協議会との連携・協働

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

2201 地域福祉
センター
管理費

●地域福祉センター管理業務委託
●地域福祉センター敷地料
●地域福祉センター屋根改修工事

●地域福祉センター管理業務を飯島
町社会福祉協議会へ委託して管理し
ました。
●地域福祉センターの土地所有者に
対し、賃貸借契約に基づき賃貸借料
を支払いました。
●地域福祉センター屋根の雨漏り修
繕工事を実施し、雨漏りが止みまし
た。

a a b c a a

Ⅰ

Ⅰ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

85.0 ％ 69.0 ％

62



計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

470 358 3

485 306 3

B Ⅱ

B Ⅰ

令和４年度

1 人 0 人

Ⅰ

Ⅰ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値

a b c a a

2251 障がい者
福祉総務
費

●上伊那成年後見センター運営業務 ●上伊那成年後見センターを業務委
託して運営しました。

a

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

基
本
目
標
３

障害福祉施設から一般就労に移行し
た人数
（就労移行支援事業、就労継続支援Ａ型・Ｂ型等から

一般就労への移行者数）

●一般就労に向けて支援をしても、
就労先等の都合により移行できない
こともあります。

3 5 1 ─
障がいのある人の権利を守る福祉
サービスの充実
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

14,442 14,084 2

16,779 16,345 3

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

手
法
見
直
し

令和３年度

令和４年度 令和４年度

a b c a a

Ⅰ

Ⅰ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

質
の
向
上

a

令和３年度

2252 在宅障が
い者福祉
事業

●障がい者にやさしい住宅改修促進
事業補助金
●通所通園等推進事業補助金
●障がい福祉金
●心身障がい者タイムケア事業
●福祉タクシー券
●重度心身障がい者介護慰労金
●地域活動支援センター指定管理業
務

●飯島町障がい者住宅改修費給付事
業は申請がありませんでした。
●飯島町身体障がい者等通所通園等
推進事業補助金は42人に交付しまし
た。
●飯島町福祉金障がい福祉金は289
件支給しました。
●飯島町心身障がい児(者)タイムケ
ア事業は５人利用しました。
●障がい児者対する飯島町福祉タク
シー券は84枚の利用がありました。
●重度心身障がい者介護慰労金は21
件支給しました。
●飯島町障がい者地域活動支援セン
ターやすらぎは、指定管理制度によ
り業務を委託して管理しました。
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B Ⅱ

A Ⅰ

B Ⅱ

A Ⅰ

障がいのある人の社会参加の推進

安全で暮らしやすい地域づくりと地
域での支援体制の強化

3 5 2 ─

3 5 3 ─

実績値 令和４年度

194 人 193 人

─ ─ ─ ─

●飯島町障がい者地域活動支援セン
ターで障がい者相談を定期的に開催
し相談する場所・機会を提供してい
ます。また、障害者相談支援業務を
委託して支援体制を整備していま
す。基

本
目
標
３ 地域活動支援センター月間利用者数

（在宅で生活する障がい者の社会参加・就労支援・居

場所であるセンターの利用者数）

●飯島町障がい者地域活動支援セン
ターやすらぎは、指定管理制度によ
り管理業務を委託して運営している
が、電気・ガス等の価格高騰による
経費の負担増が指定管理者の負担と
なっています。

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

256,078 255,949 3

251,933 251,441 3

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

手
法
見
直
し

2255 障がい者
自立支援
事業

●障害福祉業務総合支援ソフトを
使った適正給付
●障がい者福祉サービス給付
●地域生活支援事業
●自立支援医療給付事業
●補装具費支援事業
●手話通訳・要約筆記者派遣事業業
務
●手話通訳奉仕員等養成講座開設事
業業務
●上伊那圏域障害者総合支援セン
ター業務

●障害福祉業務総合支援ソフトを使
い、全ての障害福祉サービスの給付
を確認しました。
●障がい者福祉サービス等を99人に
支給しました。
●地域生活支援事業を216件に支給
しました。
●自立支援医療給付事業を４件支給
しました。
●補装具費支援事業を５件給付しま
した。
●手話通訳・要約筆記者派遣事業業
務を委託して実施しました。
●手話通訳奉仕員等養成講座開設事
業業務を委託して実施しました。
●障害者相談支援事業を委託して実
施しました。

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

令和３年度

令和４年度 令和４年度

a b c a a

Ⅰ

Ⅰ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

質
の
向
上

a

令和３年度
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B Ⅱ

B Ⅰ

B Ⅱ

A Ⅰ

B Ⅱ

A Ⅰ

基
本
目
標
３

地域活動支援センター月間利用者数
（在宅で生活する障がい者の社会参加・就労支援・居

場所であるセンターの利用者数）

●飯島町障がい者地域活動支援セン
ターやすらぎは、指定管理制度によ
り管理業務を委託して運営している
が、電気・ガス等の価格高騰による
経費の負担増が指定管理者の負担と
なっています。

194 人 193

安全で暮らしやすい地域づくりと地
域での支援体制の強化

障がいのある人の権利を守る福祉
サービスの充実

3 5 1 ─

3 5 2 ─ ─

人3 5 3 ─ 障がいのある人の社会参加の推進

令和４年度

─ ─ ─

1 人 0 人

障害福祉施設から一般就労に移行し
た人数
（就労移行支援事業、就労継続支援Ａ型・Ｂ型等から

一般就労への移行者数）

●一般就労に向けて支援をしても、
就労先等の都合により移行できない
こともあります。

●飯島町障がい者地域活動支援セン
ターで障がい者相談を定期的に開催
し相談する場所・機会を提供してい
ます。また、障害者相談支援業務を
委託して支援体制を整備していま
す。

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

─ ─ ─

8,920 8,106 3

実績値 令和４年度

─

Ⅵ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
３

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値

a a a a a

2301 老人福祉
総務費

●低所得者及び低所得の高齢者等へ
の特別生活支援給付事業として、対
象者にくらし復興券を無料交付
●令和４年度新型コロナウイルス感
染症対応地方創生臨時交付金を活用
し、原油価格の高騰により影響を受
けている町内の社会福祉施設に補助
金の交付

●くらし復興券の無料交付により、
低所得者及び低所得の高齢者等の生
活支援に繋がりました。
【無料交付】
　➣非課税世帯：1,155人
　➣非課税高齢者：981人
　➣障がい者：130人
●社会福祉施設原油価格高騰対策支
援補助金については、町内全11事業
者に交付しました。アンケート調査
により、補助金交付が負担軽減につ
ながったと回答した事業者が90％あ
りました。

a

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

施策との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

16,685 16,108 3

12,640 12,103 3

b b b b

Ⅱ

Ⅱ

2303 在宅老人
福祉事業

●各種事業の推進
●新たに高齢者補聴器購入助成事業
を実施
●福祉タクシー券交付事業は、公共
交通施策等と合わせて、生活の交通
確保についての検討

●各種事業については、事務改善を
行いながら、概ね例年通りの支援が
できました。
●新たに高齢者補聴器購入助成事業
を行い５件の申請があり助成しまし
た。
●生活交通確保については、公共交
通施策等と合わせて引続き検討を行
いました。福祉施策においても、時
代に即した事業の研究が必要です。

a

令和４年度 令和４年度

町
民
ニ
ー

ズ

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

手
法
見
直
し

民
間
で
の
事
例

質
の
向
上

a

令和３年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

令和３年度
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健康寿命（平均自立期間）男性
（日常生活動作が自立している期間の平均）※令和５

年１月末時点暫定値

●課題であった男性の健康寿命は延
伸しており、県81.1歳（令和４年暫
定値）を上回っています。これによ
り男女とも県の健康寿命を上回る状
態になっています。

％ ％

健康寿命（平均自立期間）女性
（日常生活動作が自立している期間の平均）※令和５

年１月末時点暫定値

％ ％

要介護認定率
（第１号被保険者に占める要支援・要介護者の割合）

※令和５年２月末時点暫定値

●要介護認定率は後期高齢者が増加
することで上昇すると見込んでいた
が、横ばいとなっており介護予防の
効果が出ています。

％ ％

介護予防に資する通いの場への参加
率
（月１回以上開催している通いの場へ参加している人

数／65歳以上人口）

●通いの場への参加率は感染症流行
の影響もあり、減少してしまいまし
た。

％ ％

14.5

85.2

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

B Ⅱ

基
本
目
標
３

3 6 1 ─

5.0 5.0

高齢者の社会参加の推進と助け合い
活動の創出

85.7

B Ⅱ

80.7 81.9

15.5％
以下
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

505 503 3

509 509 3

B Ⅱ

A Ⅰ

基
本
目
標
３

自主的な居場所づくりへの人的支援
（延数）
（自主的に居場所をつくりたい団体等への人的支援の

箇所数）

●居場所立上支援により、５箇所
（新田、さくらさくよ、飯島ベース
×まつだ屋、ティケ、アムール）が
立ち上げ、継続できました。
●居場所ミーティングが定例化でき
ました。

3 4 4 ─ 地域での居場所づくりの推進

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

2308 介護予防
拠点施設
管理費

●コスモス園指定管理 ●指定管理制度により業務を委託
し、コスモス園を管理しました。

a a b c a a

Ⅱ

Ⅰ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

2 箇所 5 箇所
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

57,008 56,509 3

61,537 60,019 3

B Ⅰ

B Ⅰ

基
本
目
標
３

福祉医療費給付費の維持（年）
（適正受診の周知徹底による給付費の維持）

●新型コロナウイルス感染症の影響
による受診控え等は感じられません
でした。令和３年８月から精神障害
健康手帳２級受給者の通院補助が全
診療科に拡大されたことや、乳幼児
医療区分の柔道整復施術療養費現物
給付方式の導入が浸透してきた影響
からか医療給付費は増加しました。

3 3 6 ─ 福祉医療費による医療支援

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

2401 福祉医療
費給付事
業

●給付費支給業務
●資格申請受付、資格更新業務
●制度周知
●事業区分変更

●受給者の資格確認、資格申請や資
格証の更新について関係係と連携し
的確な事務を実施しました。
●毎月の給付に関するデータ処理、
保険制度との調整を的確に実施しま
した。

a a b a a c

Ⅰ

Ⅰ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

54,000 千円 57,369 千円
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

18,361 18,274 2

17,771 17,318 3

B Ⅱ

B Ⅰ

令和４年度

1 人 0 人

Ⅰ

Ⅰ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値

a b a a a

2613 障がい児
通所等支
援事業

●障がい児給付
●児童発達支援施設（つくし園）利
用
●こども発達センター（ひまわり）
利用
●障害児通園施設利用児療育支援

●障害児通所給付及び障害児通所医
療費等を延べ323人に支給しまし
た。
●児童発達支援施設（つくし園）運
営のため負担金を支払いました。
●こども発達センター（ひまわり）
運営のため負担金を支払いました。
●障害児通園施設利用児療育支援の
利用実績はありませんでした。

a

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

基
本
目
標
３

障害福祉施設から一般就労に移行し
た人数
（就労移行支援事業、就労継続支援Ａ型・Ｂ型等から

一般就労への移行者数）

●一般就労に向けて支援をしても、
就労先等の都合により移行できない
こともあります。

3 5 1 ─
障がいのある人の権利を守る福祉
サービスの充実
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

793 733 3

896 690 3

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

2631 ひとり親
等福祉費

●飯島町福祉金ひとり親家庭福祉金
の支給
●飯島町ひとり親家庭高等学校等生
徒通学費給付金の給付
●低所得者の子育て世帯に対する子
育て世帯生活支援特別給付金（ひと
り親世帯分）に対する申請受付等の
実施

●飯島町福祉金ひとり親家庭福祉金
を56人に支給しました。
●飯島町ひとり親家庭高等学校等生
徒通学費給付金を15人に支給しまし
た。
●低所得者の子育て世帯に対する子
育て世帯生活支援特別給付金（ひと
り親世帯分）の申請受付事務等を給
付対象者55人に対して行いました。

a a b a a a

Ⅰ

Ⅰ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
３

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

施策との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

90,716 90,183 2

87,252 86,923 3

B Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅰ

B Ⅰ

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

手
法
見
直
し

町内医療機関数（歯科含む）
（現在の医院数を減らさないため、開業医支援の取り

組み）

●新型コロナウイルス感染症の影響
により各種方面への働きかけが難し
い。

基
本
目
標
３

●上伊那地域包括医療協議会、大規
模災害対策委員会等において検討し
た結果、連携の強化が図れました。

2811 保健衛生
総務費

●開業医支援事業サポート業務
●上伊那広域連合負担金
●伊南行政組合負担金
●骨髄バンクドナー助成事業

●新規開業医の開拓に向け、近隣市
町村範囲の医療充足状況などの分析
を開業医支援事業サポート業務委託
者と協議し実施しました。
●骨髄バンクドナー助成事業を活用
した申請実績が１件ありました。引
き続き骨髄移植やドナー登録に関す
る情報発信に努めます。
●飯島町医療機関等原油価格高騰対
策支援補助金交付要綱を定め、医療
機関等への物価高騰対策支援事業に
取り組みました。
　➣令和４年度実績：12件
　（1,970千円）

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層

令和３年度

令和４年度 令和４年度

a b a a a

Ⅰ

Ⅰ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

質
の
向
上

a

令和３年度

プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

─ ─ ─ ─

8 施設 8 施設3 3 1 ─
上伊那地域や伊南地域との包括的な
医療連携支援

災害時の医療体制の整備3 3 3 ─
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計画

(Plan)

実施

(Do)

予算額 決算額

26,017 24,857 3

25,609 23,803 3

B Ⅰ

B Ⅰ

A Ⅰ

A Ⅰ

基本情報

事務事業評価

達

成
度

評価

(Check)

改善

(Action)
事

業
コ
ー

ド

事

業
名

称

事業費（千円）

主

な
取

組

内
容

主

な
取

組

内
容

の
実

績
等

必

要
性

有

効
性

効

率
性

今

後
の

方

向
性

民
間

活
用

手
法

見
直

し

感染症予防に関する健康教育の実施

（年）
（感染症予防に関する健康教育の実施年２回以上

（CEK、広報含））

●住民の感染症予防知識に関する

ニーズは高いと考えられるため、積
極的に感染予防活動を推進する必要

があります。

基

本
目

標
３

●定期予防接種未接種者に対する接

種勧奨により、接種率の向上と集団
免疫を高めることができました。

2821 感染症予

防事業

●結核レントゲン検査

●定期・任意予防接種業務
●風しんに関する追加的対策事業

●感染症対策事業

●乳幼児の予防接種は接種控えもな

く適時接種を受けている。未接種者
への接種勧奨も適時に実施しまし

た。
●風しんの追加的対策は４年目であ

り意識が薄れているためと感染症の
影響か病院での抗体検査に抵抗があ

るため受診者は増えませんでした。

なお、抗体検査48件、そのうち抗体
がなく接種した件数20件（接種割合

約40％）でした。
●感染症対策について、新型コロナ

ウイルス感染症に関する対策のみ引

き続き実施しました。

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層

令和３年度

令和４年度 令和４年度

a a c a a

Ⅰ

Ⅰ

町
民

ニ
ー

ズ

民
間

で
の

事

例

質
の

向
上

a

令和３年度

プロジェ

クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

─ ─ ─ ─

2 回 7 回3 2 6 ─
感染症に対応するための医療相談体
制の整備と行動変容の支援

感染症対策の推進3 3 2 ─
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

55,852 53,524 1

61,632 60,048 1

実績値 令和４年度

Ⅱ

Ⅱ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
３

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値

b a c b c

2823 新型コロ
ナウイル
スワクチ
ン接種事
業

●新型コロナウイルスワクチン接種
業務の実施

●町内医療機関、近隣市町村と連携
し、集団接種・個別接種を計画的に
行うことができました。
　➣１回目接種率：85.3％
　➣２回目接種率：85.1％
　➣３回目接種率：79.2％
　➣４回目接種率：77.9％※
（上伊那郡内１位、県内15位）
※令和５年４月速報値より

a

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

施策との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

13,382 12,396 2

15,774 13,600 1

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

令和３年度

令和４年度 令和４年度

町
民
ニ
ー

ズ

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

手
法
見
直
し

民
間
で
の
事
例

質
の
向
上

令和３年度

2841 母子保健
事業

●妊娠期から子育て期の相談体制を
充実させ、母子の心と体の健康を守
り、保護者が安心して育児ができる
様切れ目のない支援の実施
●飯島町母子保健計画（第４次）に
基づく事業の実施
①母子保健事業（妊娠届受理、妊産
婦支援（各種補助金含む）、不妊治
療費助成、新生児訪問、乳幼児健
診・育児相談等）
②子育て支援事業（子育て支援アプ
リ運用、ハッピーバースフラワー事
業、離乳食教室等）
③発達支援事業（専門職相談、かる
がもひろば、あそびのひろば等）

●令和４年度主な新規事業として、
３歳児健診での視能訓練士による
「視力検査・生児聴覚検査補助」の
増額（４千円から５千円）をしまし
た。（出産・子育て応援給付金交
付）
●子育て支援アプリによる情報発信
を行いました。
【３歳児までの導入率】
　➣令和４年度：84.8％
　➣令和３年度：76.8％
●妊娠期からの支援の充実を図りま
した。
●プレママの会実施
【参加率】
　➣令和４年度：27.9％
　➣令和３年度：32.0％
　➣令和２年度：13.7％

c

Ⅰ

Ⅰ

aa a c a
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新生児訪問の実施率
（出生数に対し、新生児訪問を実施した割合）

●評価項目すべて目標値を達成する
ことができました。一人ひとりへの
丁寧な連絡、健診内容の質の向上等
により高い水準を保っていると考え
ます。

％ ％ A Ⅰ

３歳児健診受診率
（３歳児健診を受診した対象児の割合）

％ ％

A Ⅰ

A Ⅰ

B Ⅰ

B Ⅰ

100.0 100.0

91.0 ％ 95.3

実績値 令和４年度

％

100.0

A Ⅰ

─

むし歯のない３歳児の割合
（３歳児健診受診児でむし歯のない割合）

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値

─

3 1 1 〇

●教育委員会こども室と情報共有を
図る機会を多くし、連携強化を図る
ことができました。●「つなぐ会の
開催」各事業やケースの情報共有、
施策検討ができたことにより効果的
な事業実施をすることができまし
た。●「こども家庭庁設置による組
織検討会の開催」子どもをもつ家庭
への支援を町としてどのように行う
ことが効果的か検討し関係部署で共
通認識もつことができました。●
「乳幼児健診から保育園、小学校へ
と健康に関する情報共有と繋ぎ」個
人個人の切れ目のない支援に繋がっ
ています。●「ケース対応に関する
情報共有と対応実施」関係部署で連
携をとることで住民への質の良い支
援に繋げています。

─ ─ ─

100.0

─

基
本
目
標
３ 3 1 2 〇

保健・医療・福祉・教育・地域の組
織等との連携支援

3 1 3 〇
切れ目のない子育て支援の実現に向
けた体制の充実

母子の心身の健康増進を目的とした
新生児訪問、乳幼児健診等の実施

●教育委員会こども室との連携会議
を実施したことにより、療育が必要
な児に対しては、専門相談、受診勧
奨、療育施設への繋ぎ等、効果的な
対応をすることができました。
●また、発達支援教室参加者や、入
園後サポートが必要な児に対して保
育園と情報共有ができ、児の育ちの
支援、保護者の安心できる育児支援
に繋がっています。

─ ─
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

2,385 1,668 2

1,715 1,307 3

c

Ⅱ

Ⅱ

ba a c a

令和３年度

2852 健康づく
り運動事
業

●小児健康づくり教室の実施
「こりすの会」保育園児を対象とす
る。運動支援、食生活支援、保健
師・管理栄養士による個別支援、
「つばさの会」小学校・中学校生徒
を対象とする。運動支援、食生活支
援、精神保健支援、保健師・管理栄
養士による個別支援
●町の食育推進計画に基づいた食育
推進事業の展開
●健康増進運動指導
●健康ポイント事業
●健康推進員活動

●こりすの会・つばさの会は計画通
り実施。今年度よりＳＯＳの出し方
授業を５年生に向け実施しました。
●食育推進活動は、コロナ禍の制限
もあり、中止した事業もあったが、
今年度新たに産業まつりで食育活動
をＰＲしました。
●健康ポイント事業を実施しまし
た。（168人提出）
●健康推進員活動は、コロナ禍で対
面での健康教室実施が難しい状況
だったが、昨年より多くの自治会で
健康教室を実施することができまし
た。（今年度末で健康推進員制度終
了）
●運動での健康づくり支援として、
インターバル速歩講習会実施しまし
た。（参加者31人）

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

手
法
見
直
し

民
間
で
の
事
例

質
の
向
上

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

令和３年度

令和４年度 令和４年度

町
民
ニ
ー

ズ
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A Ⅰ

B Ⅰ

B Ⅱ

B Ⅰ

B Ⅰ

B Ⅰ

3 2 5 ─
健康のための運動習慣・食育活動の
推進

3 2 3 ─
地域や健康推進員と協力した健康づ
くりの取り組み

基
本
目
標
３

5.0

1,500

3 2 1 ─ 幼少期からの生活習慣病予防
保育園年長児の体格が肥満・やせの
割合（年）
（保育園児の身体測定値による母子保健計画目標）

地区・自治会健康教室参加数（年）
（健康推進員主催の健康教室参加者数）

●新型コロナウイルス感染拡大の影
響により、地区・自治会健康教室の
実施が検討される自治会が多かった
が、昨年に比べると多くの自治会で
健康教室を実施することができまし
た。
●地区・自治会健康教室以外に様々
な団体から出前講座の依頼があり、
専門職による健康教室を実施できま
した。

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

人 1,138 人

％ 10.2 ％

回

健康づくり運動教室開催（年）
（運動教室の開催回数）

●定期的に行っていた運動教室の廃
止やコロナ禍の影響があり、目標値
を達成することはできませんでし
た。しかし、近年開催できなかった
インターバル速歩講習会を開催する
ことができ、運動による健康づくり
が支援できたと考えます。

12 回 4
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

21,205 20,440 3

22,190 21,759 2

がん検診受診率
（胃・大腸・子宮・乳・肺がんの受診率平均）
（参考）令和３年度：32.2％

％ ％

精密検査受診率
（健診後の精密検査受診率）

（参考）令和３年度：70.2％
％ ％

国保特定健診受診率
（第３期特定健診等実施計画目標値）

（参考）令和３年度：64.5％
●特定健診受診率は向上している。
がん検診受診率は横ばい。精密検査
受診率は減少しており、特に大腸が
ん検診の精密検査受診率が低い。大
腸カメラ検査への抵抗感も考えられ
るため、受診できる病院、受診の重
要性をさらに周知していく必要があ
ります。

％ ％ A Ⅰ

A Ⅰ

81.0 65.0

40.0 令和５年７月

令和３年度

手
法
見
直
し

令和４年度

a a c a c

Ⅱ

Ⅰ

令和３年度

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

質
の
向
上

a

2853 健康増進
事業

●飯島町健康づくり計画及び飯島町
国民健康保険特定健診等実施計画、
保健事業実施計画に基づく事業の実
施
●各種健診・検診事業の実施
●自殺対策事業実施

●各種検診・健診を予定通り実施し
ました。
●自殺対策事業について、コロナ禍
で中止になった事業もありましたが
ほぼ予定通りに実施しました。

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

令和４年度

62.0 65.2

基
本
目
標
３

3 2 2 ─

プロジェ
クト

年代に応じた疾病予防対策の充実
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B Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅰ

B Ⅰ

回

健康づくり運動教室開催（年）
（運動教室の開催回数）

●定期的に行っていた運動教室の廃

止やコロナ禍の影響があり、目標値
を達成することはできませんでし
た。しかし、近年開催できなかった
インターバル速歩講習会を開催する
ことができ、運動による健康づくり
が支援できたと考えます。

12 回 4

令和５年10月

人口10

万人当

たり

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

基
本
目
標
３

03 2 4 ─
こころの健康に関する正しい知識や
対処法の普及啓発

自殺死亡率
（人口10万対自殺死亡率（飯島町いのち支える自殺対

策推進計画））

3 2 5 ─
健康のための運動習慣・食育活動の
推進

人口10

万人当

たり
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

6,735 6,650 3

4,736 4,354 3

A Ⅰ

A Ⅰ

基
本
目
標
３

3 3 4 ─

プロジェ
クト

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

令和３年度

●町内３師会を開催（書面会議）し
たことにより、町の予防接種事業、
乳幼児健診での健診医確保、保育
園・学校医確保等、安定して行うこ
とができました。
●普段より、町内の医師・歯科医
師・薬剤師と情報交換や各事業にお
ける連携を図ることで、地域医療体
制の充実に繋げていくことができま
した。

2891 診療所費 ●町内３師会の開催（年１回）によ
り町内３師会との連携強化

●町内３師会は新型コロナウイルス
感染症のため書面での実施となりま
した。
●町内医師・薬剤師との連携は、ワ
クチン接種関連で図れました。
●七久保診療所の管理は必要最小限
の経費で実施しました。
●飯島中央クリニックに関する医療
機器のリース等、医師と協議のうえ
で進めることができました。

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層

町内３師会（医師・歯科医師・薬剤
師）と連携した地域医療の確保

当該年度

令和４年度 令和４年度

a a a a c

Ⅰ

Ⅰ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

質
の
向
上

a

令和３年度

手
法
見
直
し

令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

─ ─ ─ ─
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

7,178 6,906 3

7,188 7,029 3

A Ⅰ

A Ⅰ

基
本
目
標
３

3 3 5 ─

プロジェ
クト

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

令和３年度

●令和４年10月から医療機関等の窓
口で支払う自己負担額の割合区分
に、従来の１割負担区分・３割負担
区分に加え、２割負担区分が追加さ
れましたが、特に目立った混乱等も
なくスムーズに導入・移行すること
ができました。

6050 （国民健
康保険特
別会計）
保健衛生
普及事業

●適正な保険資格周知
●年金情報との連携
●ジェネリック薬品利用差額通知送
付
●ジェネリック薬品利用に関する周
知

●資格取得時の説明、広報周知によ
り適正な保険資格の周知しました。
●年金情報との連携により個別通知
による資格適正化を実施しました。
●利用差額通知（先行薬品を使用し
た場合との差額）での周知を実施し
ました。（年２回）
●保険証更新通知へのパンフレット
及びジェネリック薬品利用シール同
封による周知を実施しました。（年
１回）

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層

国民健康保険事業、後期高齢者医療
事業の適正な運営

当該年度

令和４年度 令和４年度

a a a b c

Ⅱ

Ⅱ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

質
の
向
上

a

令和３年度

手
法
見
直
し

令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

─ ─ ─ ─
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

8,751 8,205 2

8,934 7,141 2

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

令和３年度

6051 （国民健
康保険特
別会計）
疾病予防
事業

●人間ドック、がん検診費用補助
●疾病予防啓発事業
●疾病予防対策ツールを用いた健診
後保健指導

●人間ドック、がん検診費用補助を
行いました。費用補助人数は年々増
加しています。
●疾病予防啓発事業については、広
報、各種健康教室、健康ポイント・
健診案内パンフレットでの疾病予防
啓発を実施しました。
●疾病予防対策ツールとＫＤＢシス
テムを連動させたことにより、個人
の健診結果経年表や今の体の状態が
わかる構造図絵を作成することがで
き、それを用いて保健師・管理栄養
士による個人への保健指導を実施し
ました。

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

令和４年度 令和４年度

b a c a c

Ⅰ

Ⅰ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

質
の
向
上

a

令和３年度

手
法
見
直
し
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がん検診受診率
（胃・大腸・子宮・乳・肺がんの受診率平均）
（参考）令和３年度：32.2％

％ ％

精密検査受診率
（健診後の精密検査受診率）

（参考）令和３年度：70.2％
％ ％

国保特定健診受診率
（第３期特定健診等実施計画目標値）

（参考）令和３年度：64.5％
●特定健診受診率は向上している。
がん検診受診率は横ばい。精密検査
受診率は減少しており、特に大腸が
ん検診の精密検査受診率が低い。大
腸カメラ検査への抵抗感も考えられ
るため、受診できる病院、受診の重
要性をさらに周知していく必要があ
ります。

％ ％ A Ⅰ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

基
本
目
標
３

3

A Ⅰ

65.0

40.0 令和５年７月

プロジェ
クト

年代に応じた疾病予防対策の充実

62.0 65.2

81.0

2 2 ─
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

10,414 9,951 1

10,686 9,963 2

がん検診受診率
（胃・大腸・子宮・乳・肺がんの受診率平均）
（参考）令和３年度：32.2％

％ ％

精密検査受診率
（健診後の精密検査受診率）

（参考）令和３年度：70.2％
％ ％

国保特定健診受診率
（第３期特定健診等実施計画目標値）

（参考）令和３年度：64.5％
●特定健診受診率は向上している。
がん検診受診率は横ばい。精密検査
受診率は減少しており、特に大腸が
ん検診の精密検査受診率が低い。大
腸カメラ検査への抵抗感も考えられ
るため、受診できる病院、受診の重
要性をさらに周知していく必要があ
ります。

％ ％ A Ⅰ

令和４年度 令和４年度

b a c a c

Ⅰ

Ⅰ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

質
の
向
上

a

令和３年度

手
法
見
直
し

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

6052 （国民健
康保険特
別会計）
特定健康
診査等事
業

●特定健診・特定保健指導の実施
●特定健診受診勧奨、健診受診後の
精検受診勧奨、健診後フォロー

●特定健診受診率は、保健師・管理
栄養士の地区分担制による未受診者
対策により向上しています。
●特定保健指導実施率も目標値を達
成しています。
　➣令和４年度：65.2％（速報値）
　➣令和３年度：64.5％
　➣令和２年度：64.3％

実施計画（施策）評価

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

令和３年度

A Ⅰ

基
本
目
標
３

3 2 2 ─

プロジェ
クト

62.0 65.2

年代に応じた疾病予防対策の充実

81.0 65.0

40.0 令和５年７月
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

4,887 2,875 3

3,195 2,558 3

がん検診受診率
（胃・大腸・子宮・乳・肺がんの受診率平均）
（参考）令和３年度：32.2％

％ ％

精密検査受診率
（健診後の精密検査受診率）

（参考）令和３年度：70.2％
％ ％

国保特定健診受診率
（第３期特定健診等実施計画目標値）

（参考）令和３年度：64.5％
●特定健診受診率は向上している。
がん検診受診率は横ばい。精密検査
受診率は減少しており、特に大腸が
ん検診の精密検査受診率が低い。大
腸カメラ検査への抵抗感も考えられ
るため、受診できる病院、受診の重
要性をさらに周知していく必要があ
ります。

％ ％ A Ⅰ

A Ⅰ

81.0 65.0

40.0 令和５年７月

令和３年度

手
法
見
直
し

令和４年度

b a c a c

Ⅱ

Ⅱ

令和３年度

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

質
の
向
上

a

6053 （国民健
康保険特
別会計）
健康づく
り推進事
業

●飯島町国保加入者の健康寿命延伸
のための支援の実施
●保健師・管理栄養士による保健指
導
●健康推進員活動支援
●事業実施のための事務事業

●保健師・管理栄養士による保健指
導を実施しました。
●健康推進員活動支援を実施しまし
た。
●事業実施のための事務事業を実施
しました。

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

令和４年度

62.0 65.2

基
本
目
標
３

3 2 2 ─

プロジェ
クト

年代に応じた疾病予防対策の充実

89



計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

4,213 3,927 3

3,388 3,233 3

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

6405 （後期高
齢者医療
特別会
計）保健
事業費

●適正な保険資格周知
●年金情報との連携
●ジェネリック薬品利用差額通知送
付
●ジェネリック薬品利用に関する周
知

●高齢者福祉係との連携により保健
事業と介護予防等を一体的に取り組
むことができました。
●通いの場（いちいの会等合計28ヶ
所）にて、ポピュレーションアプ
ローチとして運動講座16回、栄養講
座16回、口腔講座８回、フレイル予
防講座32回を実施しました。
●ハイリスクアプローチ（個別相
談）として、栄養・重症化予防・健
康状態対策などを主に、実施人数計
56名・支援件数（実績人数×支援回
数）で合計のべ98名に対し実施を行
いました。

a a a a a c

Ⅱ

Ⅱ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
３

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

施策との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

4,023 3,850 3

2,554 2,469 3

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

7701 （介護保
険特別会
計）一般
管理費

●介護事業所台帳管理システムによ
る町指定事業所管理の実行
●県の行う研修会及び実地同行研修
の受講

●介護事業所台帳管理システムによ
り、事業所情報が見える化しまし
た。また、事務作業の効率化が図ら
れました。
●運営指導について、オンラインに
よる研修会や県の同行研修に参加し
準備を進めましたが、実際の指導は
実施できませんでした。

a b b b b b

Ⅱ

Ⅱ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
３

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

施策との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

311 297 3

309 273 3

実績値 令和４年度

Ⅱ

Ⅱ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
３

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値

a b b b b

7711 （介護保
険特別会
計）賦課
徴収費

●収納対策室と連携し、賦課徴収・
滞納対策業務の実施

●収納率の微増
　➣令和４年度：99.44％
　➣前年比：0.16％
●滞納者の微増
　➣令和４年度：15名
　➣令和３年度：13名 a

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

施策との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

4,335 3,971 3

4,190 3,750 3

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

7716 （介護保
険特別会
計）認定
調査費

●調査基準の平準化を図るため、各
種研修の受講

●各種研修を受講しました。（令和
４年６月30日介護認定調査員研修
会、令和５年３月17日認定調査員現
任研修）研修会では、他市町村認定
調査員や上伊那広域連合の審査会事
務局との情報交換会もあり、認定調
査の平準化に繋がりました。

a a b b b b

Ⅰ

Ⅰ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
３

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

施策との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

20,695 19,504 3

17,080 16,377 3

実績値 令和４年度

Ⅱ

Ⅱ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
３

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値

a b c b b

7763 （介護保
険特別会
計）地域
包括支援
センター
運営事業

●介護認定者については、日頃から
居宅介護支援事業所の介護支援専門
員と連携を図り、問題が複雑化・深
刻化する前に対策を講じるよう働き
かけをし、支援内容・方法について
助言
●委託先の介護支援専門員と連携
し、効果的な介護予防ケアマネジメ
ントが行えているかの確認の実施

●居宅介護支援事業所の介護支援専
門員と日頃から情報共有、課題解決
に心がけ、利用者に適したサービス
利用と高齢者の自立支援、重度化予
防の意識付けができました。

a

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

施策との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

6,770 6,570 3

7,195 7,147 3

令和３年度

手
法
見
直
し

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

令和４年度 令和４年度

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

令和３年度

質
の
向
上

7764 （介護保
険特別会
計）社会
保障充実
事業

●在宅医療・介護連携推進事業
①在宅医療・介護関係者の研修、上
伊那での多職種ミーティングの実施
●生活支援体制整備事業
①飯島町社会福祉協議会に業務委託
（生活支援コーディネーターの配
置、協議体の設置）
②生活支援の関係者による地域課題
を考える場を持ち、課題を抽出
③課題解決のためにできることを生
活支援コーディネーターを中心に検
討し、事業実施
●認知症総合支援事業
①認知症サポーター養成講座の開催
②認知症予防に関する記事の町広報
への掲載
③困難ケースに対しては、認知症疾
患医療センターと情報共有しながら
対応

●在宅医療・介護連携推進事業
①令和４年10月20日に医療・介護福
祉専門職のための事例報告会を開催
し、町内の専門職の関係作りができ
ました。
②令和５年１月29日に上伊那地域医
療・介護多職種連携ミーティングを
開催し、広域での意識統一を図りま
した。
●生活支援体制整備事業
①令和４年６月24日に生活支援に関
する検討会を行いました。
②令和４年９月７日に高齢者の情報
連携に係る検討会を行い、令和４年
10月より民生委員との情報共有名簿
の運用を開始しました。
③令和４年９月27日に見守り・声か
けボランティア養成講座を実施し、
ボランティア活動を開始しました。
　➣令和４年度実績：
　　利用者６名、支援回数延べ18回
●認知症総合支援事業
①小学校での認知症サポーター養成
講座を開催しました。（飯島小３～
６年194人）
②広報９月号へ啓発記事を掲載し、
認知症に関する正しい知識の啓発が
できました。

ba b c b b

Ⅱ

Ⅱ
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医療・介護連携の評価
（連携ができていると思う医療・介護職者）（医療・

介護連携に関するアンケート調査にて「他の事業所と

の連携ができている」と回答する割合）

％ ％

生活支援サポーター養成研修会新規
参加者数（年）
（生活支援体制整備事業で行う生活支援サポーター養

成研修会の新規参加人数）

●生活支援サポーターは、令和４年
度に見守り・声かけボランティアと
して養成を行いました。新規で多く
の方の養成ができ、活動につなげら
れました。

人 人

実績値 令和４年度

基
本
目
標
３

3 6 2 ─

プロジェ
クト

認知症カフェ利用者数（延数）
（町内にある認知症カフェを利用した延べ人数）

●認知症カフェ利用者は感染症流行
の影響もあり、微減となりました。

高齢者の生活支援体制整備の充実

5 18

人

令和６年度

70％
─

130 118

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
当該年度 令和３年度

目標値

人

B Ⅱ

B Ⅱ
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

2,887 2,482 3

3,061 2,471 3

B Ⅰ

B Ⅱ

令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

─ ─ ─ ─

令和４年度 令和４年度

b b c b c

Ⅱ

Ⅱ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

質
の
向
上

a

令和３年度

手
法
見
直
し

●介護給付費適正化システムによる
給付の現状分析、適正チェックを行
うことにより、介護給付の適正を図
ることができました。（分析、
チェック：毎月、全件（100％）実
施）
●限度額100％超過のケースについ
てケアプラン点検を実施し適正な
サービス利用について指導を行い、
介護給付の適正を図ることができま
した。

7765 （介護保
険特別会
計）任意
事業費

●家族介護支援事業
①家族介護教室を飯島町社会福祉協
議会に事業委託し年４回計画
●介護給付等費用適正化事業
①調査基準の平準化を図るため、各
種研修の受講
②ケアプラン点検と介護給付費適正
化システムを活用した適正なケアマ
ネジメント支援の実施
③住宅改修は、事前調査としゅん工
後の本人や家族等への確認の実施

●家族介護支援事業
①家族介護教室は計画通り実施でき
ました。（年４回、延べ参加者35
名）
●介護給付等費用適正化事業
①限度額100％超過のケースの担当
介護支援専門員に対し、保険者の主
任介護支援専門員、保健師、外部の
主任介護支援専門員で面談を持ち、
ケアプラン点検を行い、サービスの
適正利用につなげることができまし
た。（年３回、６件)
②適正な住宅改修が行えました。
（16件）

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層

介護保険制度の適正な運営と保険者
機能の強化

当該年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

令和３年度

基
本
目
標
３

3 6 3 ─

プロジェ
クト
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

9,705 9,668 3

10,196 10,187 2

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

令和３年度

令和４年度 令和４年度

町
民
ニ
ー

ズ

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

手
法
見
直
し

民
間
で
の
事
例

質
の
向
上

令和３年度

7767 （介護保
険特別会
計）一般
介護予防
事業費

●一般介護予防事業として「生きが
い活動教室」「フレイル予防教室」
「健幸教室」の実施
●感染症の流行状況に合わせた事業
形態での実施（分散開催、時間短
縮、個別対応など）
●「生きがい活動教室」「フレイル
予防教室」では、高齢者の保健事業
と介護予防の一体的実施の取り組み
として、専門職による講座の実施

●フレイル予防教室を２教室から３
教室へ拡充して実施しました。参加
定員を増やしたものの、定員いっぱ
いの参加となりキャンセル待ちの対
応も行いました。
●各教室とも感染症流行の影響で事
業が休止・縮小する時期がありまし
た。
●高齢者の保健事業と介護予防の一
体的実施で取り組んでいる健康講座
において健診受診勧奨を行ってお
り、後期高齢者循環器健診の受診率
は年々上昇しています。
【受診率】
　➣令和４年度：19.9％（暫定値）
　➣令和３年度：17.5％
　➣令和２年度：16.1％

c

Ⅱ

Ⅲ

ba b c b
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健康寿命（平均自立期間）男性
（日常生活動作が自立している期間の平均）※令和５

年１月末時点暫定値

●課題であった男性の健康寿命は延
伸しており、県81.1歳（令和４年暫
定値）を上回っています。これによ
り男女とも県の健康寿命を上回る状
態になっています。

歳 歳

健康寿命（平均自立期間）女性
（日常生活動作が自立している期間の平均）※令和５

年１月末時点暫定値

歳 歳

要介護認定率
（第１号被保険者に占める要支援・要介護者の割合）

※令和５年２月末時点暫定値

●要介護認定率は後期高齢者が増加
することで上昇すると見込んでいた
が、横ばいとなっており介護予防の
効果が出ています。

％ ％

介護予防に資する通いの場への参加
率
（月１回以上開催している通いの場へ参加している人

数／65歳以上人口）

●通いの場への参加率は感染症流行
の影響もあり、減少してしまいまし
た。

％ ％

基
本
目
標
３

3 6 1 ─
高齢者の社会参加の推進と助け合い
活動の創出

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値

5.0 5.0

80.7 81.9

実績値 令和４年度

85.7

B Ⅱ

B Ⅱ

15.5
以下

14.5

85.2
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

B Ⅰ

B Ⅰ

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値

包括的に機能する相談・支援体制の
整備

●介護、障がい、子ども・子育て、
生活困窮分野の担当による会議を令
和４年度も開催し、複合・複雑化し
た支援が多く、連携体制の必要性を
再度確認しました。
●多機関協働に当たる事例につい
て、プレ重層会議を開催しました。

実績値 令和４年度

─ ─ ─ ─

基
本
目
標
３

3 4 2 ─

事務事業との関連性なし
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産業振興課

事業コード・事業名称
実施計画と
連動なし
（●）

達成状況
頁

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

3111 農業委員会費 3 3 107

3211 経営所得安定対策事業 3 3 108

3212 機構集積協力金交付事業 3 3 109

3213 新規就農・経営継承総合支援事業 3 3 111

3221 環境保全型農業直接支援対策事業 3 3 112

3225 集落営農支援事業 3 3 113

3232 都市・農村交流事業 ● ４ 4 114

3290 農作物災害等対策事業 3 3 115

3300 農業振興総合対策事業 3 2 116

3301 中山間地域等直接支払事業 3 3 118

3404 農地整備事業 3 3 119

3413 多面的機能支払 3 3 120

3415 農村地域防災減災事業 3 3 121

3423 農業基盤整備促進事業 3 3 122

3424 農地耕作条件改善事業 4 3 123

3741 道の駅本郷建物管理費 ● 3 3 124

3742 道の駅花の里いいじま管理費 3 2 125

3743 道の駅田切の里管理費 3 3 126

産
業
振
興
課

■達成状況・・・（－）当該年度の評価なし

■事業終了・・・国や県の事業も含む
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事業コード・事業名称
実施計画と
連動なし
（●）

達成状況
頁

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

3801 林業総務費 ● 2 2 127

3851 緑化推進事業 3 3 128

3855 林業振興事業 4 3 129

3856 松くい虫防除事業 3 3 130

3859 信州の森林づくり事業 3 4 131

3863 町有林整備事業 2 3 132

3865 森林環境譲与税活用事業 3 3 133

3903 林道整備事業 2 2 134

4111 商工総務費 ● 3 3 135

4121 商工業振興費 3 3 136

4123 伝統技術等承継支援事業 1 2 事業終了 事業終了 事業終了 139

4124 くらし復興券１億円事業 3 3 140

4125 事業承継支援事業 ４ 4 141

4162 企業誘致費 3 2 142

5811 農業施設災害復旧事業（補助） ● 3 3 144

5812 農業施設災害復旧事業（単独） ● 3 3 145

産
業
振
興
課
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基本
目標４

地域特性を生かした 産業の創造と振興のまちづくり

＜産業振興＞
≪基本的方向≫
ふたつのアルプスの恵みがもたらす農地や森林、水などの地域資源や、培ってきた伝統や文化を生かした、多様な産業による活力あるまちを目指し

ます。
将来にわたって暮らしやすい町であるためには、そこに住みたいという想いだけではなく、暮らし続けるための「しごと」が必要です。地域の特性

を生かしながら、新しい時代にも対応できる産業を創造していきます。

政策４-（１）
将来を見据えた農
地の有効利用

施策 主な成果指標等
進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① 5年～10年後の農地の利用意向調査の実施 【再掲】担い手への農地利用集積面積（増加） Ｂ Ｂ

② 計画的な農地利用の調整 遊休農地の面積（減少） Ｂ Ｂ

③ 担い手や新規就農希望者とのマッチング 【再掲】担い手への農地利用集積面積（増加） Ｂ Ｂ

政策４-（２）
地域の協力による
農作業の効率化

施策 主な成果指標等
進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① 地区営農組合による農地利用調整の推進 農地流動化率 Ｂ Ｂ

② 農地所有者の農地保全に対する意識の醸成 【再掲】農地流動化率 Ａ Ａ

③ 担い手法人等の要請により地区営農組合が草刈り隊を
派遣する仕組みづくり

【再掲】畦畔管理指針の作成（延数） Ｂ Ｂ

政策４-（３）
スマート農業の推
進

施策 主な成果指標等
進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① RTK基地局の活用推進によりスマート農業の普及を図る スマート農業取り組み事例 Ｂ Ｂ

② スマート農業に対応する農業支援情報システムの構築
検討

【再掲】スマート農業取り組み事例 Ａ Ａ

③ 経営体の機械の導入、スマート農業化への支援 【再掲】スマート農業取り組み事例 Ａ Ａ

政策４-（４）
就農希望者への積
極支援

施策 主な成果指標等
進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① 「アグリイノベーション2030」の仕組みづくり 新規就農者数（延数） Ｂ Ｂ

② 新規就農者の積極的な受け入れ・支援 【再掲】新規就農者数（延数） Ｂ Ｂ

③ 国、県、JAの就農支援制度を活用した研修や初期投資
の負担軽減

【再掲】新規就農者数（延数） Ｂ Ｂ

④ 営農組合の農地利用調整による円滑な農地の貸借支援 【再掲】担い手への農地利用集積面積（増加） Ｂ Ｂ

■進捗状況・・・（－）当該年度の評価なし
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政策４-（５）
地域資源を生かし
た農業の展開

施策 主な成果指標等
進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① 消費者ニーズを中心に捉えた新たな振興作物の研究 畦畔管理指針の作成（延数） Ｂ Ｂ

② ６次産業化の展開による農業の高付加価値化を研究 【再掲】新規就農者数（延数） Ｂ Ｂ

③ 日曽利圃場整備事業を生かしたブドウ等の新植を検討 【再掲】新規就農者数（延数） Ｂ Ｂ

④ 新たな振興作物としての柿の新植を検討 【再掲】新規就農者数（延数） Ｂ Ｂ

⑤ バイオマス発電施設の排熱を利用した付加価値の高い
農産物生産を研究

【再掲】新規就農者数（延数） Ｂ Ｂ

⑥ 耕作条件が不利な水田の畑化の検討 【再掲】遊休農地の面積（減少） Ｂ Ｂ

⑦ ミヤマシジミとコマツナギを保全する畦畔管理の推進 【再掲】畦畔管理指針の作成（延数） Ｂ Ｂ

⑧ ビオトープや水田の冬期湛水による生物多様性環境の
保全

【再掲】畦畔管理指針の作成（延数） Ｂ Ｂ

⑨ グローバルギャップへの取り組み 【再掲】畦畔管理指針の作成（延数） Ｂ Ｂ

⑩ 地域で生産された農産物を地域で消費する地産地消の
取り組み

道の駅年間来場者数（年） Ｂ Ｂ

政策４-（６）
農業生産基盤の整
備

施策 主な成果指標等
進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① ほ場整備の推進 定性的な成果 Ｂ Ｂ

② 水路構造物等長寿命化修繕 水路補修箇所数（年） Ｂ Ｂ

③ 中央道跨水路橋の統廃合検討 定性的な成果 Ｂ Ｂ

政策４-（７）
地域の特徴を生か
した企業誘致

施策 主な成果指標等
進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① 音楽村構想「アルプスの音色が響くまち」の推進 新規企業誘致数（延数） Ｃ Ｃ

② 発酵食品関連企業と連携した発酵食文化の推進 【再掲】新規企業誘致数（延数） Ｂ Ｂ

③ 企業のビジネスマッチングや販路開拓に繋がる支援 メディア掲載回数（年） Ａ Ｂ

④ 優良企業の誘致 地元滞留率 Ａ Ｂ

⑤ わら細工などの伝統技術等の承継支援 【再掲】メディア掲載回数（年） Ａ Ｂ

⑥ 飯島町商工会と連携した工業の支援 工業展参加事業者数 Ｂ Ｂ
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政策４-（８）
賑わう商店と買い
物環境づくり

施策 主な成果指標等
進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① 商工業者が自ら提案しチャレンジできる仕組みづくり 【再掲】地元滞留率 Ｂ Ｂ

② 買い物弱者対策を含めた買い物環境の充実 【再掲】地元滞留率 Ｂ Ｂ

③ 飯島町商工会等と連携した商業の支援 【再掲】地元滞留率 Ｂ Ｂ

④ 感染症対策を踏まえ必要に応じた商品券の発行等によ
る消費喚起

【再掲】地元滞留率 Ａ Ａ

⑤ 感染症に対応するため非接触等のキャッシュレス決済
の推進と支援

定性的な成果 ─ ─

政策４-（９）
新しいワークスタ
イルの推進と起業
支援

施策 主な成果指標等
進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① サテライトオフィスの誘致を推進 観光客数（年） Ｂ Ａ

② 求人情報の提供と就労サポート体制の充実 定性的な成果 Ｂ Ｂ

③ 人材育成の推進・支援 起業数（年） Ｂ Ｂ

④ 飯島町商工会と連携した起業支援 町内の事業所数（延数） Ｂ Ｂ

⑤ テレワークの推進 定性的な成果 ─ ─

政策４-（10）
スマート林業の推
進

施策 主な成果指標等
進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① ICT技術による森林測量を基にした森林整備の推進及び
生産性の向上

定性的な成果 Ｂ Ｂ

② 森林環境譲与税を活用した民有林の集約化 森林の管理に関する意向調査した面積（年） Ｂ Ｂ

③ ゾーニングによる計画的な森林整備の推進 町有林の造林面積（年） Ｂ Ｂ

④ 作業路網等、林業基盤整備の推進 定性的な成果 Ａ Ａ

⑤ 間伐材等を利用した自然エネルギー活用の推進 定性的な成果 Ｂ Ｂ

政策４-（11）
治山・治水による
森林の機能向上

施策 主な成果指標等
進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① 治山・治水事業の推進 定性的な成果 Ｂ Ｂ
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政策４-（12）
有害鳥獣等対策の
推進

施策 主な成果指標等
進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① 猟友会や鳥獣被害対策実施隊との連携による有害鳥獣
駆除の推進

有害鳥獣捕獲頭数（年） Ｂ Ｂ

② 自然条件及び地域の特性等を考慮した樹種転換の推進 樹種転換実施面積（年） Ｂ Ａ

③ 松くい虫など森林病害虫の被害拡大防止策の充実 定性的な成果 Ａ Ａ

④ 枯損木処理による林業被害防止策の強化 松枯損木伐倒処理量（年） Ａ Ａ

⑤ 有害鳥獣等対策の啓発活動の推進 有害鳥獣被害対策の啓発（年） Ｂ Ｂ
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

9,637 9,304 3

11,188 10,787 3

遊休農地の面積（減少）
（農地等の利用の最適化に関する指針）再生可能（Ａ

分類）とした遊休農地面積

●条件の悪い農地は借り手がなく、
遊休農地になりやすい状況です。
●所有者が相続放棄した農地が増加
傾向にあります。

ha ha

新規参入の農業経営体数（増加）
（農地等の利用の最適化に関する指針）30ａ以上経営

する新規参入の農業経営体数

人 人

B Ⅱ

B Ⅱ

手
法
見
直
し

0.5 0.0

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度

基
本
目
標
４

B Ⅱ

B Ⅱ

3111 農業委員
会費

●各地区の農地利用調整会議に参
加、地域の担い手への農地の面的集
積
●遊休農地解消のための農地パト
ロールの実施

１層 ２層

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

３層
プロジェ
クト

当該年度

目標値 実績値 令和４年度

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

ha

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

a a a a b

Ⅰ

Ⅰ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●担い手への新規集積実績
　➣令和４年度：12.8ha
　➣令和３年度：17.0ha
●遊休農地の解消をしました。
　➣令和４年度：1.2ha
　➣令和３年度：7.2ha

a

5 1

5.0 11.3

4 1 2 ─ 計画的な農地利用の調整
担い手への農地利用集積面積
（増加）
（農地等の利用の最適化に関する指針）認定農業者等

の担い手への集積面積

ha

4 5 6 ─ 耕作条件が不利な水田の畑化の検討

【再掲】
遊休農地の面積（減少）
（農地等の利用の最適化に関する指針）再生可能（Ａ

分類）とした遊休農地面積

0.5 ha -0.4 ha
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

2,709 2,697 3

3,510 3,459 3

A Ⅱ

A Ⅱ

令和４年度

1 件 11 件

Ⅱ

Ⅱ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値

b b b b b

3211 経営所得
安定対策
事業

●町、町農業再生協議会、営農組合
などと協力し、生産調整を実施●生
産調整の中で、町農業再生協議会で
の転作作物の検討を実施

●営農組合との調整により町内の主
食用米の生産調整数量目安値の達成
率が99.9％となりました。
●転作作物の検討を行い、周知・支
援を行いました。

a

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

基
本
目
標
４

【再掲】
スマート農業取り組み事例

4 3 2 ─
スマート農業に対応する農業支援情
報システムの構築検討
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

2,669 2,470 3

2,418 2,418 3

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

令和３年度

令和４年度 令和４年度

3212 機構集積
協力金交
付事業

●経営転換協力金、地域集積協力金
の（申請事務及び補助金事務）適正
な事務処理
●ＪＡ農地利用集積円滑化事業から
農地中間管理事業への移行事務

●ＪＡ農地利用集積円滑化事業から
農地中間管理事業への移行
　➣目標48ha⇒実績41.2ha
●中間管理機構新規受付
　➣目標2.0ha⇒実績11.3ha
●経営転換協力金
　➣12件：553千円
　➣11筆：55,300㎡
●地域集積協力金
　➣３地区、1,133a、1,865千円

a

Ⅰ

Ⅰ

民
間
で
の
事
例

a a a b b
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B Ⅱ

B Ⅱ

遊休農地の面積（減少）
（農地等の利用の最適化に関する指針）再生可能（A

分類）とした遊休農地面積

●条件の悪い農地は借り手がなく、
遊休農地になりやすい状況です。
●所有者が相続放棄した農地が増加
傾向にあります。

ha ha

新規参入の農業経営体数（増加）
（農地等の利用の最適化に関する指針）30ａ以上経営

する新規参入の農業経営体数

人 人

B Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅱ

4 1 2 ─

５年～10年後の農地の利用意向調査
の実施

4 1 1 ─

B

B Ⅱ

Ⅱ

計画的な農地利用の調整

5.0 ha 11.3 ha

ha

【再掲】
担い手への農地利用集積面積
（増加）
（農地等の利用の最適化に関する指針）認定農業者等

の担い手への集積面積

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

11.3 ha4 1 3 ─
担い手や新規就農希望者とのマッチ
ング

ha4 4 4 ─
営農組合の農地利用調整による円滑
な農地の貸借支援

基
本
目
標
４

担い手への農地利用集積面積
（増加）
（農地等の利用の最適化に関する指針）認定農業者等

の担い手への集積面積

5.0

0.5 0.0

15

11.3ha

【再掲】
担い手への農地利用集積面積
（増加）
（農地等の利用の最適化に関する指針）認定農業者等

の担い手への集積面積

5.0 ha 11.3

【再掲】
担い手への農地利用集積面積
（増加）
（農地等の利用の最適化に関する指針）認定農業者等

の担い手への集積面積

5.0 ha
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

18,130 18,130 3

15,930 15,750 3

B Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅱ
4 5 5 ─

バイオマス発電施設の排熱を利用し
た付加価値の高い農産物生産を研究

9 人 4 人4 5 4 ─
新たな振興作物としての柿の新植を
検討

【再掲】
新規就農者数（延数）

9 人 4 人

4 4 2 ─
新規就農者の積極的な受け入れ・支
援

5 3 ─
日曽利圃場整備事業を生かしたブド
ウ等の新植を検討

4 4 3 ─
国、県、JAの就農支援制度を活用し
た研修や初期投資の負担軽減

4

4 4 1 ─
「アグリイノベーション2030」の仕
組みづくり

基
本
目
標
４

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

3213 新規就
農・経営
継承総合
支援事業

●新規就農者について圃場確認の実
施
●就農希望者の相談・支援

●新規就農者のＪＡ・県支援セン
ター含めた圃場確認を実施しまし
た。（夏及び冬場の面談を現地にて
実施）
●就農希望者の相談対応を実施しま
した。（新規就農者は４名）

a b b b b b

Ⅱ

Ⅱ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

9 人 4 人新規就農者数（延数）

【再掲】
新規就農者数（延数）

【再掲】
新規就農者数（延数）

【再掲】
新規就農者数（延数）

【再掲】
新規就農者数（延数）

9 人 4 人

9 人 4 人

9 人 4 人
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

1,280 1,223 3

918 918 3

B Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅱ

【再掲】
新規就農者数

9 人 4 人4 5 2 ─
６次産業化の展開による農業の高付
加価値化を研究

4 5 1 ─
消費者ニーズを中心に捉えた新たな
振興作物の研究

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

a b a a a

Ⅲ

Ⅲ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●国際水準ＧＡＰに取り組むための
研修会を令和４年９月28日に実施
し、町内農業者10名が参加しまし
た。

a

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

件1 1
畦畔管理指針の作成（延数）
（環境に配慮した農業を展開するための畦畔管理指針

（基準等）を作成）

件

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

手
法
見
直
し

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度

基
本
目
標
４

3221 環境保全
型農業直
接支援対
策事業

●国際水準ＧＡＰに取り組むための
研修会の実施
（参考）ＧＡＰ：農業生産工程管理

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度

目標値 実績値 令和４年度
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

5,063 4,427 3

4,661 4,313 3

B Ⅰ

B Ⅰ

4 2 1 ─
地区営農組合による農地利用調整の
推進

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

b b a b b

Ⅰ

Ⅰ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●地区営農組合の自立支援と担い手
法人の連携強化を図るため、４地区
と懇談する機会を新たに設けまし
た。

a

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

％72.0 70.8農地流動化率
（経営耕地面積に対する借入農地面積の割合）

％

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

手
法
見
直
し

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度

基
本
目
標
４

3225 集落営農
支援事業

●地区営農組合の自立支援と担い手
法人の連携強化を図るため、４地区
との懇談する機会の調整

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度

目標値 実績値 令和４年度
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

82 0 4

94 13 4

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

3232 都市・農
村交流事
業

●都市との交流による農産物の流
通、地域の活性化推進
●グリーンツーリズムへの住民意識
の高揚

●新型コロナウイルス感染症の影響
により受入事業の実施がありません
でした。
●令和５年度より農家民宿事業が再
開するという事で、登録済の経営体
へ向けた再研修と事業説明を実施し
ました。（２経営体）
●令和５年度からの農家民宿受入再
開に向けて、新規に取り組む経営体
向けの説明会を開催しました。（３
経営体参加）

a b c c a b

Ⅱ

Ⅱ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
４

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

施策との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

2,119 1,951 3

3,286 3,199 3

A Ⅰ

A Ⅰ

B Ⅱ

B Ⅱ

畦畔管理指針の作成（延数）
（環境に配慮した農業を展開するための畦畔管理指針

（基準等）を作成）

1 件 1 件4 5 1 ─
消費者ニーズを中心に捉えた新たな
振興作物の研究

4 2 2 ─
農地所有者の農地保全に対する意識
の醸成

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

a b a a b

Ⅱ

Ⅱ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●国庫補助事業を活用した狩猟器具
の購入により鳥獣被害防止を図りま
した。

a

手
法
見
直
し

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

％72.0 70.8
【再掲】
農地流動化率
（経営耕地面積に対する借入農地面積の割合）

％

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度

基
本
目
標
４

3290 農作物災
害等対策
事業

●国庫補助事業を活用した狩猟器具
の購入による鳥獣被害防止の実施

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度

目標値 実績値 令和４年度

施策（３層）
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

28,766 28,540 3

51,341 50,632 2

Ⅱ

Ⅱ

民
間
で
の
事
例

b b b b b

3300 農業振興
総合対策
事業

●スマート農業推進するため、飯島
町農業再生協議会によるRTK—GNSS基
地局の運用を開始

●令和４年度新型コロナウイルス感
染症対応地方創生臨時交付金を活用
して、スマート農業化支援に取り組
みました。
●ライセンス３件が運用され、田植
え機の自動運転や、ドローンによる
薬剤散布が行われました。 a

令和３年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

令和３年度

令和４年度 令和４年度

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上
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B Ⅱ

B Ⅰ

B Ⅱ

B Ⅰ

B Ⅱ

A Ⅱ

A Ⅱ

A Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅱ

新規参入の農業経営体数（増加）
（農地等の利用の最適化に関する指針）30ａ以上経営

する新規参入の農業経営体数

5 人 1.0

4 1 2 ─ 計画的な農地利用の調整
担い手への農地利用集積面積
（増加）
（農地等の利用の最適化に関する指針）認定農業者等

の担い手への集積面積

5.0 ha 11.3 ha

人

遊休農地の面積（減少）
（農地等の利用の最適化に関する指針）再生可能（A

分類）とした遊休農地面積

●条件の悪い農地は借り手がなく、
遊休農地になりやすい状況です。●
所有者が相続放棄した農地が増加傾
向にあります。

0.5 ha 0.0 ha

─ グローバルギャップへの取り組み

【再掲】
畦畔管理指針の作成（延数）
（環境に配慮した農業を展開するための畦畔管理指針

（基準等）を作成）

1 件 1 件4 5 8 ─
ビオトープや水田の冬期湛水による
生物多様性環境の保全

1 件4 5 7 ─
ミヤマシジミとコマツナギを保全す
る畦畔管理の推進

畦畔管理指針の作成（延数）
（環境に配慮した農業を展開するための畦畔管理指針

（基準等）を作成）

1 件 1 件4 5 1 ─
消費者ニーズを中心に捉えた新たな
振興作物の研究

【再掲】
畦畔管理指針の作成（延数）
（環境に配慮した農業を展開するための畦畔管理指針

（基準等）を作成）

1 件

【再掲】
スマート農業取り組み事例

1 件 11 件4 3 3 ─
経営体の機械の導入、スマート農業
化への支援

【再掲】
スマート農業取り組み事例

1 件 11 件4 3 2 ─
スマート農業に対応する農業支援情
報システムの構築検討

4 3 1 ─
ＲＴＫ基地局の活用推進によりス
マート農業の普及を図る

1 件4 2 3 ─
 担い手法人等の要請により地区営
農組合が草刈り隊を派遣する仕組み
づくり

スマート農業取り組み事例 1 件 11

【再掲】
畦畔管理指針の作成（延数）
（環境に配慮した農業を展開するための畦畔管理指針

（基準等）を作成）

1 件

件

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

基
本
目
標
４

【再掲】
畦畔管理指針の作成（延数）
（環境に配慮した農業を展開するための畦畔管理指針

（基準等）を作成）

1 件 1 件4 5 9
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

29,703 29,558 3

29,615 29,567 3

A Ⅰ

A Ⅰ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度

基
本
目
標
４

3301 中山間地
域等直接
支払事業

●中山間直接支払制度を活用した保
全活動とともに農業生産活動の拡大
●日曽利地区、田切地区の加算措置
の実施

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度

目標値 実績値 令和４年度

施策（３層）

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

％72.0 70.8
【再掲】
農地流動化率
（経営耕地面積に対する借入農地面積の割合）

％

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

a b a b b

Ⅱ

Ⅱ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●中山間直接支払制度を活用した保
全活動とともに農業生産活動の拡大
に取り組みました。
●日曽利地区、田切地区においては
加算措置に取り組みました。 a

手
法
見
直
し

4 2 2 ─
農地所有者の農地保全に対する意識
の醸成
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

25,192 22,723 3

2,922 2,495 3

B Ⅰ

B Ⅰ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度

基
本
目
標
４

3404 農地整備
事業

●小規模な農業用用排水路の改良
●ため池監視システムの導入・運用

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度

目標値 実績値 令和４年度

施策（３層）

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

箇所50 68

水路補修箇所数（年）
（多面的機能支払交付金の長寿命化事業実績数）

●修繕要望箇所の中には広範囲に及
ぶ老朽化がみられ、大規模改修が必
要となるため、当該事業での採択が
難しく、町施工箇所の増加が見込ま
れます。

箇所

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

a b a b a

Ⅰ

Ⅰ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●ほぼ目標どおり達成できました。
●地元要望のあった箇所に現物支給
を行いました。
●昨年度導入した「ため池監視シス
テム」を継続活用し、大雨時等の管
理作業に利用しました。

a

手
法
見
直
し

4 6 2 ─ 水路構造物等長寿命化修繕
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

25,192 22,723 3

76,936 76,936 3

B Ⅰ

B Ⅰ

4 6 2 ─ 水路構造物等長寿命化修繕

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

a a a a a

Ⅰ

Ⅰ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●ほぼ目標どおり達成できました。
●交付対象面積に対する交付金を交
付しましたが、近年は長寿命化の配
分が要望額に対して少ないため、交
付金の範囲内で地元施工をしている
状況です。

a

手
法
見
直
し

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

箇所50 68

水路補修箇所数（年）
（多面的機能支払交付金の長寿命化事業実績数）

●修繕要望箇所の中には広範囲に及
ぶ老朽化がみられ、大規模改修が必
要となるため、当該事業での採択が
難しく、町施工箇所の増加が見込ま
れます。

箇所

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度

基
本
目
標
４

3413 多面的機
能支払

●多面的機能支払交付金制度の取り
組み

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度

目標値 実績値 令和４年度

施策（３層）
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

19,300 19,225 3

16,700 16,700 3

B Ⅰ

B Ⅰ

4 6 2 ─ 水路構造物等長寿命化修繕

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

a b a a a

Ⅰ

Ⅰ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●ほぼ目標通り達成できました。
●花の里地区では、一番井水路橋の
撤去の具体的な方針が示されまし
た。

a

手
法
見
直
し

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

箇所50 68

水路補修箇所数（年）
（多面的機能支払交付金の長寿命化事業実績数）

●修繕要望箇所の中には広範囲に及
ぶ老朽化がみられ、大規模改修が必
要となるため、当該事業での採択が
難しく、町施工箇所の増加が見込ま
れます。

箇所

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度

基
本
目
標
４

3415 農村地域
防災減災
事業

●飯島町中央道跨水路橋耐震対策工
事（花の里地区）の適正な事務処理
の実施
●飯島地区原井用水トンネル工事が
着手できるよう地元調整

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度

目標値 実績値 令和４年度

施策（３層）
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

400 397 3

36,850 36,542 3

B Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅰ

B Ⅰ

4 6 1 ─ ほ場整備の推進

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度

基
本
目
標
４

3423 農業基盤
整備促進
事業

●日曽利地区・新井地区概要書作成

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度

目標値 実績値 令和４年度

施策（３層）

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

箇所50 68

水路補修箇所数（年）
（多面的機能支払交付金の長寿命化事業実績数）

●修繕要望箇所の中には広範囲に及
ぶ老朽化がみられ、大規模改修が必
要となるため、当該事業での採択が
難しく、町施工箇所の増加が見込ま
れます。

箇所

●概要書が県営事業として承認して
いただいたことにより、計画的に事
業を進めることができようになりま
した。

─ ─ ─ ─

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

a a a a a

Ⅱ

Ⅱ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●ほぼ目標どおり達成できました。
●計画を作成し、県の審査により県
営事業としていくことが適当である
との判断を得ました。

a

手
法
見
直
し

4 6 2 ─ 水路構造物等長寿命化修繕
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

0 0 4

45,100 45,001 3

B Ⅰ

B Ⅰ

4 6 2 ─ 水路構造物等長寿命化修繕

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

b b a a a

Ⅱ

Ⅱ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●ほぼ目標通り達成できました。
●関係機関、地元と調整することが
でき、無事に工事を終了することが
できました。

a

手
法
見
直
し

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

箇所50 68

水路補修箇所数（年）
（多面的機能支払交付金の長寿命化事業実績数）

●修繕要望箇所の中には広範囲に及
ぶ老朽化がみられ、大規模改修が必
要となるため、当該事業での採択が
難しく、町施工箇所の増加が見込ま
れます。

箇所

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度

基
本
目
標
４

3424 農地耕作
条件改善
事業

●南割用水頭首工工事（令和３年度
繰越）

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度

目標値 実績値 令和４年度

施策（３層）
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

171 161 3

468 457 3

実績値 令和４年度

Ⅱ

Ⅱ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
４

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値

b c c b a

3741 道の駅本
郷建物管
理費

●道の駅本郷の適正管理による情報
発信
●地域づくりの推進 ・農業振興
（農産物直売、農産加工品直売）

●新型コロナウイルス感染症の影響
はありつつも適正な管理運営が実施
されました。
●老朽化した施設の網戸等の修繕を
実施しました。（補正予算対応）

b

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

施策との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

9,002 8,157 3

19,771 18,783 2

B Ⅱ

B Ⅱ

4 5 10 ─
地域で生産された農産物を地域で消
費する地産地消の取り組み

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

b b c b b

Ⅱ

Ⅱ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●新型コロナウイルス感染症の影響
は徐々に復帰傾向にあり、適正な管
理運営が実施されました。
●新型コロナウイルス感染症対応地
方創生臨時交付金等も活用し、空調
設備の改修を予定を前倒しして実施
することができました。
●老朽化した施設の改修を実施しま
した。

a

手
法
見
直
し

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

人290,000 321,084
道の駅年間来場者数（年）
（道の駅花の里いいじま、道の駅田切の里への来場者

数）

人

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度

基
本
目
標
４

3742 道の駅花
の里いい
じま管理
費

●新型コロナウイルス感染症拡大防
止の影響による経営へのサポート支
援
●トイレの全面改修完了に向けた県
への協力
●道の駅花の里いいじまによる情報
発信・地域づくりの推進
●空調設備更新

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度

目標値 実績値 令和４年度

施策（３層）
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

9,900 8,609 3

13,488 12,478 3

B Ⅱ

B Ⅱ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度

基
本
目
標
４

3743 道の駅田
切の里管
理費

●道の駅田切の里の適正管理による
情報発信・地域づくりの推進

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度

目標値 実績値 令和４年度

施策（３層）

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

人290,000 321,084
道の駅年間来場者数（年）
（道の駅花の里いいじま、道の駅田切の里への来場者

数）

人

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

b b c b b

Ⅱ

Ⅱ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●新型コロナウイルス感染症の影響
は徐々に復帰傾向にあり、適正な管
理運営が実施されました。
●加工室の一部改修等を行い、機能
の向上を図りました。

a

手
法
見
直
し

4 5 10 ─
地域で生産された農産物を地域で消
費する地産地消の取り組み
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

5,941 5,669 2

4,603 3,477 2

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

3801 林業総務
費

●境界確認の実施、森の学校の実
施、もりもり上伊那山の感謝祭への
参加、森林整備計画の意見徴収等

●６月に計２回の境界確認を実施し
ました。
●８月、９月に森の学校の準備、10
月に森の学校を開催しました。10月
に行われた森の学校は、３年ぶりの
開催となり町内小学４年生に飯島町
の森林について興味を持ってもらう
ことができました。

b a b a b a

Ⅱ

Ⅱ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
４

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

施策との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

618 423 3

523 386 3

民
間
で
の
事
例

●目標どおり達成できました。
●春作業でのモミジの植栽、夏作業
での草刈等計画どおり実施できまし
た。
●森の学校の実施及び、緑化活動の
ための緑の募金還元金を財源とした
補助金を交付しました。
●緑の少年団の交流活動は中止とな
りました。

a

手
法
見
直
し

4 10 3 ─
ゾーニングによる計画的な森林整備
の推進

ha

B Ⅱ

B

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

a b a a a

Ⅰ

Ⅰ

町
民
ニ
ー

ズ

ha

町有林の造林面積（年）
（町有林にて造林（間伐・更新伐等）を行った面積）

5.0 ha 8.2

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

3851 緑化推進
事業

●植栽ボランティア
●森の学校、緑の少年団

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

施策（３層）

Ⅱ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度

基
本
目
標
４

当該年度

目標値 実績値 令和４年度

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

ha75.0 81.3

間伐実施面積（年）
（町内で施業された間伐実施面積）

●町西側の山林には急峻な地形地が
多く、作業路が十分に整備すること
が困難であるため、搬出間伐を効率
的に行うことができない状況です。
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

200 0 4

200 100 3

A Ⅰ

A Ⅰ

作業路網等、林業基盤整備の推進

●林道辰巳ヶ沢入線について、全線
舗装工事が終了したことにより、登
山客の一般車両の通行が増加してい
ます。今後は、通行車両の安全確保
を図るため、法面からの落石防止等
や安全施設（ガードレール等）の設
備の充実を図る必要があります。

─ ─ ─ ─

Ⅱ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度当該年度

目標値 実績値 令和４年度

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

ha75.0 81.3

間伐実施面積（年）
（町内で施業された間伐実施面積）

●町西側の山林には急峻な地形地が
多く、作業路が十分に整備すること
が困難であるため、搬出間伐を効率
的に行うことができない状況です。

3855 林業振興
事業

●ペレットストーブ導入補助

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

施策（３層）

基
本
目
標
４

4 10 4 ─

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

ha

B Ⅱ

B

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

a b a a a

Ⅰ

Ⅱ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●計画どおり、ペレットストーブを
１台設置することができました。

b

手
法
見
直
し

4 10 3 ─
ゾーニングによる計画的な森林整備
の推進

ha

町有林の造林面積（年）
（町有林にて造林（間伐・更新伐等）を行った面積）

5.0 ha 8.2
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

2,860 2,832 3

2,794 2,736 3

A Ⅰ

A Ⅰ

A Ⅰ

A Ⅰ

手
法
見
直
し

4 12 3 ─
松くい虫など森林病害虫の被害拡大
防止策の充実

●枯損木処理及び地上薬剤散布を計
画どおり整備することにより、被害
拡大を防ぐことにつながっていま
す。

─ ─ ─ ─

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

a b b b a

Ⅰ

Ⅰ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●ほぼ目標どおり達成できました。
●被害拡大防止のため枯れたアカマ
ツの処理を実施するとともに、公園
の守るべき松林に対して薬剤散布を
実施しました。

b

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

3856 松くい虫
防除事業

●防除対策の実施（枯損木処理、地
上薬剤散布）

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

施策（３層）

基
本
目
標
４

4 12 4 ─ ㎥

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度当該年度

目標値 実績値 令和４年度

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

枯損木処理による林業被害防止策の
強化

松枯損木伐倒処理量（年）
（松くい虫被害により枯死した木を伐倒処理した材積

量）

●松くい虫による被害は高止まり状
態であり、高標高域への被害拡大も
散見されています。

10.0 ㎥ 34.0
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

800 759 3

634 634 4

Ⅱ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度

基
本
目
標
４

当該年度

目標値 実績値 令和４年度

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

ha75.0 81.3

間伐実施面積（年）
（町内で施業された間伐実施面積）

●町西側の山林には急峻な地形地が
多く、作業路が十分に整備すること
が困難であるため、搬出間伐を効率
的に行うことができない状況です。

3859 緑化推進
事業

●県等が実施する補助事業に町独自
で補助金を交付し、補助の嵩上げを
することで町の林業振興を図る。

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

施策（３層）

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

ha

B Ⅱ

B

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

a a a a a

Ⅱ

Ⅱ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●森林整備実施面積により、林業事
業体１者に嵩上げ補助を行いまし
た。
●もう１者の林業事業体については
条件を満たすことができず、補助を
行うことが出来ませんでした。 a

手
法
見
直
し

4 10 3 ─
ゾーニングによる計画的な森林整備
の推進

ha

町有林の造林面積（年）
（町有林にて造林（間伐・更新伐等）を行った面積）

5.0 ha 8.2
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

5,323 5,323 2

9,010 8,722 3

民
間
で
の
事
例

●ほぼ目標どおり達成できました。
●森林経営計画に基づいた箇所の間
伐を実施しました。

a

手
法
見
直
し

4 10 3 ─
ゾーニングによる計画的な森林整備
の推進

ha

町有林の造林面積（年）
（町有林にて造林（間伐・更新伐等）を行った面積）

5.0 ha 8.2 ha

B Ⅱ

B

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

a b a b a

Ⅱ

Ⅱ

町
民
ニ
ー

ズ

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

3863 町有林整
備事業

●町有林の間伐

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

施策（３層）

Ⅱ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度

基
本
目
標
４

当該年度

目標値 実績値 令和４年度

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

ha75.0 81.3

間伐実施面積（年）
（町内で施業された間伐実施面積）

●町西側の山林には急峻な地形地が
多く、作業路が十分に整備すること
が困難であるため、搬出間伐を効率
的に行うことができない状況です。
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

3,475 3,129 3

3,850 3,850 3

B Ⅰ

B Ⅰ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度

基
本
目
標
４

3865 森林環境
譲与税活
用事業

●意向調査の実施
●ノベルティ作製・配布（ひのき鉛
筆、ものさし）
●河岸段丘林等間伐

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度

目標値 実績値 令和４年度

施策（３層）

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

ha10.0 12.43

森林の管理に関する意向調査した面
積（年）
（飯島町森林計画図（林班図）に基づく（30林班、49

林班、50林班）エリアの意向調査した面積）

●意向調査対象者数107名中74名よ
り回答がありました。
●このうち、75％が町役場を通して
林業事業体に管理をお願いしたいと
回答しており、個人での管理が進ま
ない山林をいかに集約し、町が関
わっていくのかが今後の課題であり
ます。

ha

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

b a b a a

Ⅱ

Ⅱ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●今年度も意向調査を実施しまし
た。（12.43ha）
●飯島町産ヒノキを使用した、鉛筆
と物差しの侵入児童への配布、ま
た、除菌剤を関係者へ配布し、森林
環境譲与税への関心を高めました。
●地区や地権者からの要望があっ
た、道路河川沿いの竹林の伐採を行
いました。伐採により、通行する車
両や人の安全を確保しました。

a

手
法
見
直
し

4 10 2 ─
森林環境譲与税を活用した民有林の
集約化
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

51,747 50,984 2

18,537 17,822 2

A Ⅰ

A Ⅰ

─

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度当該年度

目標値 実績値 令和４年度

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

作業路網等、林業基盤整備の推進

●林道辰巳ヶ沢入線について、全線
舗装工事が終了したことにより、登
山客の一般車両の通行が増加してい
ます。今後は、通行車両の安全確保
を図るため、法面からの落石防止等
や安全施設（ガードレール等）の設
備の充実を図る必要があります。

─ ─ ─

3903 林道整備
事業

●企業局交付金を活用し、林道横根
山線の改修

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

施策（３層）

基
本
目
標
４

4 10 4 ─

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

令和３年度

令和４年度 令和４年度

a b a a a

Ⅰ

Ⅰ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●企業局交付金により、林道横根山
線の改修工事を行いました。
（擁壁工A=61.3㎡外）
●林道横根山線市ノ瀬橋の橋台工事
を行いました。 a

手
法
見
直
し

令和３年度
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

214 189 3

214 189 3

実績値 令和４年度

Ⅱ

Ⅱ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
４

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値

a b a b a

4111 商工総務
費

●産業振興審議会の開催による産業
全般の審議
●飯島町勤労者互助会の運営による
中小企業振興

●飯島町勤労者互助会の運営によ
り、中小企業者の福利厚生事業の一
助となりました。会員数176名（前
年比＋4名）

b

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

施策との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

267,756 257,717 3

267,951 261,127 3

C Ⅲ

C Ⅲ

B Ⅱ

B Ⅱ

2 社4 7 1 〇
音楽村構想「アルプスの音色が響く
まち」の推進

新規企業誘致数（延数）
（町や土地開発公社が所有する土地や町内の空き工場

等への企業誘致）

●令和４年11月「㈱クギン」が赤坂
地籍の工業地域に新工場を建設、令
和４年12月「信州西部陸送㈱」が石
曽根工場用地に物流倉庫を建設、操
業を開始

1 社

2 社4 7 2 〇
発酵食品関連企業と連携した発酵食
文化の推進

【再掲】
新規企業誘致数（延数）
（町や土地開発公社が所有する土地や町内の空き工場

等への企業誘致）

1 社

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

基
本
目
標
４

Ⅱ

Ⅱ

民
間
で
の
事
例

a a a a a

4121 商工業振
興費

●飯島町商工業振興事業補助金の交
付
●新型コロナウイルス感染症の影響
を受けている町内事業者への支援
●町制度資金のあっせん、利子補給
事業
●新型コロナウイルス対応営業力向
上事業支援補助金の創設
●エネルギー価格高騰対策事業者支
援事業補助金の創設

●新型コロナウイルス感染症拡大防
止の影響を受けている町内事業者の
事業継続のための支援を数多く実施
しました。
①新型コロナウイルス対応営業力向
上事業支援補助金
　➣83事業所：20,297千円補助
②エネルギー価格高騰対策事業者支
援事業補助金
　➣135事業所：12,656千円補助
●いいちゃん産業祭りの会場におい
て発酵食品のまちづくりのＰＲ活動
を行いました。

a

令和３年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

令和３年度

令和４年度 令和４年度

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上
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B Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅱ

─ ％4

【再掲】
地元滞留率
（町内で買物をする世帯の割合）

（参考）平成30年3.4％、令和３年度4.4％

令和６年度

６％ ％ ─ ％4 8 2 ─
買い物弱者対策を含めた買い物環境
の充実

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

基
本
目
標
４

令和６年度

６％ ％

4 7 6 ─ 飯島町商工会と連携した工業の支援

工業展参加事業者数
（国内外で開催される工業展等に参加する事業社数）

●工業展は新型コロナウイルス感染
症拡大防止の影響から出展を見合わ
せる企業が多く、また、オンライン
に切り替えた事業者もあることから
目標達成には至っていない状況で
す。

10 社

8 1 ─
商工業者が自ら提案しチャレンジで
きる仕組みづくり

【再掲】
地元滞留率
（町内で買物をする世帯の割合）

（参考）平成30年3.4％、令和３年度4.4％

4 7 4 〇 優良企業の誘致

製造品出荷額
（工業統計調査（経済産業省）の数値）

●多くの製造業において受注は安定
してあるものの、原料の高騰による
収益の悪化、慢性的な人材不足が発
生しており、将来にわたって不安が
あります。

5,294,494 万円 5,079,332

社

【再掲】
新規企業誘致数（延数）
（町や土地開発公社が所有する土地や町内の空き工場

等への企業誘致）

●令和４年11月「㈱クギン」が赤坂
地籍の工業地域に新工場を建設、令
和４年12月「信州西部陸送㈱」が石
曽根工場用地に物流倉庫を建設、操
業を開始

1 社 2

地元滞留率
（町内で買物をする世帯の割合）

（参考）平成30年3.4％、令和３年度4.4％

令和６年度

６％ ％ ─

万円

5

B Ⅱ

社 A Ⅰ

％ B Ⅱ

B Ⅱ
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B Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅰ

B Ⅱ

B Ⅰ

町内の事業所数（延数）
（町内の事業所数維持（経済センサス））

432 事業所 未確定

2 件 6 件4 9 3 ─ 人材育成の推進・支援

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

基

本
目
標
４

事業所4 9 4 ─ 飯島町商工会と連携した起業支援

起業数（年）
（町内で起業した件数）

●商工会への相談や町の補助金を活
用いただき、起業数の目標が達成で
きました。

8 3 ─
飯島町商工会等と連携した商業の支
援

【再掲】
地元滞留率
（町内で買物をする世帯の割合）

（参考）平成30年3.4％、令和３年度4.4％

令和６年度

６％
％ ─ ％4
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

4,450 3,557 1

2,782 2,776 2

A Ⅰ

B Ⅱ

A Ⅰ

B Ⅱ

6 回4 7 3 〇
企業のビジネスマッチングや販路開
拓に繋がる支援

メディア掲載回数（年）
（協力隊の活動が新聞等で取り上げられた回数）

●報道機関（新聞、テレビ、広報
等）を活用し、わら細工（円座、
蓑、しめ飾り）のＰＲ活動をするこ
とができました。

5 回

6 回4 7 5 ─
わら細工などの伝統技術等の承継支
援

【再掲】
メディア掲載回数（年）
（協力隊の活動が新聞等で取り上げられた回数）

5 回

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

基
本
目
標
４

Ⅰ

Ⅵ

民
間
で
の
事
例

b a a a a

4123 伝統技術
等承継支
援事業

●他自治体地域おこし協力隊とのコ
ラボ商品づくり
●わら細工ワークショップ講師
●わら細工講座受講によるスキル
アップ
●農業実践（米、わらづくり）

●新聞等で協力隊員の活動が取り上
げられ、飯島町のわら細工文化のＰ
Ｒができました。
●わら細工、しめ飾りづくりなど町
民からの講師依頼が多く、これまで
習得したわら細工技術が地域還元さ
れました。

b

令和３年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

令和３年度

令和４年度 令和４年度

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

127,702 126,916 3

268,443 267,666 3

A Ⅱ

A Ⅰ

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

令和３年度

令和４年度 令和４年度

4124 くらし復
興券１億
円事業

●【第４弾】飯島町くらし復興券発
行１億円事業
①使用期間：令和４年６月11日～令
和４年９月30日
②発行総額：110,000千円（うち、
住民税非課税世帯へ無料交付
（1,137冊））
③取扱店舗：226事業所
●【第５弾】飯島町くらし復興券発
行１億円事業
①使用期間：令和４年11月19日～令
和５年２月28日
②発行総額：126,930千円（うち、
住民税非課税世帯、低所得高齢者
等、子育て世帯等へ無料交付
（3,493冊））
●飲食店応援券発行事業
①使用期間：令和４年11月19日～令
和５年２月28日
②発行総額：18,000千円（3,000円
綴を1,000円で販売）

●第４弾及び５弾を同時に発表した
ことで、年間を通じて計画的に利用
いただくことができました。
●新型コロナによる影響を受けた住
民の生活支援は元より、物価高騰等
に対する支援にもつなげることがで
きました。
●第５弾時には飲食店等特に影響の
大きな事業者を応援する目的で、券
種を分けて販売したことで利用率の
向上につながりました。 a

Ⅱ

Ⅱ

民
間
で
の
事
例

a a a b b

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度
基
本
目
標
４

─ ％4 8 4
感染症対策を踏まえ必要に応じた商
品券の発行等による消費喚起

【再掲】
地元滞留率
（町内で買物をする世帯の割合）

（参考）平成30年3.4％、令和３年度4.4％

令和６年度

６％
％
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

0 0 4

0 0 4

B Ⅱ

B Ⅰ

6 件4 9 3 ─ 人材育成の推進・支援

起業数（年）
（町内で起業した件数）

●商工会への相談や町の補助金を活
用いただき、起業数の目標が達成で
きました。

2 件

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度
基
本
目
標
４

Ⅱ

Ⅱ

民
間
で
の
事
例

b c a a a

4125 事業承継
支援事業

●事業承継を検討している事業者の
相談対応

●事業承継を検討する事業者からの
相談対応には応じたものの、事業承
継につなげることができませんでし
た。

a

令和３年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

令和３年度

令和４年度 令和４年度

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

23,052 22,732 3

6,343 5,732 2

Ⅱ

Ⅱ

民
間
で
の
事
例

b a a b b

4162 企業誘致
費

●石曽根工場用地への倉庫建設支援
●商業施設誘致のための測量設計業
務の実施
●飯島町土地開発公社と連携した企
業誘致

●石曽根工場用地に信州西部陸送㈱
物流倉庫が12月に完成操業開始し目
標指標は達成しました。
●赤坂地籍の工業地域に㈱クギン新
工場が11月に完成操業開始しまし
た。
●商業施設誘致のための地権者交
渉、測量業務等を発注しましたが、
令和５年度へ繰り越しを行うことと
なりました。
●土地開発公社案件で新田工業用地
及び久根平工業団地の売却の目途が
立ちました。

a

令和３年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

令和３年度

令和４年度 令和４年度

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上
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C Ⅲ

C Ⅲ

B Ⅱ

B Ⅱ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

基
本
目
標
４

B Ⅱ

4 7 4 〇 優良企業の誘致

地元滞留率
（町内で買物をする世帯の割合）

（参考）平成30年3.4％、令和３年度4.4％

令和６年度

６％ ％ ─ ％

A Ⅰ

【再掲】
新規企業誘致数（延数）
（町や土地開発公社が所有する土地や町内の空き工場

等への企業誘致）

1 社 2

新規企業誘致数（延数）
（町や土地開発公社が所有する土地や町内の空き工場

等への企業誘致）

●令和４年11月「㈱クギン」が赤坂
地籍の工業地域に新工場を建設、令
和４年12月「信州西部陸送㈱」が石
曽根工場用地に物流倉庫を建設、操
業を開始

1 社 2

社

社

4 7 2 〇
発酵食品関連企業と連携した発酵食
文化の推進

【再掲】
新規企業誘致数（延数）
（町や土地開発公社が所有する土地や町内の空き工場

等への企業誘致）

1 社 2 社

4 7 1 〇
音楽村構想「アルプスの音色が響く
まち」の推進
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

54 36 3

11,884 11,880 3

実績値 令和４年度

Ⅰ

Ⅰ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
４

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値

a b a a a

5811 農業施設
災害復旧
事業（補
助）

●パトロールを実施し、枝葉の除去
等を行い未然防止を図る。
●豪雨により被害のあった農業施設
の復旧工事を実施

●令和３年５月豪雨で災害のあった
３工区（令和４年度繰越事業。日曽
利・岩間・横沢）の農地復旧を完了
しました。

a

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

施策との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

3,391 3,376 3

1,653 1,650 3

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

5812 農業施設
災害復旧
事業（単
独）

●パトロールを実施し、枝葉の除去
等を行い未然防止を図る。
●豪雨により被害のあった農業施設
の復旧工事を実施

●令和３年５月豪雨で被害のあった
農地を復旧しました。（春日平）

a a b a a a

Ⅰ

Ⅰ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
４

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

施策との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

B Ⅰ

B Ⅰ

基
本
目
標
４

4 6 3 ─ 中央道跨水路橋の統廃合検討

●中央道跨道水路橋の統廃合につい
ては、関係所管課（建設水道課）と
現地調査等を行い、統廃合の素案を
作成してあることから、今後は地元
と協議や調整を行っていくなかで、
通行の利便性や農作物への影響が予
想されることから、理解を得るため
には様々な問題をその都度解決して
いく必要があります。

実績値 令和４年度

─ ─ ─ ─

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

事務事業との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

観光客数（年）
（与田切公園、千人塚公園、道の駅花の里いいじま、

道の駅田切の里の利用者数）

人 人 B Ⅱ

観光客数（年）
（与田切公園及び千人塚公園の利用者数）

人 人 A Ⅱ

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値

サテライトオフィスの誘致を推進

実績値 令和４年度

300,000 316,400

40,000 73,300

基
本
目
標
４

4 9 1 ─

事務事業との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

B Ⅲ

B Ⅲ

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値

求人情報の提供と就労サポート体制
の充実

●「企業等実態調査」を実施したこ
とにより、町内企業の雇用状況及び
課題の把握することができました。
結果を参考に、引き続き、地域創造
課と連携し上伊那広域連合が主催す
る若者人材確保事業に参画し、町内
企業のＰＲにつなげていきます。ま
た、飯島町社会福祉協議会とも連携
し、就労支援にもつなげていきま
す。

実績値 令和４年度

─ ─ ─ ─

基
本
目
標
４

4 9 2 ─

事務事業との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

B Ⅱ

B Ⅱ

基
本
目
標
４

4 10 1 ─
ＩＣＴ技術による森林測量を基にし
た森林整備の推進及び生産性の向上

●ＩＣＴ技術を活用した全国の先進
地の取組み等情報収集を行い、職員
の知識向上を図ることができまし
た。

実績値 令和４年度

─ ─ ─ ─

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

事務事業との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

B Ⅰ

B Ⅰ

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値

間伐材等を利用した自然エネルギー
活用の推進

●環境循環ライフ構想プロジェクト
会議（全３回）への参加により、町
内の木材賦存量を確認し、今後のバ
イオマスエネルギーの使用方法等を
検討することができました。

実績値 令和４年度

─ ─ ─ ─

基
本
目
標
４

4 10 5 〇

事務事業との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

B Ⅰ

B Ⅰ

基
本
目
標
４

4 11 1 ─ 治山・治水事業の推進

●地元要望箇所等を調査し、長野県
に要望活動を行うことができまし
た。また、日曽利地区においては、
「山の田復旧治山事業」が採択され
たことにより工事が行われていま
す。

実績値 令和４年度

─ ─ ─ ─

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

事務事業との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

B Ⅰ

B Ⅰ

基
本
目
標
４

4 12 1 ─
猟友会や鳥獣被害対策実施隊との連
携による有害鳥獣駆除の推進

実績値 令和４年度

有害鳥獣捕獲頭数（年）
（個体数調整目的で捕獲した有害鳥獣（ニホンジカ、

イノシシ、ニホンザル）の頭数）

●シカ、イノシシ捕獲檻での捕獲が
減少傾向となってきています。
●サル捕獲頭数は、新しくサル檻を
設置した効果もあり増加しました。

50 51頭 頭

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

事務事業との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

B Ⅰ

A Ⅰ

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値

自然条件及び地域の特性等を考慮し
た樹種転換の推進

実績値 令和４年度

樹種転換実施面積（年）
（町内山林において、保全松林緊急保護整備事業を活

用し樹種転換を実施した面積）

●樹種転換は、伐採から植栽、以降
数年間の下草刈りや除伐といった保
育が必要なるため管理に要する費用
が増大する見込みです。

1 2ha ha

基
本
目
標
４

4 12 2 ─

事務事業との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

B Ⅰ

B Ⅰ

基
本
目
標
４

4 12 5 ─ 有害鳥獣等対策の啓発活動の推進

実績値 令和４年度

有害鳥獣被害対策の啓発（年）
（町広報への記事掲載）

1 1回 回

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

事務事業との関連性なし
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建設水道課

事業コード・事業名称
実施計画と
連動なし
（●）

達成状況
頁

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

1175 子育て世帯０－３歳上下水道関連応援事業 ─ 3 159

2861 上水道整備事業 ● 3 2 160

2941 合併処理浄化槽設置整備事業 3 2 161

2942 合併処理浄化槽管理費 3 3 162

4201 土木総務費 3 3 163

4207 地籍調査事業 3 3 165

4221 道路維持費 3 3 166

4231 町道整備事業 3 3 167

4235 社会資本整備総合交付金事業 3 3 168

4238 県営農道整備事業 3 3 169

4252 道路メンテナンス事業 3 3 170

4261 国県関連事業 3 3 171

4263 道の駅本郷管理費 ● 3 3 172

4264
国道１５３号伊那バレー・リニア北バイパス
改良促進費

3 3 173

4311 河川総務費 3 3 174

4322 河川整備事業 3 3 175

4411 都市計画総務費 3 3 176

建
設
水
道
課

■達成状況・・・（－）当該年度の評価なし

■事業終了・・・国や県の事業も含む
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事業コード・事業名称
実施計画と
連動なし
（●）

達成状況
頁

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

4511 町営住宅管理費 3 3 178

4512 町営住宅整備事業 3 3 179

4531 住宅耐震対策促進事業 3 3 180

4532 空き家対策事業 3 3 182

建
設
水
道
課
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基本
目標５

暮らしを支える 強靭で快適なライフラインの創造

＜建設水道＞ ≪基本的方向≫
住民の安全・安心で豊かな暮らしを支える、強靭で快適なライフラインを創造します。
道路・橋りょう、上下水道を中心とした公共インフラは暮らしの重要な要素です。リニア中央新幹線の開通や時代の変革など、将来を見据えたインフラ整備

や維持管理、強靭化を進めることで暮らしやすいまちを実現します。

政策５-（１）
暮らしを支える道
路の整備

施策 主な成果指標等
進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① 国道、県道の整備促進 定性的な成果 Ｂ Ｂ

② 町道の整備 町道の改良延長（幅員5.5m～） Ｂ Ｂ

③ 道路構造物の長寿命化修繕 町管理橋梁の点検数（延数） Ｂ Ａ

④ 道路橋及び水路橋の統廃合の検討 定性的な成果 Ｂ Ｂ

⑤ 地域や住民との公助による道路の維持管理 定性的な成果 Ｂ Ｂ

⑥ 国道153号伊那バレー・リニア北バイパスの計画促進 定性的な成果 Ｂ Ｂ

⑦ 交通量の少ない道路等の用途廃止や代替策の研究 定性的な成果 Ｂ Ｂ

政策５-（２）
安全・安心の河川
整備

施策 主な成果指標等
進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① 一級河川天竜川、与田切川及び中田切川の整備・砂防
事業の促進

与田切川、中田切川の整備率 Ｂ Ｂ

② 県管理河川の整備・砂防事業の促進 定性的な成果 Ｂ Ｂ

③ 町管理河川の適正な維持管理 定性的な成果 Ｂ Ｂ

政策５-（３）
将来を見据えた都
市づくり

施策 主な成果指標等
進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① 住民の希望する未来や国土利用計画に基づく都市計画
等の見直し

現都市計画の見直し案の作成及び計画決定 Ｂ Ｂ

② 都市計画マスタープランの更新による、総合的な都市
計画の推進

【再掲】現都市計画の見直し案の作成及び計画決定 Ｂ Ｂ

③ 景観保全を目的とした、住宅・看板設置の指導 景観計画に定められた景観形成基準への適合率 Ｂ Ａ

■進捗状況・・・（－）当該年度の評価なし
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政策５-（４）
住宅施策と空き家
対策

施策 主な成果指標等
進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① 公営住宅の適正管理（長寿命化・計画的な維持修繕）
と統廃合の促進

長寿命化計画に基づく住宅ストック数 Ｂ Ａ

② 住宅の耐震診断・耐震改修の促進、若しくは建替えの
推奨

一般住宅の耐震化率 Ｂ Ｃ

③ 特定空家等候補の抑制と空き家の適正管理及び利活用
の促進

特定空家等候補数 Ｃ Ｂ

④ 公営住宅については、適正な管理により入居率の向上 町営住宅の入居率 Ｂ Ａ

⑤ 耐震診断・耐震改修・耐震シェルター設置の推進 木造住宅等耐震診診断事業の実施数 Ｂ Ｃ

政策５-（５）
地籍調査事業の推
進

施策 主な成果指標等
進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① 地籍調査事業の推進 国土調査実施済進捗率 Ｂ Ｂ

政策５-（６）
安全で安心な水道
の確保

施策 主な成果指標等
進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① 建替えも視野に入れた浄水場耐震化の実施 定性的な成果 Ｂ Ｂ

② 老朽管路の更新継続 水道管の管路耐震化率 Ｂ Ｂ

③ 隣接自治体への用水供給事業の推進 定性的な成果 Ｂ Ａ

④ 豊かな水資源を活用した水力発電等による水道料金の
値下げ

定性的な成果 Ｂ Ｂ

政策５-（７）
快適で衛生的な下
水道・浄化槽の推
進

施策 主な成果指標等
進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① 下水道・合併浄化槽へのつなぎ込み推進 下水道・合併浄化槽へのつなぎ込み率 Ａ Ａ

② 下水道処理施設の統廃合 定性的な成果 Ｂ Ａ

③ 経営実態に適合した料金体系の検討 定性的な成果 ─ ─
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

─ ─ ─

1,200 895 3

実施計画（施策）評価

●子育て世帯０-３歳児補助金の交
付取扱いに係る適正な事務執行を行
うことができました。
　➣補助額：１人／５千円
　➣令和４年度対象者：199人
　➣令和４年度実績：179人
　➣補助金支出額：895千円 a

手
法
見
直
し

〇

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

a a a a a

─

Ⅰ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

令和３年度

基
本
目
標
５

1175 子育て世
帯０－３
歳上下水
道関連応
援事業

●子育て世帯０-３歳上下水道関連
応援事業補助金の創設

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度

目標値 実績値 令和４年度

施策（３層）

進捗
状況

今後の
方向性

人口増プロジェクトの施策として位置付け
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

500 500 3

1,000 1,000 2

実績値 令和４年度

Ⅱ

Ⅰ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
５

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値

a a a a a

2861 上水道整
備事業

●計画的な遠距離給水管工事の実施
（１件／年）

●遠距離給水件数２件
（町費施工対象延長合計：176.1
ｍ）

a

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

施策との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

4,610 3,850 3

4,291 4,277 2

A Ⅰ

A Ⅰ

実施計画（施策）評価

％

●合併処理浄化槽設置基数（10基）
　➣５人槽：７基
　➣７人槽：１基
　➣10人槽：１基
　➣12人槽：１基
●合併処理浄化槽設置補助金
（4,275千円）
　➣５人槽：2,374千円
　➣７人槽：414千円
　➣10人槽：548千円
　➣12人槽：939千円
●長野県浄化槽推進協議会会費負担
金(２千円)

a

手
法
見
直
し

5 7 1 〇
下水道・合併浄化槽へのつなぎ込み
推進

下水道・合併浄化槽へのつなぎ込み
率
（公共下水道と農集排及び合併処理浄化槽の管接続の

率）

●快適で衛生的な生活環境と河川等
の水質を保全するため、下水道や浄
化槽の普及の周知により、目標値を
達成することができました。
（参考）令和３年度末下水道つなぎ
込み率84.6％

84.6 ％ 85.6

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

a a a a a

Ⅰ

Ⅰ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

令和３年度

基
本
目
標
５

2941 合併処理
浄化槽設
置整備事
業

●個別処理区への補助制度の周知を
継続した水洗化の推進

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度

目標値 実績値 令和４年度

施策（３層）

進捗
状況

今後の
方向性
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

6,957 6,670 3

6,792 6,652 3

A Ⅰ

A Ⅰ

実施計画（施策）評価

％

●消耗品（５千円）
●印刷製本費（216千円）
●通信運搬費（切手）（42千円）
●合併処理浄化槽維持管理補助金
（6,390千円）
　➣飯島地区190件（1,900千円）
　➣田切地区158件（1,580千円）
　➣本郷地区137件（1,370千円）
　➣七久保地区154件（1,540千円）

a

手
法
見
直
し

5 7 1 〇
下水道・合併浄化槽へのつなぎ込み
推進

下水道・合併浄化槽へのつなぎ込み
率
（公共下水道と農集排及び合併処理浄化槽の管接続の

率）

●快適で衛生的な生活環境と河川等
の水質を保全するため、下水道や浄
化槽の普及の周知により、目標値を
達成することができました。
（参考）令和３年度末下水道つなぎ
込み率84.6％

84.6 ％ 85.6

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

a a a a a

Ⅰ

Ⅰ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

令和３年度

基
本
目
標
５

2942 合併処理
浄化槽管
理費

●口頭、電話などで適切な維持管理
の啓発
●水環境の維持

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度

目標値 実績値 令和４年度

施策（３層）

進捗
状況

今後の
方向性
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

2,794 2,703 3

2,949 2,675 3

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

令和３年度

令和４年度 令和４年度

4201 土木総務
費

●現場調査（道路パトロール）
●道路台帳の整備
●各種期成同盟会への参加

●ほぼ目標どおり達成できました。
●道路の現地状況の把握を実施しま
した。
●道路事業を反映した道路台帳の整
備を実施しました。
●関係機関への協議、要望を実施し
ました。
●河川整備、砂防事業を促進するた
め、各種期成同盟会へ参加しまし
た。

a

Ⅰ

Ⅰ

民
間
で
の
事
例

a a a a a
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B Ⅱ

B Ⅰ

B Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅰ

B Ⅰ

B Ⅰ

B Ⅰ

1 ─

44.7 km

 一級河川天竜川、与田切川及び中
田切川の整備・砂防事業の促進

与田切川、中田切川の整備率
（最上流部から下流部まで整備が完了している割合）

●河川整備及び砂防事業を進める上
で、事業対象範囲が広いため、関係
者及び地権者が広範囲に及びます。
そのため、事業実施主体である国土
交通省天竜川上流河川事務所と、地
元関係者及び地権者との繋ぎ役を果
たしながら、町として事業の進捗を
図っていく必要があります。

80.6 ％ 80.6 ％

町道の整備

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

─ ─5 2 2 ─ 県管理河川の整備・砂防事業の促進

─ ─5 1 7 ─
交通量の少ない道路等の用途廃止や
代替策の研究

●長野県への事業要望により「日向
沢川、矢の沢川」の河川整備及び
「矢の沢川、高遠入沢川」の砂防事
業を実施することができました。

─ ─

基
本
目
標
５

●道路等の用途廃止や代替策につい
て関係課と連携を図ることにより、
道路周辺管理計画の方針を策定をす
ることができました。

─ ─

町道の改良延長（幅員5.5m～）
（センターラインのある規格道路（5.5m以上）の整備

済延長）

●道路改良事業を進めるにあたって
は、地元関係者との入念な協議や調
整が必要であり、事業の進捗にも影
響を及ぼします。
●国の補助事業を活用して事業の進
捗を図っておりますが、例年、国の
予算付けについては要望どおりにな
らないことが多いため、計画的な進
捗が図れないことが課題となってお
ります。

45.0 km5 1 2 〇

5 2

164



計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

21,427 20,638 3

13,394 13,219 3

B Ⅱ

B Ⅱ

令和３年度

基
本
目
標
５

4207 地籍調査
事業

●過年度（平成30年度以前）調査地
区（成果の認証（県・国）、法務局
送付）
●令和２年度調査地区（田切５区）
（地籍図及び地籍簿の作成）
●令和３年度調査地区（飯島11区）
（地積測定、地籍図及び地籍簿の作
成）
●令和４年度調査地区（田切６区）
（地籍調査事業計画及び地元説明会
の実施、一筆地調査及び一筆地測量
の実施）

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度

目標値 実績値 令和４年度

施策（３層）

進捗
状況

今後の
方向性

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

b a c b b

Ⅱ

Ⅱ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

実施計画（施策）評価

％

●平成30年度の調査地区が認証承認
され、認証未達による停滞が全て解
消されました。
●令和２年度以降の調査地区につい
て、一筆地調査（Ｅ工程）の委託業
者と連携し、正確性の高い現地調査
を実施しました。 a

手
法
見
直
し

5 5 1 ─ 地籍調査事業の推進

国土調査実施済進捗率
（全体計画予定地に対する割合）

●認証未達により停滞していた過年
度の調査地区について、成果の認証
を完了しました。
●令和元年度以降の調査地区につい
て、目標どおり（３年スパン）での
業務を実施しました。

76.7 ％ 70.5

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）第６次総合計画政策体系上の位置付け
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

90,406 89,836 3

102,618 101,641 3

B Ⅱ

B Ⅱ

令和３年度

基
本
目
標
５

4221 道路維持
費

●道路維持補修
●現物支給事業
●道路除草
●道路除雪・融雪剤散布

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度

目標値 実績値 令和４年度

施策（３層）

進捗
状況

今後の
方向性

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

a b c a c

Ⅱ

Ⅱ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

実施計画（施策）評価

─

●道路補修を緊急性の高い箇所から
実施することができました。
●現物支給事業により各自治会へ補
修資材の提供ができました。
●適切な時期に幹線道路（広域農
道）の除草を実施することができま
した。
●除雪会議を開催し、委託業者と除
雪体制の協議・調整を行い、冬季に
おける対応を実施することができま
した。
●自治会担当部局と調整を行い、新
たに住みよい地域推進費を創設する
ことができました。

a

手
法
見
直
し

5 1 5 ─
地域や住民との公助による道路の維
持管理

●道路補修を緊急性の高い箇所から
実施することにより事故等の防止に
努めることができました。
●広域幹線道路である広域１号・２
号線の除草作業を実施し、交通の安
全確保に努めました。

─ ─ ─

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）第６次総合計画政策体系上の位置付け
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

8,993 8,549 3

9,724 9,051 3

B Ⅱ

B Ⅰ

実施計画（施策）評価

km

●ほぼ目標どおり達成できました。
●町道火の見線道路改良計画につい
て、用地測量を実施しました。
●町道丸山線道路改良計画につい
て、用地測量と用地買収を実施しま
した。

a

手
法
見
直
し

5 1 2 〇 町道の整備

町道の改良延長（幅員5.5m～）
（センターラインのある規格道路（5.5m以上）の整備

済延長）

●道路改良事業を進めるにあたって
は、地元関係者との入念な協議や調
整が必要であり、事業の進捗にも影
響を及ぼします。
●国の補助事業を活用して事業の進
捗を図っておりますが、例年、国の
予算付けについては要望どおりにな
らないことが多いため、計画的な進
捗が図れないことが課題となってお
ります。

45.0 km 44.7

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

a b c b c

Ⅰ

Ⅰ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

令和３年度

基
本
目
標
５

4231 町道整備
事業

●町道火の見線道路改良
●町道丸山線道路改良

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度

目標値 実績値 令和４年度

施策（３層）

進捗
状況

今後の
方向性
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

103,782 102,791 3

285,795 283,603 3

B Ⅱ

B Ⅰ

実施計画（施策）評価

km

●ほぼ目標どおり達成できました。
●補助金を活用し各事業を実施しま
した。
　➣南田切線道路改良事業
　（工事）
　➣本郷飯島線道路改良事業
　（工事）
　➣高尾本線道路改良事業
　（用地測量、用地買収及び補償）

a

手
法
見
直
し

5 1 2 〇 町道の整備

町道の改良延長（幅員5.5m～）
（センターラインのある規格道路（5.5m以上）の整備

済延長）

●道路改良事業を進めるにあたって
は、地元関係者との入念な協議や調
整が必要であり、事業の進捗にも影
響を及ぼします。
●国の補助事業を活用して事業の進
捗を図っておりますが、例年、国の
予算付けについては要望どおりにな
らないことが多いため、計画的な進
捗が図れないことが課題となってお
ります。

45.0 km 44.7

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

a b c b c

Ⅰ

Ⅰ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

令和３年度

基
本
目
標
５

4235 社会資本
整備総合
交付金事
業

●南田切線道路改良事業
（改良工事の実施）
●本郷飯島線道路改良事業
（改良工事の実施）
●高尾本線道路改良事業
（用地測量、用地買収及び補償）

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度

目標値 実績値 令和４年度

施策（３層）

進捗
状況

今後の
方向性
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

25,050 25,045 3

17,531 17,531 3

B Ⅱ

B Ⅰ

実施計画（施策）評価

km

●七久保側（柏木信号機～与田切
橋）の舗装打替工事（L=575ｍ）が
完成しました。
●山久交差点から北側について、長
野県の農地整備課と調整を行い、測
量設計を実施しました。

a

手
法
見
直
し

5 1 2 〇 町道の整備

町道の改良延長（幅員5.5m～）
（センターラインのある規格道路（5.5m以上）の整備

済延長）

●道路改良事業を進めるにあたって
は、地元関係者との入念な協議や調
整が必要であり、事業の進捗にも影
響を及ぼします。
●国の補助事業を活用して事業の進
捗を図っておりますが、例年、国の
予算付けについては要望どおりにな
らないことが多いため、計画的な進
捗が図れないことが課題となってお
ります。

45.0 km 44.7

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

a a a a a

Ⅰ

Ⅰ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

令和３年度

基
本
目
標
５

4238 県営農道
整備事業

●舗装打替工事の実施
●飯島側（山久線交差点から北側）
の歩道設置検討

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度

目標値 実績値 令和４年度

施策（３層）

進捗
状況

今後の
方向性
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

47,572 47,207 3

59,117 59,117 3

B Ⅱ

A Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅱ

─5 1 4 ─ 道路橋及び水路橋の統廃合の検討

●道路橋及び水路橋の統廃合につい
て関係課と協議をしたことにより、
統廃合計画の方針を策定することが
できました。

─ ─ ─

橋

●ほぼ目標どおり達成できました。
●補助金を活用し、橋梁の点検を実
施しました。
　➣中田切ふれあい橋ほか47橋
●補助金を活用し、橋梁の長寿命化
修繕を実施しました。
　➣中田切ふれあい橋

a

手
法
見
直
し

5 1 3 ─ 道路構造物の長寿命化修繕

町管理橋梁の点検数（延数）
（町内127橋ある橋梁を計画的に点検します。）

●飯島町が管理する橋梁は127橋あ
り、建設から数十年が経過して老朽
化を迎えております。このような背
景から計画的に橋梁の維持管理を行
い、限られた財源の中で効率的に橋
梁を維持していくための取組が不可
欠となります。●橋梁は「損傷が大
きくなる前に予防的な対策を適切に
行う」ことが、寿命を延ばすことに
なります。

98 橋 98

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）第６次総合計画政策体系上の位置付け

基
本
目
標
５

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

a b b b c

Ⅱ

Ⅱ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

令和３年度

4252 道路メン
テナンス
事業

●橋梁の法廷点検（町内一円）
●橋梁の法廷点検（町内一円）
●橋梁の長寿命化修繕（中田切ふれ
あい橋）

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度

目標値 実績値 令和４年度

施策（３層）

進捗
状況

今後の
方向性

実施計画（施策）評価
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

223 109 3

189 118 3

B Ⅰ

B Ⅱ

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）第６次総合計画政策体系上の位置付け

─5 1 1 〇 国道、県道の整備促進

基
本
目
標
５

●県主導の地権者説明会等に協力す
ることにより、県道北林飯島線道路
改良事業の用地・補償契約に向けた
進捗を図ることができました。
●県道伊那生田飯田線（竜東線）改
良事業と島河原地区土地改良事業と
の事業用地の調整を図ることができ
ました。

─ ─ ─

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

a b a a c

Ⅱ

Ⅱ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●県道北林飯島線の改良事業につい
て、地権者説明会、用地測量・補償
物件調査に協力し、令和５年度から
の用地・補償契約に向けた進捗が図
られました。
●県道伊那生田飯田線（竜東線）の
改良事業について、伊那建設事務所
及び土地改良事業関係者との打合せ
を行い、事業計画の具体化を図りま
した。

a

手
法
見
直
し

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

令和３年度

4261 国県関連
事業

●県道北林飯島線の改良事業につい
て、県が実施する地元説明会・用地
測量等へ協力して事業の進捗を図
る。
●県道伊那生田飯田線（竜東線）に
ついて、島河原地区の土地改良事業
との連携を図り、県への要望活動を
継続する。

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度

目標値 実績値 令和４年度

施策（３層）

進捗
状況

今後の
方向性

実施計画（施策）評価
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

1,098 911 3

1,088 975 3

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）第６次総合計画政策体系上の位置付け

基
本
目
標
５

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

a c c b b

Ⅱ

Ⅱ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●ほぼ目標どおり達成できました。
●駐車場・トイレの管理を㈱ふるさ
との味いいじまに委託し、適切な管
理が行われました。
●合併処理浄化槽の管理を㈲七久保
衛生社に委託し、適切な管理が行わ
れました。 a

手
法
見
直
し

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

令和３年度

4263 道の駅本
郷管理費

●駐車場の維持管理
●トイレの維持管理
●合併浄化槽の維持管理

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度

目標値 実績値 令和４年度

施策（３層）

進捗
状況

今後の
方向性

実施計画（施策）評価

施策との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

123 49 3

99 48 3

B Ⅱ

B Ⅱ

令和３年度

4264 国道１５
３号伊那
バレー・
リニア北
バイパス
改良促進
費

●同盟会の組織強化
●長野県に対して事業促進要望
●自動運転交通システム等について
の研究と勉強会の実施

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度

目標値 実績値 令和４年度

施策（３層）

進捗
状況

今後の
方向性

実施計画（施策）評価

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

a b a a b

Ⅱ

Ⅱ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●同盟会総会を開催して、構成員の
拡充、バイパスの必要性について機
運の醸成を図りました。
●長野県建設部長へ改良促進に関す
る要望書を提出し、令和５年１月に
は伊那・飯田建設事務所との勉強会
を開催しました。

a

手
法
見
直
し

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）第６次総合計画政策体系上の位置付け

─5 1 6 ─
国道153号伊那バレー・リニア北バ
イパスの計画促進

基
本
目
標
５

●構成員の拡充により、さらにバイ
パスの必要性について機運の醸成を
図ることができました。
●長野県建設部長へ改良促進に関す
る要望書を提出したことにより、改
良の必要性の認識を共有することが
できました。
●長野県伊那建設事務所・飯田建設
事務所との勉強会を開催したことに
より、課題等を明確にすることがで
きました。

─ ─ ─
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

20 20 3

18 18 3

B Ⅰ

B Ⅰ

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）第６次総合計画政策体系上の位置付け

─5 2 3 ─ 町管理河川の適正な維持管理

基
本
目
標
５

●小規模な損傷個所を補修したこと
により災害に対する対策を図ること
ができました。

─ ─ ─

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

a c c a c

Ⅰ

Ⅰ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●ほぼ目標どおり達成できました。
●北の沢川・小胡桃沢川について、
岩間自治会作業により河川清掃を
行っていただくことができました。

a

手
法
見
直
し

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

令和３年度

4311 河川総務
費

●準用河川の清掃
（土砂撤去・草刈り）

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度

目標値 実績値 令和４年度

施策（３層）

進捗
状況

今後の
方向性

実施計画（施策）評価
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

2,370 2,131 3

3,100 2,896 3

B Ⅰ

B Ⅰ

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）第６次総合計画政策体系上の位置付け

─5 2 3 ─ 町管理河川の適正な維持管理

基
本
目
標
５

●小規模な損傷個所を補修したこと
により災害に対する対策を図ること
ができました。

─ ─ ─

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

a b c a a

Ⅰ

Ⅰ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●ほぼ目標どおり達成できました。
●河川に堆積した土砂を撤去しまし
た。
　➣小胡桃沢川
　➣北沢川
●大雨により損傷した河川の補修を
実施しました。
　➣古川
　➣火打垣外沢川

a

手
法
見
直
し

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

令和３年度

4322 河川整備
事業

●河川維持（土砂撤去）
●河川補修（小破修繕）

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度

目標値 実績値 令和４年度

施策（３層）

進捗
状況

今後の
方向性

実施計画（施策）評価
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

311 190 3

421 326 3

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

民
間
活
用

手
法
見
直
し

4411 都市計画
総務費

●都市計画マスタープラン改訂及び
立地適正化計画策定について、近隣
市町村の取組みを研究する。
●都市計画道路、用途地域の見直し
について、実施手法・時期を研究す
る。

●先進事例（伊那市・茅野市等）の
聞き取りを実施し、都市マス改定に
合わせて立地適正化計画を策定する
ことを決定しました。
●飯島町都市計画マスタープラン及
び立地適正化計画庁内検討委員会規
程を新規制定し、令和５年度からの
体制づくりを行いました。
●将来的な公共施設等の更新・再編
に関して、立地適正化計画に係る支
援制度の活用を研究しました。

a

Ⅱ

Ⅱ

a b a b b

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例
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B Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅱ

A Ⅱ

B Ⅱ

令和５年度

１件
件 ─ 件

件 ─ 件

％ 100.0 ％

％ 79.0

現都市計画の見直し案の作成及び計
画決定
（計画を策定した件数）

●飯島町都市計画マスタープラン見
直しと立地適正化計画の策定を令和
５年度から同時に実施するための全
体計画を作成しました。
●将来的な公共施設等の更新・再編
に活用可能な立地適正化計画に係る
支援制度を研究しました。

【再掲】
現都市計画の見直し案の作成及び計
画決定
（計画を策定した件数）
●飯島町都市計画マスタープラン見
直しと立地適正化計画の策定を令和
５年度から同時に実施するための全
体計画を作成しました。
●将来的な公共施設等の更新・再編
に活用可能な立地適正化計画に係る
支援制度を研究しました。

景観計画に定められた景観形成基準
への適合率
（景観形成基準の累計適合件数／届出の総数）

●建築物等の新設や外観変更につい
ては、申請書により審査し指導する
ことができました。

広告物条例に基づく許可基準の適合
率（３年ごと点検）
（適用基準の累計適合件数／点検広告物の総数）

●条例で定める適合性を満たしてい
ない広告物について、改善や撤去を
求めたところ、４件が撤去に応じま
した。

令和５年度

１件

100.0

80.0

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

基
本
目
標
５

5 3 1 ─
住民の希望する未来や国土利用計画
に基づく都市計画等の見直し

5 3 2 ─
都市計画マスタープランの更新によ
る、総合的な都市計画の推進

％

5 3 3 ─
景観保全を目的とした、住宅・看板
設置の指導
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

2,698 2,597 3

6,043 5,896 3

B Ⅰ

A Ⅰ

B Ⅰ

A Ⅰ

120 戸 120 戸

─ 箇所

長寿命化計画に基づく住宅ストック
数
（町営住宅（GH・GR除く）の総戸数）

●長寿命化計画に基づき、老朽化し
た豊岡住宅を一部除却し、管理戸数
(住宅ストック数）を削減しまし
た。

公営住宅数
（公営の住宅数）

町営住宅の入居率（入居停止住宅を
除く）
（町営住宅入居戸数／町営住宅総戸数）

令和６年度

５箇所 箇所

75.0 ％ 71.0 ％

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

a a b a b

Ⅱ

Ⅱ

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

4511 町営住宅
管理費

●適切な入居者募集を行い入居率を
向上
●長寿命化計画に基づき、住宅の除
却計画を具体化

●定期的に入居者募集を行い、入居
率の向上に努めました。
●長寿命化計画に基づき、住宅の整
備と集約化を具体化しました。

a

基
本
目
標
５

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

5 4 4 ─
公営住宅については、適正な管理に
より入居率の向上

5 4 1 〇
公営住宅の適正管理（長寿命化・計
画的な維持修繕）と統廃合の促進
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

34,355 34,355 3

45,818 45,724 3

Ⅰ

A Ⅰ

120 戸 120 戸

─ 箇所

長寿命化計画に基づく住宅ストック
数
（町営住宅（GH・GR除く）の総戸数）

●長寿命化計画に基づき、老朽化し
た豊岡住宅を一部除却し、管理戸数
(住宅ストック数）を削減しまし
た。

公営住宅数
（公営の住宅数）

令和６年度

５箇所 箇所

B

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

a a a b a

Ⅲ

Ⅲ

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

4512 町営住宅
整備事業

●長野県住宅供給公社への償還 ●長寿命化計画に基づき、老朽化し
た豊岡住宅の一部除却を実施し、長
野県住宅供給公社へ繰上げ償還を行
いました。 a

基
本
目
標
５

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

5 4 1 〇
公営住宅の適正管理（長寿命化・計
画的な維持修繕）と統廃合の促進
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

9,447 9,025 3

1,325 1,325 3

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

Ⅱ

Ⅲ

a b c a a

4531 住宅耐震
対策促進
事業

●広報紙や有線テレビによる住宅の
耐震化の呼びかけ
●アクションプログラムの検証と更
新をホームページで公表
●耐震化に関する補助事業の実施

●有線放送の番組では、実際に耐震
改修工事が行われている住宅から具
体的な内容を紹介し、事業のＰＲを
行いました。
●耐震化に関する補助事業は、当初
計画どおりの件数を実施することが
できました。
　➣耐震診断:５件
　➣改修工事:１件

a

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

民
間
活
用

手
法
見
直
し
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B Ⅱ

C Ⅲ

B Ⅱ

C Ⅱ

78.0 ％ 76.0 ％

件 5 件

件 1 件

件 0

一般住宅の耐震化率
（耐震性を満たす住宅数／耐震改修住宅総数）

●アクションプログラムに基づき、
広報活動や耐震診断、改修工事補助
などを実施しました。

木造住宅等耐震診診断事業の実施数
（耐震診断を実施した件数）

●概ね目標どおりに耐震化事業を実
施することができました。

住宅耐震補強事業補助金の交付件数
（耐震診断後に補強工事を実施した住宅の件数）

耐震シェルター等設置事業補助金の
交付件数
（耐震シェルターか耐震ベッドの設置件数）

5

1

1

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

基
本
目
標
５

5 4 2 ─
住宅の耐震診断・耐震改修の促進、
若しくは建替えの推奨

5 4 5 ─
耐震診断・耐震改修・耐震シェル
ター設置の推進

件
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

96 27 3

1,058 1,005 3

5 4 3 〇
特定空家等候補の抑制と空き家の適
正管理及び利活用の促進

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ
令和３年度

4532 空き家対
策事業

●空家所有者への管理依頼
●空家に対する早期取り組み

●空き家所有者への意向調査を行
い、解体や有効活用につなげたこと
で、空き家の増加数を抑えることが
できました。
●危険な空き家の解体費補助金を新
設したことで、２件の特定空家候補
を解体してもらうことができまし
た。
●地域で問題となっている空き家を
特定空家に認定し、改善に向けて動
き出すことができました。

a

Ⅱ

Ⅲ

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

b b a a b

質
の
向
上

令和３年度

令和４年度 令和４年度

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

基
本
目
標
５

特定空家等候補数
（老朽化Ｃ判定の空家総数）

●補助事業の創設により、特定空家
候補２件を解体してもらうことがで
きました。

空家のうち利活用された年間の件数
（売買や賃貸がなされた空家数）

●空き家所有者への意向調査を行
い、賃貸や売買につなげることがで
きました。

25 件

C Ⅰ

B Ⅰ

35 戸 37 戸

28 件

182



計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

B Ⅱ

B Ⅱ

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値

建替えも視野に入れた浄水場耐震化
の実施

実績値 令和４年度

●樽ヶ沢浄水場を建て替えした場合
の検討をし、浄水方式等水処理メー
カーへ相談しました。また複数のコ
ンサルと打合せを行い提案を受け、
今後の進め方等について検討・研究
を行い、概ねのスケジュールの把握
をすることができました。

─ ── ─

基
本
目
標
５

5 6 1 〇

事務事業との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

5 6 2 ─ 老朽管路の更新継続

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ
令和３年度

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度

令和４年度 令和４年度

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

基
本
目
標
５

水道管の管路耐震化率
（施設管路の耐震化を進める）

●予算１億円ベースの発注計画であ
るが、令和４年度は繰越しもあり
5,000万円の発注計画としました。
また、難工事個所の設計の進捗が遅
れています。
●予算を消化できず繰越しているの
が現状であり、課題となっていま
す。

水道事業の有収率
（総水量に対して漏水等を除く料金回収できた水量の

割合）

83.5 ％

B Ⅱ

B Ⅱ

78.7 ％ 79.2 ％

79.7 ％

事務事業との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

B Ⅱ

A Ⅰ

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値

隣接自治体への用水供給事業の推進

実績値 令和４年度

●令和元年度から必要な事務を進め
ていた中川村への用水供給事業にお
いて、接続連絡管３箇所のうち、令
和４年７月から段階的に用水の供給
を開始したことにより概ね目標を達
成することができました。
➣令和４年７月～１箇所目供用開始
➣令和５年２月～２箇所目供給開始

─ ── ─

基
本
目
標
５

5 6 3 ─

事務事業との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

B Ⅱ

B Ⅱ

基
本
目
標
５

5 6 4 ─
豊かな水資源を活用した水力発電等
による水道料金の値下げ

実績値 令和４年度

●上下水道運営審議会において、中
川村への用水供給の収益を財源とし
た水道料金の値下げについてご意見
をいただき、次年度以降の料金改定
に向けた検討をすることができまし
た。

─ ── ─

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

事務事業との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

B Ⅱ

A Ⅱ

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値

下水道処理施設の統廃合

実績値 令和４年度

●移動脱水車の更新計画時期及び財
源計画について、中川村と検討及び
方針の確認をし、更新に向け準備を
進めることができました。（中川村
との打ち合わせ：３回、財源計画な
ど県の市町村課及び生活排水課打合
せ：２回（WEB会議含む））

─ ── ─

基
本
目
標
５

5 7 2 ─

事務事業との関連性なし
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地域創造課

事業コード・事業名称
実施計画と
連動なし
（●）

達成状況
頁

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

1162 国際・友好都市交流費 ● 3 3 191

1165 儲かる飯島町チャレンジ事業 4 3 192

1166 活性化推進事業 ● 3 2 193

1171 定住促進事業 3 3 194

1172 出会い・婚活推進事業 4 4 197

1173 ふるさといいじま応援基金費 ● 2 2 200

1174 元気なまちづくり推進事業 3 3 201

1176 環境循環ライフ構想推進費 3 3 202

1178 飯島流ワーケーション事業 ─ 3 204

1192 協働のまちづくり推進費 3 3 206

4141 観光費 3 3 208

4143 観光施設管理費 2 2 209

4144 山岳観光費 3 4 211

4441 与田切公園管理費 2 3 212

地
域
創
造
課

■達成状況・・・（－）当該年度の評価なし

■事業終了・・・国や県の事業も含む
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基本
目標６

魅力向上で住みたい・住み続けたい地域づくり

＜地域創造＞
≪基本的方向≫
住民が自らの地域に誇りと愛着を持ち、住みたい、住み続けたいと思える魅力あるまちを目指します。

町の魅力を発掘し磨き上げる取り組みを進めることで、交流人口や関係人口、定住人口の増加を目指すとともに、将来を見据えた暮らしやすい地域づ
くりを住民と共に進めていきます。

政策６-（１）
町の魅力を生かし
た観光地域づくり

施策 主な成果指標等
進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① 与田切公園、千人塚公園をベースとした与田切渓谷の
整備と活用

観光客数（与田切公園、千人塚公園、道の駅花の里いい
じま、道の駅田切の里）（年間）

Ｂ Ａ

② 観光事業者の育成 飯島流ワーケーション推進協議会参加事業者数（延数） Ｂ Ａ

③ 地域資源の掘り起こしとプログラム化 いいじま体験プログラムの作成の数（延数） Ａ Ａ

④ 滞在型旅行商品の造成・販売 【再掲】いいじま体験プログラムの作成の数（延数） Ａ Ａ

⑤ 周辺市町村と連携した広域観光ルートの開発 広域観光ルート数 Ｂ Ｂ

⑥ 感染症に対応するための安心安全な観光地づくりの推
進

定性的な成果 Ｃ Ｂ

政策６-（２）
儲かる飯島町の創
出

施策 主な成果指標等
進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① インターネット販売事業の拡大 観光消費額 Ｃ Ｂ

② 関係団体や企業と連携した特産品流通の仕組みづく
り

定性的な成果 Ｂ Ｂ

③ 都市企業の社会貢献活動や福利厚生活動の受入 受入企業数 Ｃ Ａ

④ 住民が主体となった地域資源の掘り起こしと磨き上げ 特産品、料理メニュー等の開発件数（延数） Ｃ Ｂ

政策６-（３）
若者や子育て世代
の人口を増やす

施策 主な成果指標等
進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① 郷土愛の醸成によるＵＩターンの促進 若者世帯のUIターン世帯数（年） Ｂ Ｂ

② 若者がＵターンしたいと思える働き方や生活環境の整
備

民間宅地開発支援事業補助金の利用件数（年） Ｂ Ｂ

③ 女性の「子育て」と「就労」を支援する取り組み 町民ライター記事掲載数 Ａ Ｂ

④ 若者が主体的に参加運営する事業への支援 イベント等相談対応件数（年） Ｃ Ｃ

⑤ 感染症対策を踏まえた若者への都市部からのＵＩター
ンの促進

【再掲】若者世帯のUIターン世帯数（年） Ｂ Ｂ

■進捗状況・・・（－）当該年度の評価なし
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政策６-（４）
若い世代の結婚を
応援

施策 主な成果指標等
進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① 若年層が気軽に相談できる体制づくりと交流機会の提
供

婚姻数（年） Ｂ Ｂ

② ライフデザイン意識の醸成 ライフデザイン特集記事掲載回数（年） Ｃ Ｃ

③ 県外から地方へ嫁ぎたい人々を呼び込む取り組み 【再掲】婚姻数（年） Ｂ Ｃ

④ 若年層の住まいに関する支援の拡充 結婚新生活支援事業補助金利用件数（年） Ｂ Ｂ

⑤ 定例的な結婚相談の実施 結婚相談による成婚数（年） Ｂ Ｂ

政策６-（５）
住民参加で盛り上
げるコミュ二ティ
機能の充実

施策 主な成果指標等
進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① 協働による共に支え合うまちづくりの推進 協働のまちづくり推進事業補助金利用件数（年） Ｂ Ａ

② 住民が参加しやすいまちづくりの仕組みづくり
【再掲】協働のまちづくり推進事業補助金利用件数
（年）

Ｂ Ａ

③ 住民みんなで進めるきれいでやすらぎのある環境づく
り

定性的な成果 Ｂ Ｂ

④ 人が集い活気のある「賑わいの場」づくり 定性的な成果 Ｃ Ｂ

⑤ 利便性の高いまちなかの「生活の場」づくり 定性的な成果 Ｂ Ｃ

⑥ 感染症に対応するための新しい生活様式に沿ったコ
ミュニティの研究

定性的な成果 Ｂ Ｂ

政策６-（６）
将来を見据えた自
治組織への支援

施策 主な成果指標等
進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① 将来を見据えた自治組織（区・地域づくり委員会・自
治会）のあり方検討

定性的な成果 Ｂ Ｂ

② 行政施策による自治組織の負担軽減 定性的な成果 Ｂ Ｂ

③ 自治組織への加入促進 自治会加入率 Ｂ Ｂ

飯島ルネサンス
「環境循環ライフ
構想」プロジェク
ト

施策 主な成果指標等
進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

─ 水力発電の設置予定数（年）

Ｂ Ｂ

─
木質バイオマス発電の設置予定数（バイオマス発電）
（年）

─ バイオマス発電の排熱を活用した農業施設数（年）

─
いいじま体験プログラムの参加者数（ワーケーション）
（延数）
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

96 23 3

108 108 3

実績値 令和４年度

Ⅰ

Ⅰ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
６

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値

a b a a b

1162 国際・友
好都市交
流費

●みなこいワールドフェスタ（飯島
町会場）への支援
●駒ケ根協力隊を育てる会への参加
●姉妹都市等との交流

●駒ケ根協力隊を育てる会が40周年
となり、これまでの活動の歴史を
「40周年記念パネル展」として文化
館エントランスに展示しました。

a

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

施策との関連性なし
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計画

(Plan)

実施

(Do)

予算額 決算額

14,207 12,986 4

9,866 8,793 3

C Ⅱ

B Ⅱ

1165 儲かる飯

島町チャ

レンジ事

業

●営業部活動　総会及び各部の取り

組みを実施

●インターネット販売は楽天市場を

継続実施

１層 ２層 ３層
プロジェ

クト

施策（３層）

基本情報

事務事業評価

達

成

度

評価

(Check)

改善

(Action)

事

業

コ
ー

ド

事

業

名

称

事業費（千円）

主

な

取

組

内

容

主

な

取

組

内

容

の

実

績

等

必

要

性

有

効

性

質

の

向

上

効

率

性

今

後

の

方

向

性
民

間

活

用

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

b c b b b

Ⅱ

Ⅳ

町

民

ニ
ー

ズ

民

間

で

の

事

例

●営業部においては、各部会を横断

した「いいじま健康マルシェ」（3

部会参加）の開催や、「花マップ作

製」などの各部会での自主的な取り

組みを行いました。

b

手

法

見

直

し

販売独立業者数（延数）

（営業部楽天販売から独立した店舗数）

●インターネット販売は特定の事業

者の特定商品が売れる傾向にあり、

新たな販路の開拓に至っていませ

ん。

令和５年度

１店舗 店舗 ─

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）

当該年度

目標値 実績値

千円 413,655 千円

インターネット販売事業の拡大

実施計画（施策）評価

店舗

第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度

令和４年度

進捗

状況

今後の

方向性

4 ─
住民が主体となった地域資源の掘り

起こしと磨き上げ

観光消費額
（与田切公園、千人塚公園、道の駅花の里いいじま、

道の駅田切の里の売上合計）

●観光客数は回復傾向にあるが、名

物となる特産品等がないこと、宿泊

ができる場所が少ないことなどか

ら、長期滞在による経済効果が薄い

ことが要因ではないかと考えられま

す。

460,000

C Ⅱ

B Ⅲ

基

本

目

標

６

6 2 1 ─

特産品、料理メニュー等の開発件数

（延数）
（ワークショップで検討した新規メニュー件数）

●飯島流ワーケーション推進協議会

により多くの参加者を募り、様々な

アイディアを出してもらう必要があ

ると考えます。

5 件 3 件6 2
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

28,782 28,033 3

35,692 35,175 2

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

1166 活性化推
進事業

●ふるさと納税額増加による財源確
保
●魅力ある返礼品の発掘
●寄附リピーターの確保
●キッチンカー等の積極的な貸し出
しによる町内事業者支援

●ふるさと納税の返礼品に新商品を
追加するなどして寄附者の獲得に寄
与することができました。
●キッチンカーやいいちゃん着ぐる
みの貸し出し要望が増え町のＰＲが
できました。
●ふるさと大使の活用ができません
でした。

a a a b b a

Ⅱ

Ⅱ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
６

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

施策との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

29,320 27,355 3

118,571 117,264 3

Ⅱ

Ⅱ

民
間
で
の
事
例

b b b b b

1171 定住促進
事業

●新型コロナウイルス感染症拡大防
止に配慮した移住相談の実施
●若者世帯等の定住を促進するため
の、「飯島でマイホーム」住宅関連
補助金の運用
●若者のＵターンやＩターンによる
若者人口の増を目指すためＵターン
者や学生向け支援の検討

●役場窓口での移住相談は変わらず
実施しましたが、県外での移住セミ
ナーは東京２回、名古屋１回と少な
い開催となりました。その中でも、
県や広域連合との合同セミナーでは
なく、町単独セミナーも東京で１回
開催できました。
●人口増プロジェクト内の定住促進
ワーキンググループにて検討を進め
た若者世帯等の定住を促進するため
の住宅関連補助金について、施行す
ることができました。
　➣若者世帯の住宅等取得に際し、
上限200万円を補助する「飯島町に
光をそそぐマイホーム取得補助金」
申請39件中、31件利用。
　➣３区画以上の宅地造成補助「飯
島町民間宅地開発補助金」申請３件
中、２件利用。
　➣若者世帯の住宅リフォームに際
し、上限200万円を補助する「飯島
町に光をそそぐ住宅リフォーム支援
補助金」申請29件中、25件利用。
●ＵＩＪターン就業・創業移住支援
について検討し、次年度からの実施
具体化ができました。

a

令和３年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

令和３年度

令和４年度 令和４年度

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上
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B Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅱ

6 3 2 〇

8
郷土愛の醸成によるＵＩターンの促
進

若者がＵターンしたいと思える働き
方や生活環境の整備

0

6 3 1 〇 世帯

住宅取得支援事業補助金の利用件数
（年）
（住宅取得支援事業補助金を利用した件数）

10 件 31 件

若者世帯のUIターン世帯数（年）
（UIターンにより定住した世帯数）

●「飯島でマイホーム」住宅関連補
助金を始めたことにより、若者世帯
へ「住む場所」の支援ができまし
た。

6 世帯

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

基
本
目
標
６

件

2 件

住宅取得奨励金の利用件数（年）
（住宅取得奨励金を利用した件数）

20 件

民間宅地開発支援事業補助金の利用
件数（年）
（民間宅地開発支援事業補助金を利用した件数）

●令和４年度は「飯島でマイホー
ム」住宅関連補助金を始めたことに
より、若者世帯の「住む場所」の支
援ができました。また、住宅取得に
関しては町外者からの申請もいくつ
かあり、新築のみならず、中古住宅
を取得する人も多く、移住・定住し
てもらうための補助金の目的に沿う
ことができたと思います。

10 件
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A Ⅰ

B Ⅱ

C Ⅱ

C Ⅲ

B Ⅱ

B Ⅱ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

基
本
目
標
６

件 28 件6 3 3 〇
女性の「子育て」と「就労」を支援
する取り組み

町民ライター記事掲載数
（町民ライターによる記事掲載数）

●ライターの取材活動や口コミなど
で自分もライターになりたいという
人もおり、町民ライターの
活動が徐々に広がりを見せています
が、特定のライターのみ活動してお
り、裾野を広げていく必要があると
思われます。
●移住のポイントのひとつに「良
い」と思う情報発信であるため、ラ
イター目線の「良い」という記事に
より、近隣の方（地元含む）からも
飯島町のライター記事を見たという
声もあり、少なからず認知度が上
がってきている考えます。

24

6 3 4 〇
若者が主体的に参加運営する事業へ
の支援

6 3 5 〇
感染症対策を踏まえた若者への都市
部からのＵＩターンの促進

【再掲】
若者世帯のUIターン世帯数（年）
（UIターンにより定住した世帯数）

●移住のため体験住宅を利用したそ
の年に即移住する例は少なく、体験
後数年して移住するケースが比較的
多い中、ここ数年はコロナの影響に
より移住セミナー開催の自粛や体験
住宅受け入れ制限もあり、「飯島
町」を知る、体験することができ
ず、結果移住者が比較的少なかった
と考えます。

6 世帯 8 世帯

イベント等相談対応件数（年）
（若者が中心となって行うイベント等に対する助言相

談の件数）

●アフターコロナでのイベント開催
の在り方（オンライン化、人数制限
など）を考えていく必要がありま
す。また、町単独ではなく、他団体
や組織と協力できるところも検討す
る方がよいと考えます。

2 件 0 件
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

2,034 1,560 4

1,266 714 4

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

令和３年度

令和４年度 令和４年度

1172 出会い・
婚活推進
事業

●出会いサポートデスクについて、
今後の方針の検討
●任期満了の結婚相談員の委嘱と結
婚相談の実施
●新型コロナウイルス感染症拡大防
止に配慮した婚活関係のイベントの
開催
●国の地域少子化対策重点推進交付
金を活用した新婚生活に係る支援の
実施

●出会いサポートデスクについては
休止としていましたが、その先につ
いて決められませんでした。
●結婚相談員により、年間で34件の
結婚相談がありました。成婚には
至っていませんが、お見合い２件、
交際１件に繋ぐことができました。
また、令和５年４月からの新しい結
婚相談員もお願いすることができま
した。
●婚活関係のイベントは対面、オン
ラインいずれも未実施でした。
●国の地域少子化対策重点推進交付
金を活用した新婚新生活支援事業
は、当初見込み５件に対し、申請が
ありませんでした。

a

Ⅱ

Ⅱ

民
間
で
の
事
例

b b b b b
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B Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅱ

C Ⅱ

【再掲】
婚姻数（年）
（婚姻した組数）

●出会いサポートデスクは休止をし
ており、また、新型コロナウイルス
感染症拡大防止の観点からイベント
を自粛したこともあり、出会いの場
の提供ができなかった事も婚姻数が
目標値に達しなかった可能性も考え
られます。しかしながら、出会いの
場を求める声はあるため、今後イベ
ント開催の在り方（オンライン化、
人数制限など）を考えていく必要が
あります。

36 組 32 組6 4 3 〇
県外から地方へ嫁ぎたい人々を呼び
込む取り組み

6 4 1 〇 組32
若年層が気軽に相談できる体制づく
りと交流機会の提供

婚姻数（年）
（婚姻した組数）

●出会いサポートデスクは休止をし
ており、また、新型コロナウイルス
感染症拡大防止の観点からイベント
を自粛したこともあり、出会いの場
の提供ができなかった事も婚姻数が
目標値に達しなかった可能性も考え
られます。しかしながら、出会いの
場を求める声はあるため、今後イベ
ント開催の在り方（オンライン化、
人数制限など）を考えていく必要が
あります。

36 組

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

基
本
目
標
６

目標値 実績値 令和４年度
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B

B

Ⅱ

Ⅱ

B Ⅱ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

0

【再掲】
婚姻数（年）
（婚姻した組数）

●出会いサポートデスクは休止をし
ており、また、新型コロナウイルス
感染症拡大防止の観点からイベント
を自粛したこともあり、出会いの場
の提供ができなかった事も婚姻数が
目標値に達しなかった可能性も考え
られます。しかしながら、出会いの
場を求める声はあるため、今後イベ
ント開催の在り方（オンライン化、
人数制限など）を考えていく必要が
あります。

36 組 32

結婚新生活支援事業補助金利用件数
（年）
（結婚新生活支援事業補助金を利用した件数）

5 件

B Ⅱ組

件

〇 定例的な結婚相談の実施

6 4

基
本
目
標
６

6 4 5

4 〇 若年層の住まいに関する支援の拡充

結婚相談による成婚数（年）
（相談者の成婚件数）

●結婚相談員による結婚相談によ
り、見合いや交際自体はありました
が、そこから即成婚へは繋がるには
個人差もあり、時間が必要と考えま
す。

1 件 0 件

【再掲】
婚姻数（年）
（婚姻した組数）

●出会いサポートデスクは休止をし
ており、また、新型コロナウイルス
感染症拡大防止の観点からイベント
を自粛したこともあり、出会いの場
の提供ができなかった事も婚姻数が
目標値に達しなかった可能性も考え
られます。しかしながら、出会いの
場を求める声はあるため、今後イベ
ント開催の在り方（オンライン化、
人数制限など）を考えていく必要が
あります。

36 組 32 組

199



計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

53,887 53,887 2

65,826 65,826 2

実績値 令和４年度

Ⅱ

Ⅱ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
６

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値

a a b b a

1173 ふるさと
いいじま
応援基金
費

●ふるさと納税額増加による財源確
保
●魅力ある返礼品の発掘
●寄附リピーターの確保

●ふるさと納税寄附額総計
　➣前年比122％増
　➣令和４年度：65,818千円
　➣令和３年度：3,880千円

a

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

施策との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

12,119 11,685 3

11,881 11,397 3

C Ⅰ

B Ⅰ

B Ⅱ

C Ⅱ

6 5

●大きなイベントが町民の有志によ
り新たに開催されるようになり継続
性が出てきています。また、これら
のイベントを毎年楽しみしている町
民が増えています。

─ ─ ─ ─

─ ─

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度

令和４年度

進捗
状況

今後の
方向性

6 5 5 ─
利便性の高いまちなかの「生活の
場」づくり

4 ─
人が集い活気のある「賑わいの場」
づくり

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

b b b a a

Ⅱ

Ⅱ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●二つの団体に補助金を交付して、
感染対策を行ったうえでイベントを
実施しコロナ禍を払拭するほどの集
客を実現できました。

a

手
法
見
直
し

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

●スマホ教室等のイベントにより一
定の利用はありましたが、コロナ禍
の影響もあり観光客や小中学生の利
用が減少してしまいました。

─

基
本
目
標
６

1174 元気なま
ちづくり
推進事業

●いいじまラブリーフェスタへの支
援
●信州飯島風鈴街道「りんりん祭
り」への支援
●まちの駅運営への支援

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）

当該年度

目標値 実績値

─
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

2,564 2,215 3

14,839 14,551 3

Ⅲ

Ⅲ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●環境循環ライフ構想プロジェクト
会議の開催（３回）
●環境循環ライフ構想における国
（総務省、農水省、環境省）との協
議（６回）
●水力発電事業における長野県企業
局との協議（７回）
●飯島町地球温暖化対策実行計画
（区域施策編）策定業務における水
力発電に関する実現可能性調査の実
施（令和５年繰越事業）
●木質バイオマス発電事業における
実現可能性調査の実施（国庫補助事
業を活用し、３～５年以内に実現可
能な公共施設や将来構想における計
13箇所の調査を実施）
●「アグリイノベーション2030」に
おける農業用ハウスへの熱供給・規
模感の検討（規模感・概算事業費の
見える化）

a

手
法
見
直
し

b b b b b

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

1176 環境循環
ライフ構
想推進費

●環境循環ライフ構想プロジェクト
会議の開催
●環境循環ライフ構想における国
（総務省、農水省、環境省）との協
議
●水力発電事業における長野県企業
局との協議
●飯島町地球温暖化対策実行計画
（区域施策編）策定業務における水
力発電に関する実現可能性調査の実
施
●木質バイオマス発電事業における
実現可能性調査の実施
●「アグリイノベーション2030」に
おける農業用ハウスへの熱供給・規
模感の検討

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上
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B Ⅱ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

─ 基

B Ⅱ

水力発電の設置予定数（年）
（町内に設置される予定の水力発電における系統接続

申請数）

●水力発電事業や木質バイオマス発
電事業はエネルギー事業であり、稼
働安定性や持続可能性及び経済性を
見定めた上での事業立案が必要で
す。
●そのために実現可能性調査を進め
ているが、だれが？いつ？どこで？
どのように？などスケジュールの見
える化と官民連携に向けた体制作り
が必要です。

令和６年度

１基 基

─ ─ ─ 〇 ─

人

基
本
目
標
６

いいじま体験プログラム等の参加者
数（ワーケーション）（延数）
（飯島流ワーケーションにおける体験プログラム及び

宿泊者数）

●飯島流ワーケーション事業につい
ては、目標値として定めたいいじま
体験プログラム等の参加者数（ワー
ケーション）を大きく上回っていま
す。
●顧客確保が課題であり、他の町内
宿泊業関係者と連携した取り組みの
必要性を感じています。

40 人 333

箇所

バイオマス発電の排熱を活用した農
業施設数（年）
（アグリイノベーション2030における排熱を活用した

高度施設園芸数）

令和６年度

１箇所 箇所 ─

基

木質バイオマス発電の設置予定数
（バイオマス発電）（年）
（町内に設置される予定のバイオマス発電における系

統接続申請数）

令和５年度

１基
基 ─
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

─ ─ ─

10,005 9,740 3

1178 飯島流
ワーケー
ション事
業

●都市部企業への訪問、プレゼン
テーションの実施
●飯島流ワーケーション推進協議会
員の拡充
●飯島流ワーケーション推進協議会
策定会議の開催
●情報周知
●飯島流体験プログラムの拡充
●企業向けモニターツアーの実施
●宿泊拠点施設（iiネイチャー春日
平）の活用推進

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

─

Ⅲ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●都市部企業への訪問、プレゼン
テーションの実施
　➣関東方面：６社訪問
　➣中京方面：13社訪問
●飯島流ワーケーション推進協議会
員の拡充（15団体）
●飯島流ワーケーション推進協議会
策定会議の開催（６回）
●情報周知
　➣ワーケーションホームページ
　➣体験プログラムホームページ
　➣インスタグラム
　➣YouTube
　➣フルライフ倶楽部
　➣エアビーアンドビー
●飯島流体験プログラムの拡充（62
メニューを体験プログラムホーム
ページへ掲載）
●企業向けモニターツアーの実施
（２回）
●宿泊拠点施設（iiネイチャー春日
平）の活用推進
　➣令和４年度宿泊実績：
　　104泊333人

a

手
法
見
直
し

b b b b b
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人

基
本
目
標
６

いいじま体験プログラム等の参加者
数（ワーケーション）（延数）
（飯島流ワーケーションにおける体験プログラム及び

宿泊者数）

●飯島流ワーケーション事業につい
ては、目標値として定めたいいじま
体験プログラム等の参加者数（ワー
ケーション）を大きく上回っていま
す。
●顧客確保が課題であり、他の町内
宿泊業関係者と連携した取り組みの
必要性を感じています。

40 人 333

箇所

バイオマス発電の排熱を活用した農
業施設数（年）
（アグリイノベーション2030における排熱を活用した

高度施設園芸数）

令和６年度

１箇所 箇所 ─

基

木質バイオマス発電の設置予定数
（バイオマス発電）（年）
（町内に設置される予定のバイオマス発電における系

統接続申請数）

令和５年度

１基
基 ─

水力発電の設置予定数（年）
（町内に設置される予定の水力発電における系統接続

申請数）

●水力発電事業や木質バイオマス発
電事業はエネルギー事業であり、稼
働安定性や持続可能性及び経済性を
見定めた上での事業立案が必要で
す。
●そのために実現可能性調査を進め
ているが、だれが？いつ？どこで？
どのように？などスケジュールの見
える化と官民連携に向けた体制作り
が必要です。

令和６年度

１基 基

─ ─ ─ 〇 ─

目標値 実績値 令和４年度

─ 基

B Ⅱ

B Ⅱ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

26,086 25,269 3

30,169 28,501 3

B Ⅰ

A Ⅰ

1192 協働のま
ちづくり
推進費

●自治会未加入世帯へのアンケート
を実施
●協働のまちづくりを推進するため
の補助金を交付
●町内の自治会、事業所、団体へ花
苗の配布
●区、自治会、地域づくり委員会の
コミュニティ活動を後押しする地域
づくり推進費及び地域づくり委員会
交付金の交付
●区長・自治会長会、新自治会長情
報交換会、地域づくり支援員会議の
開催
●自治組織の事務手続き等の負担軽
減の検討実施（内部調整予算反映）
●地域コミュニティ対策等臨時交付
金の交付

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

施策（３層）

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

a b a a c

Ⅱ

Ⅰ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●アンケート等を実施しその結果を
公表することにより、自治会間での
情報共有を図ることができました。
●協働のまちづくりを推進する団体
からの補助金申請が12件と目標値の
10件をクリアしました。
【参考】
　➣令和３年度申請件数：７件

a

手
法
見
直
し

12 件

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度

令和４年度

進捗
状況

今後の
方向性

1

基
本
目
標
６

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）

当該年度

目標値 実績値

6 5

協働のまちづくり推進事業補助金利
用件数（年）
（補助金の利用件数）

●アフターコロナを見据えた活動や
住民のなかに協働事業への醸成意識
が高まった感があり、目標値を２件
上回り達成しました。

10 件─
協働による共に支え合うまちづくり
の推進
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B Ⅰ

A Ⅰ

B Ⅱ

B Ⅰ

B Ⅱ

B Ⅰ

B Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅰ

B Ⅱ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗

状況

今後の

方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ

クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

12 件6 5 2 ─
住民が参加しやすいまちづくりの仕
組みづくり

【再掲】

協働のまちづくり推進事業補助金利
用件数（年）
（補助金の利用件数）

●アフターコロナを見据えた活動や

住民のなかに協働事業への醸成意識

が高まった感があり、目標値を２件

上回り達成しました。

10 件

─6 5 3 ─
住民みんなで進めるきれいでやすら
ぎのある環境づくり

●花の苗を無料配布することで、各
団体等が花の苗を注文し公共施設等

に花がある環境が整ってきていま
す。また、高齢者グループでの植栽

も多く、作業を通じてコミュニケー

ションの効果が見られます。

─ ─ ─

─6 5 6 ─
感染症に対応するための新しい生活

様式に沿ったコミュニティの研究

●コロナ禍を機に、行事の存続や形
を変える中で、地域づくり支援員を

中心とし各地区で特色ある事業が開

催されました。

─ ─ ─

行政施策による自治組織の負担軽減

●町から各自治会への依頼事項や役

員選出などの事務を見直し、自治会

役員の負担軽減につなげることがで

きました。

─ ─ ─

自治会加入率
（自治会加入世帯数（○○世帯）／総世帯（○○世

帯）×100％（令和２年度○○％）※日本人世帯、賃

貸住宅含む）

●新規転入者のは自治会加入に前向

きな人が多い一方、高齢者世帯を中
心に自治会を脱会するケースもあり

自治会加入の在り方や年会費等の見

直しが必要であると分析します。

90.0 ％ 83.0 ％

6 6 1 ─

基

本
目

標

６

6 6 2 ─

将来を見据えた自治組織（区・地域
づくり委員会・自治会）のあり方検

討

●自治会担当職員の配置により、行

政と地元をつなぐ連絡手段としての
役割や自治会長からの事務手続きの

相談等がスムーズに行われるよう図

られました。

─ ─ ─

6 6 3 ─ 自治組織への加入促進

自治会加入率

（民間アパートを除く）
（自治会加入世帯数（○○世帯）／総世帯（○○世

帯）×100％（令和２年度○○％）※日本人世帯の割

合（民間アパート除く））

90.0 ％ 88.0 ％

B Ⅱ

B Ⅱ

─

─
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計画

(Plan)

実施

(Do)

予算額 決算額

97,952 95,529 3

4,875 4,273 3

B Ⅱ

A Ⅰ

B Ⅱ

A Ⅰ

いいじま体験プログラムの作成の数

（延数）
（ワーケーション推進協議会の中で作成した飯島町の

地域資源を活用した体験プログラム数）

●体験プログラム・メニューの作成

にあっては、62メニューとなりまし

たが、今後も新たなメニューを追加

できるよう自由な発想を提案できる

雰囲気作りが必要と考えられます。

16

基

本

目

標

６

4141 観光費 ●観光パンフレットの更新、ＷＥＢ

サイト保守など観光ＰＲの実施

●観光戦略会議による観光基本計画

の具体内容検討

１層 ２層 ３層
プロジェ

クト

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）

当該年度

目標値 実績値

個

基本情報

事務事業評価

達

成

度

評価

(Check)

改善

(Action)

事

業

コ
ー

ド

事

業

名

称

事業費（千円）

主

な

取

組

内

容

主

な

取

組

内

容

の

実

績

等

必

要

性

有

効

性

質

の

向

上

効

率

性

今

後

の

方

向

性
民

間

活

用

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

b b b b b

Ⅱ

Ⅱ

町

民

ニ
ー

ズ

民

間

で

の

事

例

●観光パンフレットの更新、ＷＥＢ

サイト保守など観光ＰＲの実施を行

いました。

●観光戦略会議による観光基本計画

の具体内容を検討しました。

a

手

法

見

直

し

15 者

62 個

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度

令和４年度

進捗

状況

今後の

方向性

6 1 3 ─
地域資源の掘り起こしとプログラム

化

26 1

飯島流ワーケーション推進協議会参

加事業者数（延数）

（推進協議会への参加事業者数）

●飯島流ワーケーションを進める中

で、協議会に新たな参加団体を加え

15事業者となりました。今後も引き

続き協議会へ参加していない事業者

への加盟参加を積極的に行う必要が

あります。

15 者─ 観光事業者の育成
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

90,309 89,359 2

56,622 55,894 2

4143 観光施設
管理費

●老朽化したスケート用照明の撤去
及び新たな夜間照明の設置など城ヶ
池周辺の環境整備実施
●公園内放送設備の整備
●御座松までの遊歩道について段階
的に整備
●公園内案内看板の更新
●公園指定管理者が見直し時期とな
るため、新たな指定管理者の選定

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

b b c b c

Ⅱ

Ⅱ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●城ヶ池周辺の景観を損ねる老朽化
した照明鉄柱等16本を撤去し、新た
に足元灯20灯を設置しました。
●公園内放送設備は櫻山とセンター
ハウスの２箇所に加え、移動可能な
放送機器を導入しイベント等で活用
できるようにしました。
●御座松までの遊歩道について段階
的に整備を行っており、今年度は約
50ｍの階段区間を整備しました。
●公園内の案内看板について、老朽
化した７基を撤去し、16基を新設ま
たは更新しました。
●公園の一画に民間事業者によるグ
ランピング施設が設置され、より公
園来場者に楽しんで貰うことができ
るようになりました。
●次期指定管理者は選定の結果、現
指定管理者である「(株)紡縁社」が
継続することとなりました。

a

手
法
見
直
し
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実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

基
本
目
標
６

6 1 1 ─
与田切公園、千人塚公園をベースと
した与田切渓谷の整備と活用

B Ⅱ

A Ⅱ

観光客数（与田切公園及び千人塚公
園）（年）
（第６次総合計画総合計画で設定した指標のうち、与

田切公園及び千人塚公園の利用者数合計）

【参考】
　➣令和３年度：45,700人
　➣令和２年度：26,100人

40,000 人 73,300 人

観光客数（与田切公園、千人塚公
園、道の駅花の里いいじま、道の駅
田切の里）（年）
（利用者数合計）

●観光客数は目標値を上回り、特に
与田切、千人塚の両公園については
前年比約60％増となっています。こ
れは新型コロナウイルス感染症によ
る影響が徐々に減っていると見ら
れ、令和５年度において感染症法上
の扱いが５類へ移行されることもあ
り、観光客が戻りつつあると推察さ
れます。
【参考】
　➣令和３年度：279,900人
　➣令和２年度：271,000人

300,000 人 316,400 人
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

510 496 3

1,635 1,488 4

　

B Ⅱ

B Ⅱ

広域観光ルート数
（他市町村との連携を持つ観光ルートの数）

●新型コロナウイルス感染症の影響
により広域的な移動が控えられてお
り、上伊那及び伊南地区においての
広域連携が滞っていた状況のため、
新たな広域観光ルートの開発には至
りませんでした。

令和５年度

１個 個─
周辺市町村と連携した広域観光ルー
トの開発

─ 個

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度

令和４年度

進捗
状況

今後の
方向性

5

基
本
目
標
６

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）

当該年度

目標値 実績値

6 1

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

b c b b b

Ⅰ

Ⅰ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●摺鉢窪避難小屋においては、摺鉢
窪内にクラックが確認されたことか
ら、改修について中断しました。
【時系列】
　➣令和４年５月26日
　　設計業務契約
　➣令和４年７月23日
　　クラック確認、安全のため立
　　入禁止に
　➣令和４年７月26日
　　国県対応協議：宿泊中や作業
　　中の安全について担保できな
　　いことから、今年度中の事業
　　施行を中断

b

手
法
見
直
し

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

4144 山岳観光
費

●登山道管理
●山岳団体への負担金

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

施策（３層）
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

47,535 47,286 2

15,847 15,626 3

4441 与田切公
園管理費

●与田切公園の維持管理
●施設の小規模修繕

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

Ⅱ

Ⅱ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●公園と用水路の境にあるフェンス
について、約185ｍの間に一部に発
生していた傾きや倒れを修繕しまし
た。
●次期指定管理者は選定の結果、新
たな指定管理者である「伊那リゾー
ト(株)」が管理することとなりまし
た。 a

手
法
見
直
し

b b c b c
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実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

基
本
目
標
６

6 1 1 ─
与田切公園、千人塚公園をベースと
した与田切渓谷の整備と活用

B Ⅱ

A Ⅱ

観光客数（与田切公園及び千人塚公
園）（年）
（第６次総合計画総合計画で設定した指標のうち、与

田切公園及び千人塚公園の利用者数合計）

【参考】
　➣令和３年度：45,700人
　➣令和２年度：26,100人

40,000 人 73,300 人

観光客数（与田切公園、千人塚公
園、道の駅花の里いいじま、道の駅
田切の里）（年）
（利用者数合計）

●観光客数は目標値を上回り、特に
与田切、千人塚の両公園については
前年比約60％増となっています。こ
れは新型コロナウイルス感染症によ
る影響が徐々に減っていると見ら
れ、令和５年度において感染症法上
の扱いが５類へ移行されることもあ
り、観光客が戻りつつあると推察さ
れます。
【参考】
　➣令和３年度：279,900人
　➣令和２年度：271,000人

300,000 人 316,400 人
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

A Ⅱ

A Ⅰ

令和４年度

基
本
目
標
６

【再掲】
いいじま体験プログラムの作成
（ワーケーション推進協議会の中で作成した飯島の地

域資源を活用した体験プログラム数）

●体験プログラム・メニューの作成
にあっては、62メニューとなりまし
たが、今後も新たなメニューを追加
できるよう自由な発想を提案できる
雰囲気作りが必要と考えられます。

16 個 62 個

令和４年度 令和４年度

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ
令和３年度

6 1 4 ─ 滞在型旅行商品の造成・販売

事務事業との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

C Ⅲ

B Ⅲ

令和４年度

基
本
目
標
６

●新型コロナウイルス感染症対策と
して検温、手指消毒などを継続実施
しクラスターの発生等はありません
でした。

─ ─ ─ ─

令和４年度 令和４年度

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ
令和３年度

6 1 6 ─
感染症に対応するための安心安全な
観光地づくりの推進

事務事業との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

B Ⅱ

B Ⅲ

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ
令和３年度

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度

令和４年度 令和４年度

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

基
本
目
標
６

●関係人口のつながりから、千人塚
公園にグランピング施設が民間資本
により設置運営されました。

─ ─ ─ ─6 2 2 ─
関係団体や企業と連携した特産品流
通の仕組みづくり

事務事業との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

C Ⅱ

A Ⅱ

令和４年度

基
本
目
標
６

受入企業数
（社会貢献活動、福利厚生活動を実施する企業の受入

件数）

●飯島流ワーケーション事業におい
て、２社に対してモニターツアーを
実施しました。

1 社 2 社6 2 3 ─
都市企業の社会貢献活動や福利厚生
活動の受入

令和４年度 令和４年度

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ
令和３年度

事務事業との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

C Ⅱ

C Ⅲ

令和４年度

基
本
目
標
６

2 回 0 回

ライフデザイン特集記事掲載回数
（年）
（ライフデザインを考えるきっかけとしてもらうため

の広報記事の掲載回数）

●「ライフデザインを考える機会の
創出」について、主に中学生を対象
に進めてきましたが、行事や授業時
間等の調整が困難であることから、
対象者や内容について再検討を進め
て行きます。

6 4 2 〇 ライフデザイン意識の醸成

令和４年度 令和４年度

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ
令和３年度

事務事業との関連性なし
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教育委員会事務局

事業コード・事業名称
実施計画と
連動なし
（●）

達成状況
頁

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

2611 児童福祉総務費 2 2 224

2641 認可保育園運営費 3 2 225

2661 放課後児童健全育成事業 ● 2 3 228

2671 子育て支援センター事業 4 3 229

2673 子ども・子育て支援事業 3 3 230

5111 教育委員会費 ● ２ 3 232

5121 学校教育総務費 3 3 233

5122 奨学基金費 ● 4 3 234

5123 子ども支援費 3 2 235

5124 子ども広場推進事業 ● 3 3 237

5126 学校支援費 ● 4 3 238

5131 教員住宅管理費 3 3 239

5211 飯島小学校管理費 2 3 240

5221 飯島小学校教育振興費 3 3 242

5241 七久保小学校管理費 2 3 244

5251 七久保小学校教育振興費 3 3 246

5311 中学校管理費 2 2 248

5312 英語指導助手招致費 3 3 250

教
育
委
員
会
事
務
局

■達成状況・・・（－）当該年度の評価なし

■事業終了・・・国や県の事業も含む
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事業コード・事業名称
実施計画と
連動なし
（●）

達成状況
頁

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

5321 中学校教育振興費 ● 3 3 251

5611 生涯学習費 3 3 253

5612 男女共同参画推進費 3 3 255

5623 公民館費 3 3 256

5631 図書館費 3 3 257

5641 文化館費 3 3 259

5651 文化財保護費 4 4 261

5652 埋蔵文化財調査費 ● 3 3 262

5661 歴史民俗資料館費 3 3 263

5711 保健体育総務費 2 3 264

5721 体育館等管理費 3 3 266

5722 屋外運動場管理費 2 3 267

5731 海洋センター費 3 3 268

5741 学校給食センター費 3 3 270

教
育
委
員
会
事
務
局
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基本
目標７

「子どもの元気」と「学びの力」で いきいき豊かな暮らし

＜教育＞ ≪基本的方向≫
将来にわたり活力のある暮らしやすいまちのため、家庭・学校・地域・企業が一体となって子育てを支援する、安心して子どもを産み育てられるま

ちを目指します。 次世代を担う子どもたち１人ひとりが確かな学力と豊かな人間性、柔軟な創造性を身につけ、「生きる力」を育む学校教育を推進す
るとともに、誰もが生きいきと充実した人生を送ることのできる生涯学習の環境を整えます。

政策７-（１）
子どもの健やかな
体と豊かな心を育
てる

施策 主な成果指標等
進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① 待機児童ゼロ維持のため、保育環境の整備 保育園待機児童数（年） Ｂ Ｂ

② 専門スタッフによる教室により、その子に合った早期
の支援・保育の提供

定性的な成果 Ａ Ｂ

③ 園における運動あそびや、絵本との触れ合いの充実 定性的な成果 Ｂ Ｂ

④ 子どもに関する様々な悩みに寄り添える相談体制の充
実

定性的な成果 Ｂ Ｂ

⑤ 保育園、学校、家庭、地域、関係機関、行政等の連携
強化

要保護児童数（年） Ｂ Ｂ

政策７-（２）
学校教育の充実 施策 主な成果指標等

進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① 国際交流事業を通じ、主体的に学び考え行動できるグ
ローバルな人材の育成

定性的な成果 ─ ─

② ＩＣＴを活用した教育環境の充実と教育の推進
教材提示装置整備率（飯島小学校、七久保小学校、飯島
中学校）

Ｂ Ａ

③ 安全で安心な学校給食の推進と地域に開かれた多目的
給食センターの実現

給食事故件数（年） Ｂ Ｂ

④ 郷土愛プロジェクト等を通じ地域を知り「ふるさと飯
島」への愛を育む

定性的な成果 Ｂ Ｂ

⑤ 感染症に対応する情報技術を活用した教育環境の整備
の推進

学校内での新型コロナクラスター発生件数（年） Ａ Ａ

⑥ 心に寄り添い輝く笑顔あふれる教育活動の推進 学校満足度調査（生活）の割合 Ａ Ｂ

■進捗状況・・・（－）当該年度の評価なし
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政策７-（３）
子どものための家
庭環境づくりの支
援

施策 主な成果指標等
進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① 関連組織間の連携による子育てと仕事の両立支援 定性的な成果 Ｂ Ｂ

② 子育て世代が安心して子育てできるような、家庭の在
り方を自ら学べる講座の開催

子育て支援センター利用者延べ人数 Ｃ Ｂ

③ 切れ目のない子育て支援の実現に向けた体制の一元化 定性的な成果 Ｂ Ｂ

政策７-（４）
学ぼう「知るこ
と・為すこと・共
に生きること」

施策 主な成果指標等
進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① 全町的な生涯学習活動の推進 講座参加人数（年） Ｂ Ｂ

② 生涯学習センターと関係機関との連携強化 定性的な成果 Ｂ Ｂ

③ 各公民館事業の支援 定性的な成果 Ｂ Ｂ

④ 図書館・歴史民俗資料館・文化館・スポーツ施設等の
連携強化

定性的な成果 Ｂ Ｂ

⑤ 生涯学習事業情報の一元化と情報発信 定性的な成果 Ｂ Ｂ

⑥ 指導者やボランティアの情報整備と活用 定性的な成果 Ｃ Ｃ

⑦ 現代課題や地域課題を踏まえた講座の開催 定性的な成果 Ｃ Ｂ

政策７-（５）
スポーツライフ
「いつでも・どこ
でも・いつまで
も」

施策 主な成果指標等
進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① スポーツ関連団体と連携した生涯スポーツの推進 定性的な成果 Ｂ Ｂ

② 少年スポーツの活動支援 定性的な成果 Ａ Ｂ

③ スポーツクラブ・サークルの活動支援 定性的な成果 Ｂ Ｂ

④ 「飯島町総合型スポーツクラブ」と連携した生涯ス
ポーツの推進

定性的な成果 Ｂ Ｂ

⑤ 誰もが気軽に楽しめるニュースポーツの普及促進 定性的な成果 Ｂ Ｂ

⑥ 住民が利用しやすいスポーツ環境の整備・充実 スポーツ実施率（週1回以上運動をする人） Ａ Ｂ
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政策７-（６）
芸術・文化を守
りつなぐ

施策 主な成果指標等
進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① 住民が利用しやすい文化施設の運営 文化館利用人数（年） Ａ Ｂ

② 心を豊かにし、感性を高める文化事業の開催 定性的な成果 Ｂ Ｂ

③ 町内の楽器製造企業との連携による音楽環境の醸成 定性的な成果 Ａ Ｂ

④ 学校との連携による歴史民俗資料館を活用した学習支援 定性的な成果 Ｂ Ｂ

⑤ 感染症に対応する安全な施設運営方法の研究 定性的な成果 Ｂ Ｂ
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

1,956 1,695 2

1,889 1,780 2

B Ⅰ

B Ⅰ

2611 児童福祉
総務費

●新しい家庭相談員を迎え、相談業
務を継続して実施
●飯田児童相談所、学校、保育園、
保健センター等関係機関との情報交
換を密にした体制の強化

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

施策（３層）

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

a a a b b

Ⅰ

Ⅱ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●要保護児童対策地域協議会（１
回）、実務者会議（３回）、ケース
会議（随時）を開催しました。
●要保護児童16名、要支援児童48名
について、関係機関との情報共有及
び支援の対応ができました。
●ＷＩＳＣ検査（ウエクスラー式知
能検査）を実施しました。（29名）
●読み書き支援を行いました。
（10名×８回）
●相談者件数が、延べ217件ありま
した。
【内訳】
➣要対協：96件
➣心理アセスメント教育相談等：
　121件

a

手
法
見
直
し

16 人

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度

令和４年度

進捗
状況

今後の
方向性

5 ─
保育園、学校、家庭、地域、関係機
関、行政等の連携強化

基
本
目
標
７

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）

当該年度

目標値 実績値

7 1

要保護児童数（年）
（飯島町要保護児童地域対策協議会で登録している要

保護児童の登録数）

●要保護児童の登録数は、増加した
が関係機関等と支援をしてきたこと
で、年度末には年齢超過者が１名、
８名の児童が要支援児童に移行しま
した。

10 人
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

121,624 120,587 3

138,483 136,622 2

2641 認可保育
園運営費

●巡回相談・たけのこくらぶ等園児
の家庭支援が行えるよう関係者との
会議の開催
●保育士の確保のため、随時募集を
実施
●保育園職員の処遇改善
●計画等に基づく修繕及び工事等施
設整備

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

Ⅰ

Ⅱ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●巡回相談等を実施しました。
　➣巡回相談：12回
　➣たけのこくらぶ：11回
●保育士等の処遇改善実施に向け、
検討し予算計上しました。
●保育士等を募集しました。
　➣募集回数：８回
　➣令和５年度採用保育士等：６名
　➣保育サポーター：１名
　➣保育園調理師：１名採用予定
●飯島保育園駐車場用地の農地転用
手続き及び整備工事：6,523千円
●主な飯島保育改修工事等
　➣園未満児室手洗い場改修：
　　1,353千円
　➣外部テラス床改修：
　　2,090千円
　➣調理室空調設備改修：
　　1,397千円
●主な七久保保育工事等
　➣雨漏り修繕：2,090千円

a

手
法
見
直
し

b b a b b
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A Ⅰ

B Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅱ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

0 人 B Ⅱ

保育園待機児童数（年）
（10月1日現在の保育園入園待機児数）

●保育士の確保については大変厳し
い状況でしたが、代替保育士の確保
を努力したことにより、安全・安心
な保育園運営をすることができまし
た。次年度の保育士確保に向け、保
育士の処遇改善を行いました。

0 人

7 1 1 〇
待機児童ゼロ維持のため、保育環境
の整備

件登園状況管理誤り件数
（登園・欠席等の誤りや漏れの件数）

0 件 0

─7 1 2 ─
専門スタッフによる教室により、そ
の子に合った早期の支援・保育の提
供

●臨床心理士や言語聴覚士等の専門
スタッフがチームとなり、それぞれ
の専門的視点から園児等を見ること
で、その子にあった適切な支援が実
施できました。

─ ─ ─

7 1 3 ─

基
本
目
標
７

─
園における運動あそびや、絵本との
触れ合いの充実

●園児が運動する喜びや楽しさを感
じ、併せて保護者も運動する重要性
を感じることで健康について考え、
身体を動かす機会を与えることがで
きました。また、絵本に触れ、読む
楽しさを知り、子どもの言葉や情緒
を育てるきっかけとなりました。
●行政番組「みんなの保育園」の中
で、飯島保育園の運動あそびをク
ローズアップして放映したことによ
り、こども達が運動あそびをしてい
る様子を広く伝えることができまし
た。

─ ─ ─
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B Ⅰ

B Ⅰ

7 3 1 ─ ─
関連組織間の連携による子育てと仕
事の両立支援

●女性のための就労相談の実施や安
心して預けられる保育園支援の提供
により、出産後の社会復帰や子育て
に関する様々な悩みに対応すること
ができました。

●仕事と育児の両立について支援を
していくため、町内企業等実態調査
の中で育児休業についての調査を行
いました。また、レディースファー
ム推進室と合同で「町長を囲んでお
しゃべり会」を２年ぶりに実施し、
町の新しい施策について、情報共有
することができ、今後の安心して出
産・子育てができる環境づくりへと

つなぐ第１歩となりました。

─ ─ ─

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

基
本
目
標
７
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

12,118 11,724 2

12,269 12,080 3

実績値 令和４年度

Ⅱ

Ⅱ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
７

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値

b b a b b

2661 放課後児
童健全育
成事業

●指導員との連携を密にし、安定し
た運営を図るため定期的な打ち合わ
せ会の開催
●コロナ禍による新入学時説明動画
の作成
●指導員と学童支援システムの運用
協議、機能確認の実施
●新型コロナウイルス感染症拡大防
止への対応を進めながら適正な施設
運営を実施・老朽化した機器や設備
の更新

●令和４年３月から指導員との定期
的な打ち合わせを引き続き実施しま
した。
●引き続き、新型コロナウイルス感
染症拡大の観点から消毒等の感染対
策を実施しました。
●老朽化した備品を更新しました。
　➣ランドセル収納棚：３戸
　➣空気清浄機：１基
　➣加湿器：２台

a

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

施策との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

9,040 8,668 4

8,531 8,252 3

C Ⅱ

B Ⅱ

2671 子育て支
援セン
ター事業

●子育て支援講座の開催
●地域に出向いた支援活動の実施
●閉所期間中の応援企画実施（応援
キットの配布、子育て相談）

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

施策（３層）

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

b b b b b

Ⅱ

Ⅱ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●３年に１度発行の子育て支援情報
誌「だっこして、ぎゅ」をお母さん
方の代表の作成メンバーと協力して
300部発行することができました。
●子育て支援講座及び親向け講座等
実施しました。
　➣参加者：106名
●新型コロナウイルス感染症拡大防
止のため、予約制による制限をかけ
ながら工夫をして事業を実施しまし
た。

a

手
法
見
直
し

6,228 人

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度

令和４年度

進捗
状況

今後の
方向性

2 ─
子育て世代が安心して子育てできる
ような、家庭の在り方を自ら学べる
講座の開催

基
本
目
標
７

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）

当該年度

目標値 実績値

7 3

子育て支援センター利用者延べ人数
（子育て支援センター利用者数）

●新型コロナウイルス感染症拡大に
より状況に応じて利用制限をかけて
いたため、昨年同様、利用者数は伸
びませんでしたが、事業について
は、工夫し、実施することができま
した。

9,800 人
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

3,150 2,858 3

3,786 3,603 3

Ⅰ

Ⅱ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●「ＢＰ１」を４回実施しました。
　➣20名参加
●「ＢＰ２」を４回実施しました。
　➣25名参加
●子育て支援センター連絡会議を開
催しました。
　➣開催数：６回

a

手
法
見
直
し

b b b b b

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

2673 子ども・
子育て支
援事業

●２～５か月児を持つ母親対象のＢ
Ｐ１（第１子向け）※１及びＢＰ２
（第２子以降向け）※２プログラム
の実施
●子育て支援センター連絡会議（こ
ども室・保健医療係・支援セン
ター）の実施

※１「ＢＰ１」
　初めて赤ちゃんを育てている母親
のためのプログラム
※２「ＢＰ２」
　２人目以上の赤ちゃんを育ててい
る母親と赤ちゃんが一緒に参加する
プログラム

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上
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B Ⅰ

B Ⅱ

B Ⅰ

B Ⅰ

目標値 実績値 令和４年度

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

7 1 4 ─

基
本
目
標
７

7 3 1 ─

─

─

子どもに関する様々な悩みに寄り添
える相談体制の充実

●妊娠９か月頃に面談する機会を設
けるプレママ相談（個別相談）に出
席することにより、支援センターを
身近な場所と捉え、出産後、月齢の
早い段階から支援センターを利用す
る人が増えました。
　➣出席者数：23名
　➣登録家庭件数：135件
●いいじま♪すくすくナビ（子育て
支援アプリ）による情報発信を行
い、次年度から活用できるようイベ
ント予約システムも構築できまし
た。
　➣利用会員者数：234名

─ ─ ─

関連組織間の連携による子育てと仕
事の両立支援

●女性のための就労相談の実施や安
心して預けられる保育園支援の提供
により、出産後の社会復帰や子育て
に関する様々な悩みに対応すること
ができました。
●仕事と育児の両立について支援を
していくため、町内企業等実態調査
の中で育児休業についての調査を行
いました。また、レディースファー
ム推進室と合同で「町長を囲んでお
しゃべり会」を２年ぶりに実施し、
町の新しい施策について、情報共有
することができ、今後の安心して出
産・子育てができる環境づくりへと
つなぐ第１歩となりました。

─ ─ ─
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

1,500 1,415 2

1,537 1,476 3

実績値 令和４年度

Ⅰ

Ⅰ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
７

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値

a a a a a

5111 教育委員
会費

●定例教育委員会・臨時教育委員会
の開催
●総合教育会議の開催

●各委員会の開催
　➣定例教育委員会：12回
　➣臨時教育委員会：２回
　➣総合教育会議：１回

a

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

施策との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

7,204 6,305 3

7,362 6,304 3

B Ⅰ

B Ⅰ

7 1

要保護児童数（年）
（飯島町要保護児童地域対策協議会で登録している要

保護児童の登録数）

●要保護児童の登録数は、増加した
が関係機関等と支援をしてきたこと
で、年度末には年齢超過者が１名、
８名の児童が要支援児童に移行しま
した。

10 人 16 人

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度

令和４年度

進捗
状況

今後の
方向性

5 ─
保育園、学校、家庭、地域、関係機
関、行政等の連携強化

基
本
目
標
７

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）

当該年度

目標値 実績値

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

b b b b b

Ⅱ

Ⅱ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●未入児検診対象者100％実施しま
した。
●学校関係職員を対象にストレス
チェックを行い96.4％(0.4%上昇)実
施することができました。
●総合リスク（仕事のストレスによ
る心理的ストレス反応）は全国平均
を100％として90％（前年度より2％
上昇）、10％全国より良好な結果と
なりました。
●ＩＣＴ支援員を令和４年６月から
令和５年３月まで３校週１日づつ配
置しました。

a

手
法
見
直
し

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

5121 学校教育
総務費

●未入児検診、職員健康診断、学校
関係職員のストレスチェックの実施
●新型コロナウイルス感染症拡大防
止等による休校対策の後方支援
●ＩＣＴ支援員の導入

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

施策（３層）
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

4 1 4

3 1 3

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

5122 奨学基金
費

●奨学金事業の適正な管理運営の実
施

●奨学金の取扱いに係る適正な事務
執行を行うことができたました。
　➣新規貸付者：１名
　➣貸付中：２名
　➣償還中：９名

a b c a b b

Ⅱ

Ⅱ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
７

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

施策との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

17,358 16,378 3

14,583 13,762 2

A Ⅰ

B Ⅱ

●臨床心理士や言語聴覚士等の専門
スタッフがチームとなり、それぞれ
の専門的視点から園児等を見ること
で、その子にあった適切な支援が実
施できました。

─ ─ ─ ─7 1 2 ─
専門スタッフによる教室により、そ
の子に合った早期の支援・保育の提
供

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度
基
本
目
標
７

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

令和３年度

令和４年度 令和４年度

5123 子ども支
援費

●保育園の３歳以上児の給食費無償
化に向けた例規の改正
●保育園へ通っていない３歳から５
歳児も同様の対応ができるよう「飯
島町すこやか子育て応援補助金交付
要綱」を制定
●妊娠中及び産後の生活を支援する
「飯島町ママサポート事業実施要
綱」を制定
●病児病後児保育室の町内建設及び
事業実施に向け、関係機関との打ち
合わせに参加

●未就園３歳以上児２名に対し、
「飯島町すこやか子育て応援補助
金」を交付しました。
●飯島町ママサポート事業を５家庭
が利用されました。
●令和４年５月９日から病児病後児
保育事業を関係機関と協力してス
タートさせ、年間359日の利用があ
りました。
●他市町村との契約事務、毎月の実
施報告、補助金の適正事務、他市町
村への清算事務等適正に行うことが
できました。
●子育て支援短期入所事業を１件、
実施しました。

a

Ⅰ

Ⅱ

民
間
で
の
事
例

b b c a a
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B Ⅰ

B Ⅰ

B Ⅰ

B Ⅰ

B Ⅰ

B Ⅱ

B Ⅰ

B Ⅰ

─ ─

保育園、学校、家庭、地域、関係機
関、行政等の連携強化

関連組織間の連携による子育てと仕
事の両立支援

●女性のための就労相談の実施や安
心して預けられる保育園支援の提供
により、出産後の社会復帰や子育て
に関する様々な悩みに対応すること
ができました。
●仕事と育児の両立について支援を
していくため、町内企業等実態調査
の中で育児休業についての調査を行
いました。また、レディースファー
ム推進室と合同で「町長を囲んでお
しゃべり会」を２年ぶりに実施し、
町の新しい施策について、情報共有
することができ、今後の安心して出
産・子育てができる環境づくりへと
つなぐ第１歩となりました。

─ ─ ─

人

要保護児童数（年）
（飯島町要保護児童地域対策協議会で登録している要

保護児童の登録数）

●要保護児童の登録数は、増加した
が関係機関等と支援をしてきたこと
で、年度末には年齢超過者が１名、
８名の児童が要支援児童に移行しま
した。

10 人 16

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

人7 3 2 ─
子育て世代が安心して子育てできる
ような、家庭の在り方を自ら学べる
講座の開催

─7 3 3 ─
切れ目のない子育て支援の実現に向
けた体制の一元化

基
本
目
標
７

●関係機関とそれぞれ児童等に関わ
る職員が持つ情報を共有することに
より、多角的な支援を検討すること
もでき、適切な支援に繋ぐことがで
きました。

─ ─ ─

子育て支援センター利用者延べ人数
（子育て支援センター利用者数）

●新型コロナウイルス感染症拡大に
より状況に応じて利用制限をかけて
いたため、昨年同様、利用者数は伸
びませんでしたが、事業について
は、工夫し、実施することができま
した。

9,800 人 6,228

7 1 5 ─

7 3 1
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

1,265 779 3

1,265 803 3

実績値 令和４年度

Ⅰ

Ⅰ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
７

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値

b c a a b

5124 子ども広
場推進事
業

●報償等の支援の実施
●広報で、支援員を募集

●報酬等に係る適正な事務執行を行
うことができたました。
　➣４地区実施事業：779千円
●広報のお知らせ掲示板へ定期的に
サポーター募集の掲載運用を開始し
ました。

a

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

施策との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

3,224 3,178 4

3,413 3,149 3

実績値 令和４年度

Ⅰ

Ⅱ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
７

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値

b b a a b

5126 学校支援
費

●未来塾を開講し、生徒へ学習支援
を実施
●生徒に金銭的負担のない事業の実
施
●タブレットを活用した学習方法の
拡大

●「未来塾」31回実施しました。
●学習意欲向上のため特設講座「注
連縄作り教室」を１回実施しまし
た。

a

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

施策との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

605 580 3

536 480 3

5131 教員住宅
管理費

●施設の管理運営を適正に実施
●飯島町学校施設等長寿命化計画等
に基づく計画的な修繕の実施

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

施策（３層）

基
本
目
標
７

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度

令和４年度

進捗
状況

今後の
方向性

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

b c b b c

Ⅳ

Ⅳ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●各住宅の設備修繕を実施しまし
た。
　➣船久保住宅トイレ水漏れ改修
　　工事：66千円
　➣山久１号住宅浴室水漏れ改修
　　工事：24千円

b

手
法
見
直
し

当該年度

目標値 実績値

7 2 6 ─
心に寄り添い輝く笑顔あふれる教育
活動の推進

A Ⅰ

B Ⅱ

学校満足度調査（学習）の割合
（小中学校の児童・生徒を対象にしたアンケート調査

で「学習内容がわかりやすい」と答えた人の割合）

●学習の満足度については目標値は
達成しているものの、昨年から大き
く数値が下がっている。オンライン
学習等が進み、適応できる生徒とで
きない生徒が出ていることが推測さ
れる。

81.0 ％ 81.0 ％

学校満足度調査（生活）の割合
（小中学校の児童・生徒を対象にしたアンケート調査

で「学校へ行くのが楽しい」と答えた人の割合）

●学校での生活は目標値を下回った
原因として、新型コロナウイルス感
染症の影響から抜け出しつつある中
で、以前の生活に戻りきらず日常的
に疲れを感じていることが推測され
る。

83.0 ％ 82.0 ％
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

40,880 40,271 2

147,893 142,502 3

A Ⅱ

A Ⅱ

5211 飯島小学
校管理費

●飯島町学校施設等長寿命化計画等
に基づいた計画的な施設維持管理と
して、令和４年に向けて校舎屋根の
塗装工事を実施
●各種支援員の配置
●新型コロナウイルス感染症拡大防
止対策を適正に実施
●老朽化した設備等の修繕（空調設
備設置工事、配膳室の増築）
●備品等の更新

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

施策（３層）

基
本
目
標
７

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度

令和４年度

進捗
状況

今後の
方向性

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

b a a b b

Ⅱ

Ⅱ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●新型コロナウイルス感染症防止対
策を行ったことにより、クラスター
発生０件を達成しました。
●屋根改修工事及び、空調設置工
事、給食配膳室の工事が完了しまし
た。
●各種支援員を配置しました。
　➣特別支援教育支援員：２名
　➣学習支援員：１名
　➣外国語支援員：１名

a

手
法
見
直
し

当該年度

目標値 実績値

7 2 5 ─
感染症に対応する情報技術を活用し
た教育環境の整備の推進

0 件 0 件

学校内での新型コロナクラスター発
生件数（年）
（学校内で新型コロナクラスターが発生した件数）

●家庭感染等による感染、学級閉鎖
はありましたが、３蜜を避け、換
気、消毒、健康管理等基本的な対策
を日々積み重ねることにより、クラ
スターの発生を防ぐことができまし
た。
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１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

施策（３層）

基
本
目
標
７

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度

令和４年度

進捗
状況

今後の
方向性

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）

当該年度

目標値 実績値

7 2 6 ─
心に寄り添い輝く笑顔あふれる教育
活動の推進

A Ⅰ

B Ⅱ

学校満足度調査（学習）の割合
（小中学校の児童・生徒を対象にしたアンケート調査

で「学習内容がわかりやすい」と答えた人の割合）

●学習の満足度については目標値は
達成しているものの、昨年から大き
く数値が下がっている。オンライン
学習等が進み、適応できる生徒とで
きない生徒が出ていることが推測さ
れる。

81.0 ％ 81.0 ％

学校満足度調査（生活）の割合
（小中学校の児童・生徒を対象にしたアンケート調査

で「学校へ行くのが楽しい」と答えた人の割合）

●学校での生活は目標値を下回った
原因として、新型コロナウイルス感
染症の影響から抜け出しつつある中
で、以前の生活に戻りきらず日常的
に疲れを感じていることが推測され
る。

83.0 ％ 82.0 ％
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

15,843 15,553 3

13,298 12,451 3

B Ⅰ

A Ⅰ

当該年度

目標値 実績値

7 2 2 ─
ＩＣＴを活用した教育環境の充実と
教育の推進

66.0 ％ 68.0 ％

教材提示装置整備率
（飯島小学校、七久保小学校、飯島
中学校）
（普通教室、特別支援教室への整備率（電子黒板、書

画カメラ、タブレットPCのセット））

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

b b a b b

Ⅱ

Ⅱ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●教材提示装置（電子黒板）を４台
整備しＩＣＴ教育を推進しました。
●教育クラウドプラットフォーム
「まなびポケット」を導入しまし
た。
●準要保護就学援助22名に支給しま
した。
●浄水場、下水処理場の見学を実施
しました。

a

手
法
見
直
し

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

5221 飯島小学
校教育振
興費

●学習活動を学習指導要領に則り適
正に実施
●ＩＣＴ教育・ＧＩＧＡスクール構
想に則した環境整備（ハード）を実
施
●ソフト（活用）面の充実・強化を
実施
●老朽化した教材等の更新を実施・
経済的な理由で学習面で不利な児童
生徒が出ないように、家庭の支援を
実施（就学援助費）

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

施策（３層）

基
本
目
標
７

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度

令和４年度

進捗
状況

今後の
方向性

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
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B Ⅱ

B Ⅱ

7 2 4 〇
郷土愛プロジェクト等を通じ地域を
知り「ふるさと飯島」への愛を育む

●郷土愛プロジェクトにおいて、小
学校で与田切パーク郷土学習（１
回）、中学校でキャリア教育「キャ
リア教育シンポジウム」（１回）を
実施したことにより、「ふるさと飯
島への愛を育む」ことにつなげるこ
とができました。

─ ─ ─ ─

A Ⅰ

B Ⅱ

学校満足度調査（学習）の割合
（小中学校の児童・生徒を対象にしたアンケート調査

で「学習内容がわかりやすい」と答えた人の割合）

●学習の満足度については目標値は
達成しているものの、昨年から大き
く数値が下がっている。オンライン
学習等が進み、適応できる生徒とで
きない生徒が出ていることが推測さ
れる。

81.0 ％ 81.0 ％

学校満足度調査（生活）の割合
（小中学校の児童・生徒を対象にしたアンケート調査

で「学校へ行くのが楽しい」と答えた人の割合）

●学校での生活は目標値を下回った
原因として、新型コロナウイルス感
染症の影響から抜け出しつつある中
で、以前の生活に戻りきらず日常的
に疲れを感じていることが推測され
る。

83.0 ％ 82.0 ％

基
本
目
標
７

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度

令和４年度

進捗
状況

今後の
方向性

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）

当該年度

目標値 実績値

7 2 6 ─
心に寄り添い輝く笑顔あふれる教育
活動の推進

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

施策（３層）
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

22,465 20,775 2

29,665 28,559 3

A Ⅱ

A Ⅱ

5241 七久保小
学校管理
費

●七久保小学校を適正に運用管理を
実施
●新型コロナウイルス感染症拡大防
止対策の実施
●各種支援員の配置
●老朽化した設備等の修繕
●備品等の更新
●空調設備の設置工事を実施

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

施策（３層）

基
本
目
標
７

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度

令和４年度

進捗
状況

今後の
方向性

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

b b a b b

Ⅱ

Ⅱ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●新型コロナウイルス感染症防止対
策を行ったことにより、クラスター
発生０件を達成しました。
●空調設置工事が完了しました。
●特別支援教育支援員２名配置しま
した。

a

手
法
見
直
し

当該年度

目標値 実績値

7 2 5 ─
感染症に対応する情報技術を活用し
た教育環境の整備の推進

0 件 0 件

学校内での新型コロナクラスター発
生件数（年）
（学校内で新型コロナクラスターが発生した件数）

●家庭感染等による感染、学級閉鎖
はありましたが、３蜜を避け、換
気、消毒、健康管理等基本的な対策
を日々積み重ねることにより、クラ
スターの発生を防ぐことができまし
た。
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１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

施策（３層）

基
本
目
標
７

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度

令和４年度

進捗
状況

今後の
方向性

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）

当該年度

目標値 実績値

7 2 6 ─
心に寄り添い輝く笑顔あふれる教育
活動の推進

A Ⅰ

B Ⅱ

学校満足度調査（学習）の割合
（小中学校の児童・生徒を対象にしたアンケート調査

で「学習内容がわかりやすい」と答えた人の割合）

●学習の満足度については目標値は
達成しているものの、昨年から大き
く数値が下がっている。オンライン
学習等が進み、適応できる生徒とで
きない生徒が出ていることが推測さ
れる。

81.0 ％ 81.0 ％

学校満足度調査（生活）の割合
（小中学校の児童・生徒を対象にしたアンケート調査

で「学校へ行くのが楽しい」と答えた人の割合）

●学校での生活は目標値を下回った
原因として、新型コロナウイルス感
染症の影響から抜け出しつつある中
で、以前の生活に戻りきらず日常的
に疲れを感じていることが推測され
る。

83.0 ％ 82.0 ％
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

10,357 9,808 3

7,934 7,567 3

B Ⅰ

A Ⅰ

当該年度

目標値 実績値

7 2 2 ─
ＩＣＴを活用した教育環境の充実と
教育の推進

66.0 ％ 68.0 ％

教材提示装置整備率
（飯島小学校、七久保小学校、飯島
中学校）
（普通教室、特別支援教室への整備率（電子黒板、書

画カメラ、タブレットPCのセット））

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

b b a b b

Ⅱ

Ⅱ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●教材提示装置（電子黒板）を３台
整備しＩＣＴ教育を推進しました。
●教育クラウドプラットフォーム
「まなびポケット」を導入しまし
た。
●準要保護就学援助７名に支給しま
した。
●浄水場、下水処理場の見学を実施
しました。

a

手
法
見
直
し

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

5251 七久保小
学校教育
振興費

●学習活動を学習指導要領に則り適
正に実施
●ＩＣＴ教育・ＧＩＧＡスクール構
想に則した環境整備（ハード）を実
施
●ソフト（活用）面の充実・強化を
実施
●老朽化した教材等の更新を実施・
経済的な理由で学習面で不利な児童
生徒が出ないように、家庭の支援を
実施（就学援助費）

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

施策（３層）

基
本
目
標
７

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度

令和４年度

進捗
状況

今後の
方向性

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
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B Ⅱ

B Ⅱ

7 2 4 〇
郷土愛プロジェクト等を通じ地域を
知り「ふるさと飯島」への愛を育む

●郷土愛プロジェクトにおいて、小
学校で与田切パーク郷土学習（１
回）、中学校でキャリア教育「キャ
リア教育シンポジウム」（１回）を
実施したことにより、「ふるさと飯
島への愛を育む」ことにつなげるこ
とができました。

─ ─ ─ ─

A Ⅰ

B Ⅱ

学校満足度調査（学習）の割合
（小中学校の児童・生徒を対象にしたアンケート調査

で「学習内容がわかりやすい」と答えた人の割合）

●学習の満足度については目標値は
達成しているものの、昨年から大き
く数値が下がっている。オンライン
学習等が進み、適応できる生徒とで
きない生徒が出ていることが推測さ
れる。

81.0 ％ 81.0 ％

学校満足度調査（生活）の割合
（小中学校の児童・生徒を対象にしたアンケート調査

で「学校へ行くのが楽しい」と答えた人の割合）

●学校での生活は目標値を下回った
原因として、新型コロナウイルス感
染症の影響から抜け出しつつある中
で、以前の生活に戻りきらず日常的
に疲れを感じていることが推測され
る。

83.0 ％ 82.0 ％

基
本
目
標
７

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度

令和４年度

進捗
状況

今後の
方向性

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）

当該年度

目標値 実績値

7 2 6 ─
心に寄り添い輝く笑顔あふれる教育
活動の推進

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

施策（３層）
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計画

(Plan)

実施

(Do)

予算額 決算額

34,671 33,585 2

102,418 99,758 2

A Ⅱ

A Ⅱ

5311 中学校管

理費

●飯島中学校を適正に運用管理を実

施

●新型コロナウイルス感染症拡大防

止対策を適正に実施

●各種支援員の配置

●老朽化した設備・備品等を整理

し、修繕工事や備品更新等にを実施

●空調設備の設置工事を実施

１層 ２層 ３層
プロジェ

クト

施策（３層）

基

本

目

標

７

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度

令和４年度

進捗

状況

今後の

方向性
成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）

基本情報

事務事業評価

達

成

度

評価

(Check)

改善

(Action)

事

業

コ
ー

ド

事

業

名

称

事業費（千円）

主

な

取

組

内

容

主

な

取

組

内

容

の

実

績

等

必

要

性

有

効

性

質

の

向

上

効

率

性

今

後

の

方

向

性
民

間

活

用

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

b b b b b

Ⅱ

Ⅱ

町

民

ニ
ー

ズ

民

間

で

の

事

例

●新型コロナウイルス感染症防止対

策を行ったことにより、クラスター

発生０件を達成しました。

●空調設置工事が完了しました。

●女子トイレの洋式化工事が完了し

ました。

●グランドの整備工事が完了しまし

た。

●屋外トイレの解体工事が完了しま

した。

●各種支援員を配置しました。

　➣教科支援員：２名

　➣特別支援教育支援員：１名

　➣学習支援員：１名

　➣心の相談員：１名

a

手

法

見

直

し

当該年度

目標値 実績値

7 2 5 ─
感染症に対応する情報技術を活用し

た教育環境の整備の推進
0 件 0 件

学校内での新型コロナクラスター発

生件数（年）

（学校内で新型コロナクラスターが発生した件数）

●家庭感染等による感染、学級閉鎖

はありましたが、３蜜を避け、換

気、消毒、健康管理等基本的な対策

を日々積み重ねることにより、クラ

スターの発生を防ぐことができまし

た。
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１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

施策（３層）

基
本
目
標
７

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度

令和４年度

進捗
状況

今後の
方向性

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）

当該年度

目標値 実績値

7 2 6 ─
心に寄り添い輝く笑顔あふれる教育
活動の推進

A Ⅰ

B Ⅱ

学校満足度調査（学習）の割合
（小中学校の児童・生徒を対象にしたアンケート調査

で「学習内容がわかりやすい」と答えた人の割合）

●学習の満足度については目標値は
達成しているものの、昨年から大き
く数値が下がっている。オンライン
学習等が進み、適応できる生徒とで
きない生徒が出ていることが推測さ
れる。

81.0 ％ 81.0 ％

学校満足度調査（生活）の割合
（小中学校の児童・生徒を対象にしたアンケート調査

で「学校へ行くのが楽しい」と答えた人の割合）

●学校での生活は目標値を下回った
原因として、新型コロナウイルス感
染症の影響から抜け出しつつある中
で、以前の生活に戻りきらず日常的
に疲れを感じていることが推測され
る。

83.0 ％ 82.0 ％
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

4,842 4,813 3

4,893 4,813 3

実績値 令和４年度

Ⅱ

Ⅱ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
７

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値

b b a a b

5312 英語指導
助手招致
費

●ＡＬＴを設置し１年間の活動支援
を実施
●ビデオ会議を利用しての学習活動
を実施
●今後は小中で１名ずつになるよう
にする等、増員を検討

●一時的な派遣ではなく、専属のＡ
ＬＴを雇用し、外国語指導助手とし
て定期的な研修を受けることによ
り、質の高い外国語教育を実施しま
した。

a

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

施策との関連性なし

250



計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

32,899 32,177 3

12,779 11,801 3

B Ⅰ

A Ⅰ

当該年度

目標値 実績値

7 2 2 ─
ＩＣＴを活用した教育環境の充実と
教育の推進

66.0 ％ 68.0 ％

教材提示装置整備率
（飯島小学校、七久保小学校、飯島
中学校）
（普通教室、特別支援教室への整備率（電子黒板、書

画カメラ、タブレットPCのセット））

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

b b a b b

Ⅱ

Ⅱ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●教材提示装置（電子黒板）を３台
整備しＩＣＴ教育を推進しました。
●教育クラウドプラットフォーム
「まなびポケット」を導入しまし
た。
●準要保護就学援助18名に支給しま
した。 a

手
法
見
直
し

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

5321 中学校教
育振興費

●学習活動を学習指導要領に則り適
正に実施
●ＩＣＴ教育・ＧＩＧＡスクール構
想に則した環境整備（ハード）を実
施
●ソフト（活用）面の充実・強化を
実施
●老朽化した教材等の更新を実施
●経済的な理由で学習面で不利な児
童生徒が出ないように、家庭の支援
を実施（就学援助費）

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

施策（３層）

基
本
目
標
７

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度

令和４年度

進捗
状況

今後の
方向性

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
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B Ⅱ

B Ⅱ

7 2 4 〇
郷土愛プロジェクト等を通じ地域を
知り「ふるさと飯島」への愛を育む

●郷土愛プロジェクトにおいて、小
学校で与田切パーク郷土学習（１
回）、中学校でキャリア教育「キャ
リア教育シンポジウム」（１回）を
実施したことにより、「ふるさと飯
島への愛を育む」ことにつなげるこ
とができました。

─ ─ ─ ─

A Ⅰ

B Ⅱ

学校満足度調査（学習）の割合
（小中学校の児童・生徒を対象にしたアンケート調査

で「学習内容がわかりやすい」と答えた人の割合）

●学習の満足度については目標値は
達成しているものの、昨年から大き
く数値が下がっている。オンライン
学習等が進み、適応できる生徒とで
きない生徒が出ていることが推測さ
れる。

81.0 ％ 81.0 ％

学校満足度調査（生活）の割合
（小中学校の児童・生徒を対象にしたアンケート調査

で「学校へ行くのが楽しい」と答えた人の割合）

●学校での生活は目標値を下回った
原因として、新型コロナウイルス感
染症の影響から抜け出しつつある中
で、以前の生活に戻りきらず日常的
に疲れを感じていることが推測され
る。

83.0 ％ 82.0 ％

基
本
目
標
７

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度

令和４年度

進捗
状況

今後の
方向性

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）

当該年度

目標値 実績値

7 2 6 ─
心に寄り添い輝く笑顔あふれる教育
活動の推進

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

施策（３層）
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

9,896 9,376 3

9,872 9,256 3

Ⅱ

Ⅱ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●成人教育講座の開講
　➣令和４年度
　　19講座103回開講、918人参加
　➣令和３年度
　　15講座65回開講、882人参加
●高齢者教育講座の開講
　➣令和４年度
　　１講座６回開講、154人参加
　➣令和３年度
　　１講座７回開講、105人参加
●生き粋出前講座の開講
　➣令和４年度
　　110回開講、1,951人参加
　➣令和３年度
　　72回開講、1,362人参加
●令和４年度成人式は８月15日に開
催し、対象者83人中53人が参加しま
した。また、新型コロナウイルス感
染症拡大防止をふまえた上で成人式
を安心・安全に開催し、参加者の不
安を軽減するため、参加者全員にＰ
ＣＲ検査を実施しました。
●講座案内について、広報いいじま
に４ページで掲載し情報発信を図り
ました。
●人材ネットワークの12分野に49人
が登録しました。

a

手
法
見
直
し

a a a a a

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

5611 生涯学習
費

●学級講座の計画及び運営
●生き粋出前講座の推進
●成人式の開催及び参加者全員にＰ
ＣＲ検査の実施

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上
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B Ⅰ

B Ⅰ

B Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅱ

C Ⅱ

C Ⅱ

C Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅰ

基
本
目
標
７

7 6 2 ─
心を豊かにし、感性を高める文化事
業の開催

7 4 7 ─
現代課題や地域課題を踏まえた講座
の開催

7 4 1 ─ 全町的な生涯学習活動の推進

講座参加人数（年）
（各講座への参加者数の合計）

●講座参加者数は前年を上回った
が、コロナ前の水準には戻っていま
せん。

1,500 人 1,072 人

●「文化サロン」の開催により、文
化芸術に触れ、生きがいの醸成や地
域活性化を図ることができました。

─ ─ ─ ─

●「災害対策」と「男女共同参画」
の講演会を開催したことにより、現
代課題や地域課題を共有することが
できました。

─ ─ ─ ─

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度

令和４年度

進捗
状況

今後の
方向性

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）

当該年度

目標値 実績値
１層 ２層 ３層

プロジェ
クト

施策（３層）

7 4 2 ─
生涯学習センターと関係機関との連
携強化

●生涯学習センターと町の各機関、
上伊那や県の各機関との連携によ
り、社会教育の充実を図ることがで
きました。

─ ─ ─ ─

7 4 5 ─
生涯学習事業情報の一元化と情報発
信

●「広報いいじま」に講座案内を掲
載する際、生涯学習センターが中心
に健康福祉課や図書館の講座をまと
めて見やすく編集したことにより、
情報をわかりやすく発信することが
できました。

─ ─ ─ ─

7 4 6 ─
指導者やボランティアの情報整備と
活用

●地域指導者の活動の場は増えてい
ますが、人材ネットワークの登録者
は高齢化等の影響もあり、登録者数
は減少しています。

─ ─ ─ ─
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

319 103 3

259 178 3

C Ⅱ

B Ⅱ

5612 男女共同
参画推進
費

●男女共同参画社会推進懇話会の開
催（２回／年）
●男女共同参画アンケートの実施
●いいちゃん文化祭へ男女共同参画
コーナーの設置
●11月の「女性に対する暴力をなく
す運動」の「パープルライトアッ
プ」への参加
●男女共同参画社会推進講演会の開
催

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

施策（３層）

基
本
目
標
７

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度

令和４年度

進捗
状況

今後の
方向性

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

a b a b b

Ⅱ

Ⅱ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●男女共同参画社会推進懇話会の開
催（１回／年）
●男女共同参画アンケートを実施し
ました。
●いいちゃん文化祭へ男女共同参画
コーナーを設置しました。
●11月の「女性に対する暴力をなく
す運動」の「パープルライトアッ
プ」へ参加することができませんで
した。
●男女共同参画社会推進講演会を開
催し、48人が参加しました。

a

手
法
見
直
し

当該年度

目標値 実績値

7 4 7 ─
現代課題や地域課題を踏まえた講座
の開催

─ ─ ─ ─

●「災害対策」と「男女共同参画」
の講演会を開催したことにより、現
代課題や地域課題を共有することが
できました。
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

8,160 8,115 3

25,429 24,720 3

B Ⅱ

B Ⅱ

C Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅰ

B Ⅱ

基
本
目
標
７

●新型コロナウイル感染症拡大の観
点から、感染対策を徹底することに
より、文化館や図書館など休館する
ことなく運営することができまし
た。

─ ─ ─

●「災害対策」と「男女共同参画」
の講演会を開催したことにより、現
代課題や地域課題を共有することが
できました。

─ ─ ─

目標値 実績値

7 4 3 ─ 各公民館事業の支援

─7 6 5 ─
感染症に対応する安全な施設運営方
法の研究

─7 4 7 ─
現代課題や地域課題を踏まえた講座
の開催

5623 公民館費 ●４つの公民館それぞれ創意工夫し
て公民館活動を展開し、地域住民に
よる利用を増やし活性化を図る

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

施策（３層）

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度

令和４年度

進捗
状況

今後の
方向性

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）

当該年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

a a a b a

Ⅱ

Ⅱ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●館長主事会の開催
　➣開催回数：６回
●成人大学センター改修工事
●施設修繕補助の支援
　➣補助件数：４件 a

手
法
見
直
し

─ ─ ─ ─

●４つの公民館それぞれで創意工夫
して公民館活動が展開され、地域住
民による利用が増え、活性化が図ら
れました。
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計画

(Plan)

実施

(Do)

予算額 決算額

35,253 34,498 3

38,010 36,743 3

5631 図書館費 ●貸出業務
●移動図書館車運行

●講座等開催
●ブックスタート事業

基本情報

事務事業評価

達

成
度

評価

(Check)

改善

(Action)
事

業
コ
ー

ド

事

業
名

称

事業費（千円）

主

な
取

組
内

容

主

な
取

組
内

容

の
実

績
等

必

要
性

有

効
性

質
の

向
上

効

率
性

今

後
の

方
向

性
民
間

活
用

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

Ⅱ

Ⅱ

町
民

ニ
ー

ズ

民
間

で
の

事
例

●図書館の個人利用者数
　➣令和４年度：5,555人

　➣令和３年度：7,589人
　　前年比73.2％

●図書館の個人利用者数

　（貸出冊数）
　➣令和４年度：50,467冊

　➣令和３年度：45,895冊、
　　前年比110.0％

●移動図書館車利用者数等
　➣令和４年度：1,838人

　➣令和３年度：2,268人

　　前年比81.0％
●移動図書館車利用者数等

　（貸出冊数）
　➣令和４年度：16,444冊

　➣令和３年度：13,305冊
　　前年比123.6％

●園児・児童向け企画はおはなし会

など
　➣令和４年度：16回、324人参加

　➣令和３年度：16回、243人参加
●ブックスタート

　➣令和４年度：12回、41人配布
　➣令和３年度：12回、49人配布

●セカンドブック

　➣令和４年度：５回、45人配布
　➣令和３年度：５回、62人配布

●サードブック
　➣飯島小学校と七久保小学校で各

１回開催し70人に配布（令和３年
度：１回、80人配布）

●移動図書館車を更新しました。

●電子図書館「デジとしょ信州」が
スタートしました。

a

手
法

見
直

し

b a a a a
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B Ⅱ

B Ⅲ

A Ⅰ

B Ⅰ

B Ⅰ

B Ⅱ

7 6 5

7 4 4 ─

7 6 1 ─

─

人

─ ─

図書館・歴史民俗資料館・文化館・
スポーツ施設等の連携強化

●各機関の充実した活動と相互の連
携で住民の学びや楽しみに寄与する
ことができました。

─ ─ ─

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度

令和４年度

進捗
状況

今後の
方向性

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）

当該年度

目標値 実績値
１層 ２層 ３層

プロジェ
クト

施策（３層）

基
本
目
標
７

住民が利用しやすい文化施設の運営

文化館利用人数（年）
（前年4月1日現在の人口の4倍を目標とする。令和５

年以降は推測値）

●ワクチン接種会場としての利用を
含めた利用者数は昨年度に続き５万
人超となりました。
●また、ワクチン接種以外の利用者
数は18,036人（前年度14,989人）と
前年より20.3％増加しましたが、新
型コロナウイルス感染症拡大の影響
で低水準にとどまりました。

37,304 人 51,636

─
感染症に対応する安全な施設運営方
法の研究

●新型コロナウイル感染症拡大の観
点から、感染対策を徹底することに
より、文化館や図書館など休館する
ことなく運営することができまし
た。

─ ─
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

57,841 56,589 3

37,915 36,631 3

Ⅱ

Ⅱ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●ワクチン接種会場としての利用者
数も含む利用者数
　➣令和４年度：51,636人
　➣令和３年度：57,239人
●ワクチン接種以外の利用者数
　➣令和４年度：18,036人
　➣令和３年度：14,989人
　　20.3％増
●利用件数
　➣令和４年度：661件
　➣令和３年度：613件
　　7.8％増
●使用料収入
　➣令和４年度：948千円
　➣令和３年度：907千円
　　4.5％増
●文化サロン事業（宝くじ文化公
演）開催
　➣「アニソンファンタジックコ
　　　ンサート」
　➣「３人アンデス全国ツアーin
　　　飯島」
　➣「藤巻亮太アコースティック
　　　ライブ2022」
●文化館外構改修工事

a

手
法
見
直
し

b a b a b

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

5641 文化館費 ●貸館の促進
●いいじま文化サロン事業等文化に
触れる機会の提供

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上
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B Ⅱ

B Ⅲ

A Ⅰ

B Ⅰ

A Ⅰ

B Ⅰ

B Ⅰ

B Ⅱ

6 3

7 4 4 ─

人

─ ─

図書館・歴史民俗資料館・文化館・
スポーツ施設等の連携強化

●各機関の充実した活動と相互の連
携で住民の学びや楽しみに寄与する
ことができました。

─ ─ ─

住民が利用しやすい文化施設の運営

文化館利用人数（年）
（前年4月1日現在の人口の4倍を目標とする。令和５

年以降は推測値）

●ワクチン接種会場としての利用を
含めた利用者数は昨年度に続き５万
人超となりました。
●また、ワクチン接種以外の利用者
数は18,036人（前年度14,989人）と
前年より20.3％増加しましたが、新
型コロナウイルス感染症拡大の影響
で低水準にとどまりました。

37,304 人 51,636

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度

令和４年度

進捗
状況

今後の
方向性

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）

当該年度

目標値 実績値
１層 ２層 ３層

プロジェ
クト

施策（３層）

─7 6 5 ─
感染症に対応する安全な施設運営方
法の研究

基
本
目
標
７

●新型コロナウイル感染症拡大の観
点から、感染対策を徹底することに
より、文化館や図書館など休館する
ことなく運営することができまし
た。

─ ─ ─

─
町内の楽器製造企業との連携による
音楽環境の醸成

●リコーダーの寄贈により子どもた
ちの意欲が高まりました。

─ ─

─

7 6 1 ─

7
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

311 123 4

268 158 4

B Ⅱ

B Ⅲ

Ⅱ

Ⅱ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●コロナ禍で年配者への聞き取りが
できず報告書が未作成です。
●文化財標柱２基（岩間城、太子堂
跡）を更新しました。

a

手
法
見
直
し

a b a a a

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

5651 文化財保
護費

●陸軍登戸研究所について聞き取り
調査を行い報告書の作成
●文化財標柱等の更新を適切に実施

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

基
本
目
標
７

7 4 4 ─
図書館・歴史民俗資料館・文化館・
スポーツ施設等の連携強化

●各機関の充実した活動と相互の連
携で住民の学びや楽しみに寄与する
ことができました。

─ ─ ─ ─

261



計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

682 218 3

432 360 3

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

5652 埋蔵文化
財調査費

●埋蔵文化財包蔵地内での開発があ
る場合は、工事立ち合いのほか、必
要により試掘等の調査の実施

●工事立ち合いの実施
　➣令和４年度：26件
　➣令和３年度：16件
●試掘調査の実施
　➣令和４年度：３件
　➣令和３年度：４件

a a b a a a

Ⅰ

Ⅰ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
７

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

施策との関連性なし
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計画

(Plan)

実施

(Do)

予算額 決算額

2,046 1,755 3

5,486 5,168 3

B Ⅱ

B Ⅲ

B Ⅱ

B Ⅱ

Ⅰ

Ⅰ

町

民

ニ
ー

ズ

民

間

で

の

事

例

●開館日数

　➣令和４年度：146日

　➣令和３年度：88日

●入館者数

　➣令和４年度：763人

　➣令和３年度：375人

●陣嶺館秋の特別開館を３日間開催

　➣令和４年度：32人参加

　➣令和３年度：55人参加

●「小正月飾りづくり」イベントの

開催

　➣令和４年度：33人参加

　➣令和３年度：20人参加

●はじめての古文書講座、古文書ク

ラブ、いいちゃん名所めぐり散歩に

加え、「在来絹製作技術を学ぶ」講

座を開催

a

手

法

見

直

し

b b b b b

効

率

性

今

後

の

方

向

性
民

間

活

用

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

5661 歴史民俗

資料館費

●飯島町歴史民俗資料館のうち、飯

島陣屋を常時開館して博物館活動を

行い、陣嶺館は予約による対応を実

施

●講座等を生涯学習センターと共同

で開講

基本情報

事務事業評価

達

成

度

評価

(Check)

改善

(Action)

事

業

コ
ー

ド

事

業

名

称

事業費（千円）

主

な

取

組

内

容

主

な

取

組

内

容

の

実

績

等

必

要

性

有

効

性

質

の

向

上

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗

状況

今後の

方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ

クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

基

本

目

標

７

─7 4 4 ─
図書館・歴史民俗資料館・文化館・

スポーツ施設等の連携強化

●各機関の充実した活動と相互の連

携で住民の学びや楽しみに寄与する

ことができました。

─ ─ ─

─7 6 4 ─
学校との連携による歴史民俗資料館

を活用した学習支援

●地域住民や児童・生徒の来館やイ

ベント参加により、郷土の歴史・文

化財への関心が高まりました。

─ ─ ─

263



計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

4,517 3,581 2

7,054 6,198 3

B Ⅱ

B Ⅲ

B Ⅰ

B Ⅱ

─7 5 1 ─
スポーツ関連団体と連携した生涯ス
ポーツの推進

●スラックライン講座、ニュース
ポーツ出前講座のほか、各囲碁ボー
ル大会（町長杯、みなこいカップ）
などを開催したことにより、地域全
体の生涯スポーツ活動活性化につな
げることができました。

─ ─ ─

─7 4 4 ─
図書館・歴史民俗資料館・文化館・
スポーツ施設等の連携強化

●各機関の充実した活動と相互の連
携で住民の学びや楽しみに寄与する
ことができました。

─ ─ ─

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

基
本
目
標
７

5711 保健体育
総務費

●第３期飯島町スポーツ推進計画の
策定
●体育館開放日の啓発、運営
●出前講座や囲碁ボール大会等
ニュースポーツの普及活動
●各種スポーツ大会の実施

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

Ⅰ

Ⅰ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●第３期飯島町スポーツ推進計画
（令和５年３月）策定
●体育館開放の実施
　➣令和４年度
　　12回開催、441人参加
　➣令和３年度
　　７回開催、242人参加
●スラックライン講座、ニュース
ポーツ出前講座開催
●囲碁ボール大会
　➣みなこいＣＵＰ（５月）
　➣町長杯（３月）
●各種スポーツ大会を29大会中17大
会実施
●オンラインイベント「オクトー
バーラン＆ウォーク」に参加
●部活動の地域移行について研究を
進めました。

a

手
法
見
直
し

a b b b b
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A Ⅰ

B Ⅰ

B Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅱ

B Ⅱ

A Ⅰ

B Ⅰ

基
本
目
標
７

スポーツ実施率（週1回以上運動を
する人）
（「飯島町スポーツ推進計画」の見直しに合わせ、５

年に１回アンケート調査を実施します。）

●目標には届いていませんが、過去
の調査（平成22年度46.2％、平成28
年度44.1％）に比べ、令和４年度は
55.0％とスポーツ実施率は上昇して
います。チームスポーツよりも、健
康づくりを目的としたウォーキング
など個人で取り組む運動への志向が
強くなっています。

65.0 ％ 55.0 ％7 5 6 ─
住民が利用しやすいスポーツ環境の
整備・充実

─

7 5 3 ─

─
「飯島町総合型スポーツクラブ」と
連携した生涯スポーツの推進

●サッカーを中心としたスポーツ活
動に加え、Ｂ＆Ｇクリーンフェス
ティバルなど実施したことにより、
環境貢献活動や、青少年健全育成活
動が進み、地域のスポーツ活動の活
性化を図ることができました。

─ ─

─7 5 5 ─
誰もが気軽に楽しめるニュースポー
ツの普及促進

●体育館開放日やニュースポーツ講
座などを通じて誰もが楽しく取り組
める運動を紹介したことにより、と
くに囲碁ボールによる地域活性化が
現れてきました。

─ ─ ─

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度

令和４年度

進捗
状況

今後の
方向性

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）

当該年度

目標値 実績値
１層 ２層 ３層

プロジェ
クト

施策（３層）

─

─

─ ─

少年スポーツの活動支援

●休日部活動の地域移行について、
近隣市町村との情報交換等を行った
ことにより、検討を進めることがで
きました。

─ ─ ─

スポーツクラブ・サークルの活動支
援

●各スポーツ活動により、生きがい
の醸成、健康長寿、地域の活力アッ
プを図ることができました。

─ ─ ─

5 4

7 5 2

7
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

158,332 157,390 3

41,676 33,840 3

A Ⅰ

B Ⅰ

％7 5 6 ─
住民が利用しやすいスポーツ環境の
整備・充実

スポーツ実施率（週1回以上運動を
する人）
（「飯島町スポーツ推進計画」の見直しに合わせ、５

年に１回アンケート調査を実施します。）

●目標には届いていませんが、過去
の調査（平成22年度46.2％、平成28
年度44.1％）に比べ、令和４年度は
55.0％とスポーツ実施率は上昇して
います。チームスポーツよりも、健
康づくりを目的としたウォーキング
など個人で取り組む運動への志向が
強くなっています。

65.0 ％ 55.0

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

基
本
目
標
７

5721 体育館等
管理費

●田切体育館の改修工事
●利用者による自主管理を徹底しな
がら、利用の促進

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

Ⅰ

Ⅰ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●田切体育館改修工事の実施
●年間延べ利用者数
　➣令和４年度：20,967人
　➣令和３年度：21,443人
　➣令和２年度：22,360人
　➣令和元年度：35,852人

a

手
法
見
直
し

b b b b b
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

12,406 11,846 2

22,989 22,866 3

A Ⅰ

B Ⅰ

％7 5 6 ─
住民が利用しやすいスポーツ環境の
整備・充実

スポーツ実施率（週1回以上運動を
する人）
（「飯島町スポーツ推進計画」の見直しに合わせ、５

年に１回アンケート調査を実施します。）

●目標には届いていませんが、過去
の調査（平成22年度46.2％、平成28
年度44.1％）に比べ、令和４年度は
55.0％とスポーツ実施率は上昇して
います。チームスポーツよりも、健
康づくりを目的としたウォーキング
など個人で取り組む運動への志向が
強くなっています。

65.0 ％ 55.0

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

基
本
目
標
７

5722 屋外運動
場管理費

●田切野球場防球フェンス設置工事
●利用者による自主管理を徹底しな
がら、利用の促進

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

Ⅱ

Ⅱ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●田切野球場防球フェンス設置工事
の実施
●年間延べ利用者数
　➣令和４年度：10,721人
　➣令和３年度：6,532人
　➣令和２年度：8,315人
　➣令和元年度：13,393人

a

手
法
見
直
し

b b b b b
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

4,974 4,196 3

3,819 3,563 3

B Ⅱ

B Ⅲ

Ⅱ

Ⅱ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●海洋性スポーツ体験会の開催
　➣令和４年度：雨天中止
　➣令和３年度：29人
　➣令和２年度：雨天中止
　➣令和元年度：32人
●指定管理者１名がＢ＆Ｇ指導員養
成研修を受講し資格を取得しまし
た。
●Ｂ＆Ｇプール利用状況
　➣令和４年度：
　　65日開館、利用者3,241人
　➣令和３年度：
　　50日開館、利用者3,046人
　➣令和２年度：
　　57日開館、利用者2,601人
●令和３年度から中学生のプール授
業が行われるようになりました。
●Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館や柏木
運動場周辺の清掃活動を行いまし
た。（参加者70人）

a

手
法
見
直
し

a a c a a

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

5731 海洋セン
ター費

●艇庫を指定管理での運営とした初
年度であり、成果を上げる
●プールの維持管理、運営を適切に
行い、利用促進を図る

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度基
本
目
標
７

─7 4 4 ─
図書館・歴史民俗資料館・文化館・
スポーツ施設等の連携強化

●各機関の充実した活動と相互の連
携で住民の学びや楽しみに寄与する
ことができました。

─ ─ ─
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B Ⅱ

B Ⅱ

A Ⅰ

B Ⅰ

47 ─ ─

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

令和３年度

令和４年度

進捗
状況

今後の
方向性

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）

当該年度

目標値 実績値
１層 ２層 ３層

プロジェ
クト

施策（３層）

％7 5 6 ─
住民が利用しやすいスポーツ環境の
整備・充実

基
本
目
標
７

スポーツ実施率（週1回以上運動を
する人）
（「飯島町スポーツ推進計画」の見直しに合わせ、５

年に１回アンケート調査を実施します。）

●目標には届いていませんが、過去
の調査（平成22年度46.2％、平成28
年度44.1％）に比べ、令和４年度は
55.0％とスポーツ実施率は上昇して
います。チームスポーツよりも、健
康づくりを目的としたウォーキング
など個人で取り組む運動への志向が
強くなっています。

65.0 ％ 55.0

─
「飯島町総合型スポーツクラブ」と
連携した生涯スポーツの推進

●サッカーを中心としたスポーツ活
動に加え、Ｂ＆Ｇクリーンフェス
ティバルなど実施したことにより、
環境貢献活動や、青少年健全育成活
動が進み、地域のスポーツ活動の活
性化を図ることができました。

─ ─5
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

720,848 712,654 3

82,961 78,321 3

B Ⅱ

B Ⅱ

5741 学校給食
センター
費

●安心・安全な給食の提供を実施
●食材調達や地元食材の調達につい
て研究を実施
●学校給食衛生管理基準に基づいた
学校給食センターを建設
●新給食センターの、作業工程、実
施手順等を検討テストを実施
●車両、備品等の整備を実施
●旧給食センターの解体

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

質
の
向
上

効
率
性

今
後
の
方
向
性

民
間
活
用

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

Ⅱ

Ⅱ

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

●新しい給食センターで安心・安全
な給食の提供を行いました。
●学校施設環境改善交付金を活用
し、旧学校給食センターを解体しま
した。
●新型コロナウイルス感染症の影響
による世界的な半導体不足により、
繰越ていた学校給食配送車が配備さ
れました。
●食材調達や地元食材の調達につい
て関係者会議を１回行いました。
●地域向けの試食会を開始しまし
た。

a

手
法
見
直
し

b a b b b

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
７

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

7 2 3 ─
安全で安心な学校給食の推進と地域
に開かれた多目的給食センターの実
現

給食事故件数（年）
（学校給食提供における、食中毒、異物混入等の件

数）

●業者直接納品に誤りがあり、納品
後直ちに対応、業者に対して原因及
び再発防止対策を確認しました。
●継続して給食センター内での事故
防止に努め、最適な人員の配置や作
業工程の見直し、チェック体制の徹
底により対策を行っています。

0 件 1 件
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企画政策課・会計課・議会事務局

事業コード・事業名称
実施計画と
連動なし
（●）

達成状況
頁

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

1161 企画費 3 ３ 274

1131 財政管理費 3 ３ 275

1151 財産管理費 ● 3 ３ 276

1155 登記事務費 ● 3 ３ 277

企
画
政
策
課

事業コード・事業名称
実施計画と
連動なし
（●）

達成状況
頁

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

1001 議会費 3 ３ 292

1511 統計調査総務費 ● 2 ３ 294

1521 指定統計調査費 ● 3 ３ 295

1601 監査委員費 3 ３ 296

議
会
事
務
局

事業コード・事業名称
実施計画と
連動なし
（●）

達成状況
頁

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

1141 会計管理費 3 ３ 290

1154 物品集中購買費 3 ３ 291

会
計
課

■達成状況・・・（－）当該年度の評価なし

■事業終了・・・国や県の事業も含む
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基本
目標８

将来を実現する 創像力にあふれた行政基盤づくり

＜企画政策・会
計・議会事務＞

≪基本的方向≫
いかなる状況においても安定した暮らしやすいまちであるために、社会の変化に対応できる、将来にわたって持続可能な行財政基盤の構築を目指し

ます。 人口減少や少子高齢化、地方分権の進展、住民ニーズの多様化・高度化に、創造力と実行力で応えられる簡素で効率的な行政組織を構築してい
きます。

政策８-（１）
将来像を目指す仕
組みづくり

施策 主な成果指標等
進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① 評価・見直しによる総合計画の進捗管理 定性的な成果 Ｂ Ｂ

② プロジェクトチームの編成による施策の推進 プロジェクトチームによる問題解決件数（延数） Ｂ Ａ

③ 「政策アイデアコンテスト」の開催 政策アイデアコンテントによる施策実現（延数） Ｂ Ａ

政策８-（２）
住民ニーズに応え
る行政改革

施策 主な成果指標等
進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① 住民ニーズや情勢の変化に対応した組織改革 定性的な成果 Ｂ Ｂ

② 簡素で効率的な行政組織のための事務事業改革 定性的な成果 Ｂ Ａ

③ 形骸化した事業・事務等の統廃合の推進 定性的な成果 Ｂ Ｃ

政策８-（３）
効果的・効率的な
財政運営

施策 主な成果指標等
進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① 中長期的な財政状況の把握と効率的な財政運営の推進 定性的な成果 Ｂ Ｂ

② 新たな財源確保の研究 定性的な成果 Ｂ Ｂ

③ 起債残高の縮減と実質公債費比率の抑制 実質公債費比率の抑制 Ｂ Ｂ

④ 計画的な各基金の積み立ての推進 標準財政規模に対する財政調整基金積立額の割合 Ａ Ａ

⑤ 選択と集中による事業の最適化推進 定性的な成果 Ｂ Ｂ

⑥ 公共施設の大規模修繕や災害発生時を想定した財政運
営の推進

【再掲】標準財政規模に対する財政調整基金積立額の割
合

Ｂ Ａ

政策８-（４）
公共施設の適正管
理・有効活用

施策 主な成果指標等
進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① 施設の有効活用や維持管理コストの効率化 公共建築物の削減延床面積（延数） Ｂ Ｂ

② 施設の総量を段階的に減らす取り組み 公共建築物延床面積の抑制（延数） Ｂ Ｂ

■進捗状況・・・（－）当該年度の評価なし
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政策８-（５）
適正な会計事務 施策 主な成果指標等

進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① 会計事務を標準化するための資料作成 定性的な成果 Ｂ Ｂ

② 会計処理に関する職員説明会の実施 定性的な成果 Ａ Ａ

③ 物品の集中購買による経費節減 定性的な成果 Ａ Ａ

④ 事務用消耗品の共有化、再利用化推進 共有化する事務用消耗品数（延数） Ｃ Ｂ

政策８-（６）
議会・監査の支援 施策 主な成果指標等

進捗状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① 議会運営に必要な資料や情報の提供 定性的な成果 Ｂ Ｂ

② 監査業務の支援 定性的な成果 Ｂ Ｂ
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

9,625 9,549 3

8,907 8,876 3

B Ⅰ

B Ⅰ

●実施計画（施策評価）シート・事
務事業評価シートを活用し適正な進
行管理を行うことができました。

8 1 1 ─
評価・見直しによる総合計画の進捗
管理

実績値 令和４年度

─ ─ ─ ─

Ⅰ

Ⅰ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
８

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値

a b a a a

1161 企画費 ●飯島町第６次総合計画の進行管理
●飯島町基本構想審議会の開催（外
部評価の実施）
●実施計画説明会の開催
●人口増プロジェクト会議の開催、
戦略（施策）の立案
●飯島町行財政改革推進本部会及び
飯島町行財政改革推進本部幹事会の
開催

●ほぼ目標どおり達成できました。
●飯島町基本構想審議会の開催
（２回）
●飯島町第６次総合計画の着実な実
行と、進行管理・評価を実施するこ
とができました。
●「人口増プロジェクト」につい
て、町における影響・課題を分析
し、それに対処する戦略（施策）を
立案し、令和５年度の事業として取
り組みます。
●行財政改革推進本部会（４回）、
行財政改革推進本部幹事会（５回）
開催し、「組織機構」「事務事業の
見直し・政策アイディア」の提案に
ついて検討を行い、事務事業等の改
善につなげました。

a

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

1,571 1,547 3

2,186 1,816 3

B Ⅰ

B Ⅰ

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

1131 財政管理
費

●前年度決算の調整及び監査委員の
審査、議会への報告・認定
●例月出納検査等に合わせ、定期的
な執行状況の確認
●コロナ対策や物価高騰対策などに
対応するための補正予算の編成の実
施④新年度予算の編成及び議会への
提案・承認の実施

●令和３年度決算を調整し、監査・
議会の承認
●年度後半からの例月出納検査での
執行状況確認と報告を行いました。
（10月以降毎月）
●コロナや物価高騰対策および経済
対策に関する補正予算の編成を行い
ました。（10回実施）
●令和５年度予算の編成及び議会の
承認
●「飯島町中(長)期財政計画の策
定」については、５年先の財政推計
として作成のうえ議会報告を行いま
した。
●補正予算編成における各課からの
予算要求の提出方法について、従
来、紙ベースで行ってきたが、シス
テム入力までとすることで事務の負
担軽減を図りました。

b a b a a a

Ⅱ

Ⅱ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
８

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

─ ─ ─ ─

●中(長)期財政計画について、前年
度に行った先進事例を参考に５年先
までの財政推計として作成すること
ができました。

8 3 1 ─
中長期的な財政状況の把握と効率的
な財政運営の推進
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

9,857 9,698 3

2,274 2,194 3

実績値 令和４年度

Ⅱ

Ⅱ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
８

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値

a c a a a

1151 財産管理
費

●公会計は、外部団体との連結を含
め、「統一的基準」による財務諸表
の作成を行い公表実施
●管理する未利用財産（土地）の後
活用について、天竜川上流河川事務
所の資材置場としての利用や町内企
業への紹介に取り組んだが成果が出
ず、現在、町・長野県のホームペー
ジへに掲載することにより、未利用
財産のＰＲを実施
●貸付中である旧田切保育園建物
（普通財産）について、倒壊リスク
を防ぐため、明け渡しの調整を開始
したものの、適当な移転先物件が見
つけられず継続案件中

●公会計は、財務諸表の作成を行い
３月末に公表しました。
●未利用財産（土地）は、後活用に
つなげられず実績がありませんでし
た。
●旧田切保育園は、明け渡しいただ
くことができず実績がありませんで
した。

a

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

施策との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

51 31 3

275 116 3

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

1155 財産管理
費

●国土調査及び道水路等に係る嘱託
登記の処理
●未登記解消事業として、未登記を
解消に取り組む

●国土調査及び道水路等に係る嘱託
登記を適正に処理しました。
　➣令和４年度：52件（筆）
　➣令和３年度：42件（筆）
●未登記解消を適正に処理しまし
た。
　➣令和４年度：４件（筆）
　➣令和３年度：４件（筆）

a a a a b b

Ⅱ

Ⅱ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
８

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

施策との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

B Ⅱ

A Ⅱ

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
８

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

1 件 17 件

プロジェクトチームによる問題解決
件数（延数）
●12の施策を事業化（新規・拡充）
【情報発信・魅力向上】
①事業公告宣伝業務
【定住促進】
①ＵＩＪターン就業・創業移住支援
補助金の創設
【子育て・婚活】
①オンライン子育て相談サービスの
開設②ファミリーサポート事業支援
金の創設③不妊治療費助成金の拡充
④出会いの場創出事業
【保育・教育環境】
①保育士資格取得支援事業②保育士
定着支援金③保育士宿舎支援金④紙
おむつ回収処分支援事業⑤奨学金返
還支援事業補助金の創設⑥スクール
バスの増便
（参考）令和４年度：５事業

8 1 2 〇
プロジェクトチームの編成による施
策の推進

事務事業との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

B Ⅱ

A Ⅱ

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
８

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

1 件 2 件

政策アイデアコンテントによる施策
実現（延数）
●職員が事務事業に関する提案を行
う制度「職員提案」と「政策アイデ
ア」を一本化し、事務事業改善に取
り組みました。
●政策アイディアでは、①会計伝票
における「自署（署名）」の廃止②
公金の運用規定及び管理組織の設立
について、会計課を中心に令和４年
度から取り組みを実施しました。

8 1 3 ─ 「政策アイデアコンテスト」の開催

事務事業との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

B Ⅰ

B Ⅰ

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
８

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

─ ─ ─ ─

●行財政改革プランに基づく「推進
本部会議」「推進本部幹事会」を通
じ、効率的な行政運営を実現するた
めの「組織機構見直しの基本方針」
を策定しました。社会状況の複雑な
変化や、多様化・高度化する町民
ニーズを踏まえ、本町が目指すべき
将来像である「新しい発想で考える
アルプスのまち　豊かな未来・自
然・暮らし」を実現するために、効
率的・効果的な組織体制となるよう
見直しを検討を進めます。

8 2 1 ─
住民ニーズや情勢の変化に対応した
組織改革

事務事業との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

B Ⅱ

A Ⅱ

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
８

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

─ ─ ─ ─

●職員が事務事業に関する提案を行
う制度「職員提案」と「政策アイデ
ア」を一本化し、事務事業改善に取
り組みました。
●事務事業提案では①伝票処理スリ
ム化のための意見交換会②いいちゃ
んバス事業の所管課変更③東京飯島
会の担当課変更④一般質問通告書の
テキストデータの提供⑤固定資産評
価審査会事務局の担当課変更、以上
５事業について令和５年度から順
次、実施していきます。

8 2 2 ─
簡素で効率的な行政組織のための事
務事業改革

事務事業との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

B Ⅱ

C Ⅱ

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
８

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

1 件 0 件

事務事業等の統廃合（延数）
職員提案事業により統廃合した件数

●職員が事務事業に関する提案を行
う制度「職員提案」と「政策アイデ
ア」を一本化し、事務事業改善に取
り組みましたが、事務事業等の統廃
合につながる提案はございまんでし
た。

8 2 3 ─
形骸化した事業・事務等の統廃合の
推進

事務事業との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

B Ⅱ

B Ⅱ

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
８

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

─ ─ ─ ─

●例月出納検査（10月以降）や９
月、12月補正の時点で、執行状況
データを各課等へ確認依頼し、落札
差金や事業の見直し等による不用額
を補正予算で減額することにより、
若干ではあものの財源の有効活用を
図ることができました。

8 3 2 ─ 新たな財源確保の研究

事務事業との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

B Ⅰ

B Ⅰ

実質公債費比率の抑制
（一般会計が負担する、元利償還金及び準元利償還金

の標準財政規模を基本とした額に対する比率）

●今後、令和10年開催国スポ関連の
柏木運動場整備や役場庁舎の大規模
修繕、病院建設など大型事業に係る
新たな起債の借入が想定され、指標
数値の悪化が心配されます。

8 3 3 ─
起債残高の縮減と実質公債費比率の
抑制

実績値 令和４年度

10.0以下 ％ 9.1 ％

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
８

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

事務事業との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

151,297 151,297 ─

41,261 41,240 ─

A Ⅰ

A Ⅰ

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

1901 財政調整
基金費

─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

─

─

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
８

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

31.0 ％ 32.0 ％

標準財政規模に対する財政調整基金
積立額の割合
（令和４年度末残高見込1,165,304千円÷令和４年度

標準財政規模3,688,280千円＝31.6％）標準財政規模

の３割

●第６次総合計画に掲げる政策目標
を達成するため実施する町単独事業
の財源が増加傾向にあります。

8 3 4 ─ 計画的な各基金の積み立ての推進

経常的なものや政策的でないため評価なし

285



計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

B Ⅰ

B Ⅰ

●第６次総合計画の施策評価を活用
し、予算編成時において既存の事務
事業やサービスの確認や見直しを行
い、令和５年度予算編成に反映する
ことができました。

8 3 5 ─ 選択と集中による事業の最適化推進

実績値 令和４年度

─ ─ ─ ─

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
８

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

事務事業との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

A Ⅰ

A Ⅰ

【再掲】標準財政規模に対する財政
調整基金積立額の割合
（令和４年度末残高見込1,165,304千円÷令和４年度

標準財政規模3,688,280千円＝31.6％）標準財政規模

の３割

●第６次総合計画に掲げる政策目標
を達成するため実施する町単独事業
の財源が増加傾向にあります。

8 3 6 ─
公共施設の大規模修繕や災害発生時
を想定した財政運営の推進

実績値 令和４年度

31.0 ％ 32.0 ％

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
８

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

事務事業との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

B Ⅰ

B Ⅰ

公共建築物の削減延床面積（延数）
（「飯島町公共施設等個別施設計画」に基づく削減延

床面積）

●公共建築物の総量の削減が目標と
なっているが、各所管課における除
却や統廃合の検討・実施が計画どお
り進むよう実施計画や予算編成の折
に調整を行い、全体の進捗管理に努
めます。
●削減面積（683㎡）の内訳
　➣豊岡町営住宅（248㎡）
　➣旧学校給食センター（435㎡）

8 4 1 ─
施設の有効活用や維持管理コストの
効率化

実績値 令和４年度

706.0 ㎡ 683.0 ㎡

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
８

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

事務事業との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

B Ⅰ

B Ⅰ

公共建築物延床面積の抑制（延数）
（公共建築物延床面積を削減した後の面積）

●公共建築物の総量の削減が目標と
なっているが、各所管課における除
却や統廃合の検討・実施が計画どお
り進むよう実施計画や予算編成の折
に調整を行い、全体の進捗管理に努
めます。

8 4 2 ─
施設の総量を段階的に減らす取り組
み

実績値 令和４年度

75,358 ㎡ 令和５年７月 ㎡

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
８

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

事務事業との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

1,994 1,839 3

2,338 2,177 3

B Ⅰ

B Ⅰ

A Ⅰ

A Ⅱ

令和４年度

─ ─ ─ ─

Ⅱ

Ⅱ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値

b b a b b

1141 会計管理
費

●適正な会計事務処理の実施
●財務会計手引きの内容更新実施

●支払事務や口座振替データ処理等
の会計事務を適正に実施することが
できました。
●伝票等の処理について随時対応を
行い、適正な事務に繋がるよう努め
ました。
●会計事務負担軽減のため、伝票の
処理方法等について随時検討・実施
しました。

a

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

─8 5 2 ─ 会計処理に関する職員説明会の実施

基
本
目
標
８

●法令や規則に基づいた適正な会計
処理が行えるよう支援し、事務処理
向上に繋げることができました。

─ ─ ─

●伝票等の適正処理を行うため随時
修正依頼、指導等を行うとともに、
支払い予定表内で伝票事務処理方法
等について周知をしたことにより、
伝票事務の負担軽減を図ることがで
きました。

8 5 1 ─
会計事務を標準化するための資料作
成
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

2,159 2,077 3

2,364 2,363 3

A Ⅰ

A Ⅰ

C Ⅱ

B Ⅳ

基
本
目
標
８ 共有化する事務用消耗品数

（延数）
（共有化した事務消耗品数）

●現在共有化できるものについては
既に共有化しています。
●スタンプ台・黒紐、バインダーク
リップ等

4 品 0

●令和５年度単価契約に向けて希望
調査を実施し、会計課内で品目につ
いて検討。令和５年度に追加する品
目選定に繋げることができました。

8 5 3 ─ 物品の集中購買による経費節減

品8 5 4 ─
事務用消耗品の共有化、再利用化推
進

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

1154 物品集中
購買費

●事務用消耗品の共有と再利用の実
施
●単価契約品目の見直しの実施

●事務用消耗品の共有、再利用を行
い経費節減に努めました。
●令和５年度の単価契約に向けて、
事務用消耗品の品目について希望調
査を行い、課内検討しました。

a a b a b a

Ⅰ

Ⅱ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

─ ─ ─ ─
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

52,498 51,732 3

54,593 53,714 3

Ⅰ

Ⅰ

a b a a a

1001 議会費 ●タブレット端末の活用を推進
●行政運営や議会運営の研修などへ
のサポート

●全員協議会資料についてＰＤＦ化
しクラウド上に配置しました。
●各議員はタブレットを用いてクラ
ウド上の資料を活用することが出来
ました。
●タブレットの操作やメールのやり
取りが不得手な議員についてサポー
トを行いました。
●議会事務局のＷi-Ｆiを更新する
とともに、議場にもＷi-Ｆi機器を
設置し、議場でのＷi-Ｆi接続不具
合の解消をしました。
●導入後５年が経過する議員用タブ
レットの更新を行いました。
●議会活動や運営方法について問題
が発生したり、議員から疑義があっ
た場合に調査や県議長会への問合せ
を行いました。
●議会の個人情報保護条例、また施
行規程の原案作成を行いました。

a

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例
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B Ⅱ

B Ⅱ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗

状況

今後の

方向性

基
本

目
標
８

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値 実績値 令和４年度

─ ─ ─ ─

●全員協議会で使用する資料につい
てＰＤＦ化し、タブレット端末で利
用できるようにしたり、オンライン
会議開催について、特に情報機器操

作が不得手な議員へのサポートがで
きました。
●会議運営方法の問題について、例
規等の調査や県議長会への問合せを
行い、議会内での検討資料とするこ

とができました。
●議員発議の条例案について、原案
の作成を行いました。

8 6 1 ─ 議会運営に必要な資料や情報の提供
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

19 14 2

18 17 3

実績値 令和４年度

Ⅰ

Ⅰ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
８

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値

a c a a a

1511 統計調査
総務費

●児童・生徒に統計グラフコンクー
ルに参加するように呼びかけ

●23名の児童に参加してもらうこと
ができました。

a

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

施策との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

750 707 3

314 201 3

実績値 令和４年度

Ⅰ

Ⅰ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
８

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値

b a a a a

1521 指定統計
調査費

●学校基本調査及び経済センサス-
活動調査への対応

●滞りなく、期限までに間に合うよ
う県へ報告できました。

a

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例

施策との関連性なし
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計画
(Plan)

実施
(Do)

予算額 決算額

864 688 3

812 686 3

B Ⅱ

B Ⅱ

●例月出納検査、定期監査、決算審
査における関係各課等の資料収集
や、連絡調整を行い、スムーズな監
査業務を実施することができまし
た。

8 6 2 ─ 監査業務の支援

実績値 令和４年度

─ ─ ─ ─

Ⅰ

Ⅰ

実施計画（施策）評価

第６次総合計画政策体系上の位置付け

施策（３層）

成果指標・定性的な成果（指標等の成果分析）
進捗
状況

今後の
方向性

基
本
目
標
８

１層 ２層 ３層
プロジェ
クト

当該年度 令和３年度

目標値

a a a a a

1601 監査委員
費

●例月出納検査、決算審査、定期監
査の際の監査委員への協力支援
●決算審査、定期監査の報告書及び
町広報原稿の原案作成

●例月出納検査、決算審査、定期監
査の際の監査委員への協力をするこ
とができました。
●決算審査、定期監査の報告書及び
町広報原稿の原案を作成しました。

a

民
間
活
用

手
法
見
直
し

質
の
向
上

令和３年度 令和３年度

令和４年度 令和４年度

基本情報
事務事業評価

達
成
度

評価
(Check)

改善
(Action)

事
業
コ
ー

ド

事
業
名
称

事業費（千円）

主
な
取
組
内
容

主
な
取
組
内
容
の
実
績
等

必
要
性

有
効
性

効
率
性

今
後
の
方
向
性

町
民
ニ
ー

ズ

民
間
で
の
事
例
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